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i

秋篠宮皇嗣同妃両殿下ご接見

日本選手団・花島主将による挨拶

集合写真
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ii iii

日本からイタリアへ

在ミラノ日本国総領事館・雨宮雄治総領事より激励
の挨拶をいただきました

みんなでスローガン
「きらめいて、雪と氷の風となれ　情熱 Japan」

選手団が元気に出発
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ii iii

開会式

ICSD陳会長のあいさつ
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iv v

アルペンスキー競技

スノーボード競技アルペンスノーボード種目
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iv v

スノーボード競技スノーボードフリースタイル種目
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vi vii

カーリング競技
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vi vii

本部

閉会式
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viii

入賞者等に係る文部科学大臣表彰式

萩生田光一文部科学大臣より挨拶

集合写真 （提供：スポーツ庁）
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- 1 -

第19回冬季デフリンピック競技大会
日本選手団報告書の発刊について（お礼）

一般財団法人全日本ろうあ連盟理事長
デフリンピック派遣委員会委員長

石野富志三郎

　第19回冬季デフリンピックがイタリアのヴァルテッリーナ・ヴァルキアヴェンナ地方
にて2019年12月12日から21日まで10日間にわたり開催され、日本からは選手・スタッ
フ合わせて47名を派遣いたしました。出発前には秋篠宮皇嗣同妃両殿下、眞子内親王殿
下および佳子内親王殿下との御接見で温かい励ましのお言葉を賜り、選手１人１人が日の
丸を背負って世界の舞台に立つ責任を改めて認識し、より一層気を引き締めました。
　今回の大会では、競技会場が離れた２ヶ所に分かれたことや、スノーボード競技の一部
種目で急遽会場変更があったことなど、選手にとって良い環境とはいえない状況ではあり
ましたが、その中でも選手達は日本代表という誇りのもとに、各自持てる力を全て発揮し
ていました。前大会（ロシア・2015年３月）の成績を超えるべく６個獲得を目標とし、チー
ム一丸となって大会に臨みましたが、残念ながらメダル獲得はならず入賞６名にとどまり
ました。この成績を教訓にし、４年後の大会に向けて引き続き競技団体とともに選手強化
を支援して参ります。
　選手達はデフスポーツ大会の最高峰であるデフリンピック出場を目指し、日々練習に取
り組んでいます。仕事や学校と両立しながら鍛錬していくには周りの理解や環境が非常に
大切となります。しかし、デフスポーツに対する国内での認知度はパラリンピックに比べ
るとまだまだ低く、この状況を変えていくことでデフスポーツが発展し、トップアスリー
トの育成、そしてメダル獲得へと大きくつながっていくことになるでしょう。
　現在、デフリンピック・デフスポーツの認知度の向上を図るべく、「障がい者スポーツ・
パラリンピック推進議員連盟デフリンピック推進ワーキングチーム」が立ち上がるなど、
少しずつ支援の輪が広がっています。連盟としても、引き続き世界で活躍できる次世代の
選手の育成、また夏季・冬季ともにデフスポーツの競技環境の整備が進むよう引き続き取
り組みを続け、デフスポーツに対する気運を盛り上げ、2025年夏季デフリンピック競技
大会の日本招致を実現させる所存です。
　ご支援を賜りました文部科学省をはじめ、宮内庁、スポーツ庁、外務省、公益財団法人
日本障がい者スポーツ協会 日本パラリンピック委員会、全国手話通訳問題研究会、国立
障害者リハビリテーションセンター、メディカルサポートの皆様、関係各団体、そして選
手やスタッフを快く派遣してくださった各学校・各企業等、選手・スタッフを日頃から陰
で支えてくださった各競技団体のスタッフたち、日本選手団を各方面で支えていただいた
皆様方にこの場をお借りし厚くお礼申し上げます。今後とも変わらぬご支援・ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。
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第19回冬季デフリンピック競技大会（イタリア）について（報告）

１　大会名称 第19回冬季デフリンピック競技大会

２　開催期間 2019年12月12日（木）～ 12月21日（土）
　　渡航日程 2019年12月８日（日）～ 12月23日（月）　（結団式・解団式なし）

３　開催国・都市 イタリア／ヴァルテッリーナ・ヴァルキアヴェンナ地方
 開会式…ソンドリオ、閉会式…キアヴェンナ
 アルペンスキー・アルペンスノーボード…サンタカテリーナ
  スノーボードフリースタイル…サンタカテリーナ、キエーザ・イン・ヴァルマレンコ
 カーリング…マデージモ

４　運営主体 国際ろう者スポーツ委員会
 （International Committee of Sports for the Deaf）
 第19回冬季デフリンピック競技大会組織委員会
 （the 19th Winter Deaflympics Organizing Committee）

５　参加国・地域数 34カ国

６　参加人数 選手：493名（男子：367名、女子：126名）
 （国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）発表）
 役員スタッフ：681人（組織委員会発表）

７　実施競技 アルペンスキー、クロスカントリースキー、スノーボード、カーリング、
 アイスホッケー、チェス　※アンダーラインは日本選手が参加の競技

８　日本代表選手団選手・役員の派遣人数
 選手　15名、役員　14名、本部役員　18名　　　合　計　47名 
 団　長　小椋 武夫（全日本ろうあ連盟理事・スポーツ委員会委員長）
 総監督　粟野 達人（全日本ろうあ連盟スポーツ委員会国際事業部長）
 総　務　倉野 直紀（全日本ろうあ連盟理事・スポーツ委員会事務局長）
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第19回冬季デフリンピック競技大会　日本選手団

通し No 競技
スタッフ 

選手
肩書き及び 

出場希望競技種目
名前 ふりがな

ろう 
聞こえる

性別 年齢 住所 所属団体 勤務先

1 1 アルペンスキー スタッフ 監督 田中 照也 たなか てるや ろう 男 46
東京都江戸川
区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

ネオアクシス株式
会社

2 2 アルペンスキー スタッフ コーチ 上野 英孝 うえの ひでたか 聞こえる 男 41 北海道上磯郡 知内町教育委員会

3 3 アルペンスキー スタッフ トレーナー 川﨑　純 かわさき じゅん 聞こえる 男 48 大阪府茨木市 四條畷学園大学

4 4 アルペンスキー 選手

滑降 
スーパー大回転 
スーパーコンビ 
大回転 
回転

中村 晃大 なかむら こうだい ろう 男 28
長野県北安曇
郡

社会福祉法人長野
県聴覚障害者協会

松川村役場

5 5 アルペンスキー 選手

スーパー大回転 
スーパーコンビ 
大回転 
回転

北城 大地 きたじょう だいち ろう 男 26 青森県弘前市
一般社団法人青森
県ろうあ協会

弘前航空電子株式
会社

6 6 アルペンスキー 選手
大回転 
回転

吉田 絢音 よしだ あやね ろう 女 25
東京都世田谷
区

一般社団法人神奈
川県聴覚障害者連
盟

横浜市役所

7 1
アルペンスノー
ボード

スタッフ 監督 笠井 彰子 かさい あきこ ろう 女 44 愛知県豊川市
一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会

笑おう舎

8 2
アルペンスノー
ボード

スタッフ コーチ 野藤 優貴 のふじ ゆうき 聞こえる 男 32
神奈川県鎌倉
市

有限会社パイオニ
アモス

9 3
アルペンスノー
ボード

スタッフ AT 津賀 裕喜 つが ゆうき 聞こえる 男 30 千葉県佐倉市 帝京平成大学

10 4
アルペンスノー
ボード

スタッフ 手話通訳 高桐 尊史 たかぎり たけし ろう 男 60
東京都世田谷
区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

11 5
アルペンスノー
ボード

選手
パラレル大回転 
パラレル回転

岡村 大晃 おかむら たかあき ろう 男 18
東京都八王子
市

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟 
東京都立中央ろう
学校　高等部３年
生

12 1
スノーボードフ
リースタイル

スタッフ コーチ 小島 敬雄 こじま たかお 聞こえる 男 40
神奈川県平塚
市

株式会社アオ

13 2
スノーボードフ
リースタイル

スタッフ コーチ 南雲 利仁 なぐも としひと 聞こえる 男 44
新潟県南魚沼
郡

14 3
スノーボードフ
リースタイル

スタッフ トレーナー 大橋 一麻 おおはし かずま 聞こえる 男 29
長野県下高井
郡

全日本ウィンター
スポーツ専門学校

15 4
スノーボードフ
リースタイル

スタッフ 
兼 

選手

監督 
クロス　 
スロープスタイル 
ビッグエア

奥田 和夫 おくだ かずお ろう 男 50
山梨県中巨摩
郡

一般社団法人山梨
県聴覚障害者協会

パナソニック株式
会社

16 5
スノーボードフ
リースタイル

選手
クロス　 
スロープスタイル 
ビッグエア　　　

花島 大輔 はなしま だいすけ ろう 男 44
神奈川県横浜
市中区

一般社団法人神奈
川県聴覚障害者連
盟

キヤノン株式会社

17 6
スノーボードフ
リースタイル

選手
クロス　 
スロープスタイル 
ビッグエア　　　

小野田 瑛次 おのだ えいじ ろう 男 30 大阪府茨木市
公益社団法人大阪
聴力障害者協会

株式会社ダイキン
サンライズ摂津

18 7
スノーボードフ
リースタイル

選手 クロス　　　　　 岡本 信彦 おかもと のぶひこ ろう 男 41 東京都杉並区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

株式会社LAVA 
Internadtional

19 8
スノーボードフ
リースタイル

選手
クロス　 
スロープスタイル 
ビッグエア　　　

花島 良子 はなしま りょうこ ろう 女 40
神奈川県横浜
市中区

一般社団法人神奈
川県聴覚障害者連
盟

株式会社オー・エ
ル・エム

20 9
スノーボードフ
リースタイル

選手
クロス　 
スロープスタイル 
ビッグエア　　　

奥田 恵理子 おくだ えりこ ろう 女 44
山梨県中巨摩
郡

一般社団法人山梨
県聴覚障害者協会

キヤノンファイン
テックニスカ株式
会社

21 1 カーリング スタッフ 監督 竹川 寿美子 たけかわ すみこ ろう 女 49
東京都千代田
区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

国家公務員共済組
合連合会　虎の門
病院分院

22 2 カーリング スタッフ コーチ 石田 順一 いしだ じゅんいち 聞こえる 男 67 青森県青森市
株式会社イシダス
ポーツ
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通し No 競技
スタッフ 

選手
肩書き及び 

出場希望競技種目
名前 ふりがな

ろう 
聞こえる

性別 年齢 住所 所属団体 勤務先

23 3 カーリング スタッフ トレーナー 宮原 麻衣子 みやはら まいこ 聞こえる 女 50 東京都豊島区 埼玉医科大学病院

24 4 カーリング スタッフ 手話通訳 砂田 武志 すなだ たけし ろう 男 58 東京都大田区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

25 5 カーリング 選手 男子団体戦 荒谷 淳一 あらや じゅんいち ろう 男 64 青森県上北郡
一般社団法人青森
県ろうあ協会

有限会社乙供塗装
店

26 6 カーリング 選手 男子団体戦 荒谷 飛翔 あらや ひしょう ろう 男 27 愛知県西尾市
一般社団法人愛知
県聴覚障害者協会

株式会社デンソー
西尾製作所

27 7 カーリング 選手 男子団体戦 米田 義光 よねた よしみつ ろう 男 52 青森県青森市
一般社団法人青森
県ろうあ協会

社会福祉法人青森
市社会福祉協議会

28 8 カーリング 選手 男子団体戦 中村 鉄哉 なかむら てつや ろう 男 61 青森県八戸市
一般社団法人青森
県ろうあ協会

アンデス電気株式
会社

29 9 カーリング 選手 男子団体戦 松橋 要 まつはし かなむ ろう 男 35 東京都練馬区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

株式会社日立ソ
リューションズ・
クリエイト

30 1 本部 スタッフ 団長 小椋 武夫 おぐら たけお ろう 男 67
山梨県西八千
代郡

一般社団法人山梨
県聴覚障害者協会

31 2 本部 スタッフ 総監督 粟野 達人 あわの たつひと ろう 男 63 東京都渋谷区

公益社団法人東京
聴覚障害者総合支
援機構東京都聴覚
障害者連盟

32 3 本部 スタッフ 総務 倉野 直紀 くらの なおき ろう 男 46 三重県多気郡
一般社団法人三重
県聴覚障害者協会

三重県聴覚障害者
支援センター

33 4 本部 スタッフ 総務 中西 潤 なかにし じゅん ろう 男 39 埼玉県熊谷市
一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

34 5 本部 スタッフ 手話通訳 森本 行雄 もりもと ゆきお 聞こえる 男 64 東京都足立区
社会福祉法人東京
愛育苑　金町学園

35 6 本部 スタッフ 手話通訳 黒石 恵理子 くろいし えりこ 聞こえる 女 41
静岡県静岡市
駿河区

駿河区役所　駿河
福祉事務所

36 7 本部 スタッフ 手話通訳 竹腰 由香里 たけこし ゆかり 聞こえる 女 39 大阪府池田市
株式会社エルアイ
武田

37 8 本部 スタッフ 広報 狩野 功 かりの いさお ろう 男 50 埼玉県新座市
一般社団法人埼玉
県聴覚障害者協会

株式会社本田技術
研究所

38 9 本部 スタッフ 広報 加瀬 大介 かせ だいすけ 聞こえる 男 43 東京都板橋区
キャピタル・パー
トナーズ証券株式
会社

39 10 本部 スタッフ 事務局 梅澤 仁士 うめざわ ひとし 聞こえる 男 40 埼玉県和光市
一般財団法人全日
本ろうあ連盟

一般財団法人全日
本ろうあ連盟

40 11 本部 スタッフ 事務局 加茂下 和子 かもした かずこ 聞こえる 女 48
東京都西東京
市

一般財団法人全日
本ろうあ連盟

一般財団法人全日
本ろうあ連盟

41 12 本部 スタッフ 医師 清水 雅樹 しみず まさき 聞こえる 男 43 群馬県前橋市
あさくらスポーツ
リハビリテーショ
ンクリニック

42 13 本部 スタッフ 医師 楠目 信三 くすめ しんぞう 聞こえる 男 63
東京都江戸川
区

箱根リハビリテー
ション病院

43 14 本部 スタッフ 看護師 篠崎 菜穂子 しのざき なほこ 聞こえる 女 56 埼玉県所沢市
国立障害者リハビ
リテーションセン
ター病院

44 15 本部 スタッフ ＡＴ 砂川 あゆ未 すながわ あゆみ 聞こえる 女 30
神奈川県川崎
市幸区

アリエス接骨院　
恵比寿

45 16 本部 スタッフ 輸送 林 孝雄 はやし たかお 聞こえる 男 70
神奈川県横浜
市栄区

株式会社グロリア
ツアーズ

46 17 本部 スタッフ 輸送 内田 美春 うちだ みはる 聞こえる 女 54 東京都荒川区

公益財団法人東京
オリンピック・パ
ラリンピック競技
大会組織委員会

47 18 本部 スタッフ 輸送 佐藤 順 さとう のぶ 聞こえる 女 45 フランス
株式会社グロリア
ツアーズ
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日本選手団　入賞者一覧

入賞
競技 種目 選手名 順位 記録 エントリー数

アルペンスキー

複合

中村晃大

8 位 1’48.55 23

大回転 ８位 2’17.39 45

回転 ８位 1’37.52 40

アルペン
スノーボード

パラレル大回転
岡村大晃

5 位 1’17.91 16

パラレル回転 5 位 1’10.17 16

スノーボード
フリースタイル

スロープスタイル

小野田瑛次 ５位 75.66
14

奥田一夫 ８位 50.66

花島良子 ４位 57.33
７

奥田恵理子 ７位 27.00

ビッグエア 小野田瑛次 ６位 38.66 ７

ビックエア 花島良子 ６位 42.33 ６

※記録―アルペンスキー・アルペンスノーボードはタイム
　　　　スノーボードフリースタイルはベストスコア
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国別参加選手数・メダル獲得ランキング

順位 国名
選手数

選手総数 金 銀 銅 計
男 女

1 ロシア 53 25 78 17 18 14 49

2 イタリア 14 2 16 ５ ０ ２ ７

3 ウクライナ 19 15 34 ４ ４ ３ 11

4 アメリカ 39 3 42 ３ １ ２ ６

5 チェコ 6 2 8 ２ ４ １ ７

6 中国 20 17 37 ２ ０ ２ ４

7 イスラエル 1 0 1 １ ０ ０ １

8 カザフスタン 33 7 40 １ ０ ０ １

9 フランス 2 0 2 ０ ３ ２ ５

10 フィンランド 26 1 27 ０ ２ １ ３

11 オーストリア 5 4 9 ０ １ ４ ５

12 ポーランド 15 6 21 ０ １ １ ２

13 カナダ 28 6 34 ０ １ ０ １

14 ドイツ 10 0 10 ０ １ ０ １

15 クロアチア 6 6 12 ０ ０ ３ ３

16 韓国 9 7 16 ０ ０ １ １

…

日本 12 3 15 ０ ０ 0 0
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【アルペンスキー】

【アルペンスノーボード】

【スノーボードフリースタイル】

競技別成績

NO. 選手名 種目 成績 出場 
選手数

記録
1 本目 2 本目 合計タイム

1 中村　晃大

滑降（男子） 10 位 25 1’14.06 1’14.06
複合（男子） 8 位 24 1’09.94 38.61 1’48.55
スーパー大回転（男子） 9 位 34 1’14.86 1’14.86
大回転（男子） 8 位 45 1’04.72 1’12.67 2’17.39
回転（男子） 8 位 40 48.42 49.10 1’37.52

2 北城　大地
スーパー大回転（男子） 21 位 34 1’19.16 1’19.16
大回転（男子） 15 位 45 1’09.94 1’14.90 2’24.84
回転（男子） 16 位 40 52.65 52.44 1’45.09

3 吉田　絢音
大回転（女子） 棄権 17 
回転（女子） 棄権 16 

NO. 選手名 種目 成績 出場
選手数

記録（タイム）
青（旗門） 赤（旗門） 合計タイム

1 岡村　大晃
パラレル大回転（男子） 5 位 16 38.72 39.19 1’17.91
パラレル回転（男子） 5 位 16 34.52 35.65 1’10.17

※１～４位はタイムなし

NO. 選手名 種目 成　績 出場
選手数 ベストスコア

1 奥田 和夫
クロス 9 位 27 44.99 2 回戦進出
スロープスタイル 8 位 14 50.66
ビッグエア 棄権 12 

2 花島 大輔
クロス 12 位 27 46.06 2 回戦進出
スロープスタイル 11 位 14 21.66
ビッグエア 棄権 12 

3 小野田 瑛次
クロス 19 位 27 48.41 予選敗退
スロープスタイル 5 位 14 75.66
ビッグエア 6 位 7 38.66

4 岡本 信彦 クロス 18 位 27 47.69 予選敗退

5 花島 良子
クロス 10 位 13 53.48 予選敗退
スロープスタイル 4 位 7 57.33
ビッグエア 6 位 6 42.33

6 奥田 恵理子
クロス 11 位 13 57.62 予選敗退
スロープスタイル 7 位 7 27.00
ビッグエア 棄権 6

タイムではなくスコア制となる。
クロス：グループ予選の後トーナメントとなる。
スロープスタイル：３回すべって、良いスコアで順位が決まる。
ビッグエア：３回すべって、良いスコアで順位が決まる。
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【カーリング】（男子）
チーム名 日本 ポーランド ロシア ハンガリー フィンランド 韓国 カナダ ウクライナ スイス アメリカ イタリア 中国 勝ち 負け ポイント D.M. 1 D.M. 2 順位 DSC

日本
● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ●

2 9 4 1 0 10 108.7 
5 － 8 4 － 6 5 － 9 7 － 9 6 － 14 6 － 8 4 － 8 10 － 9 4 － 9 10 － 1 4 － 7

ポーランド
○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ○ ●

6 5 12 2 1 4 97.4 
8 － 5 10 － 5 11 － 2 6 － 9 7 － 5 3 － 9 4 － 9 10 － 5 9 － 10 12 － 3 2 － 10

ロシア
○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

9 2 18 0 0 2 87.2 
6 － 4 5 － 10 9 － 4 ８－５ 9 － 2 11 － 2 8 － 6 9 － 5 9 － 3 15 － 0 2 － 8

ハンガリー
○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

6 5 12 1 1 6 79.9 
9 － 5 2 － 11 4 － 9 4 － 7 ４－５ 6 － 4 4 － 6 9 － 6 9 － 4 14 － 1 2 － 10

フィンランド
○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

8 3 16 0 0 3 106.5 
9 － 7 9 － 6 ５－８ 7 － 4 10 － 6 7 － 8 9 － 4 9 － 6 7 － 2 9 － 2 2 － 7

韓国
○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ●

6 5 12 2 0 5 98.3 
14 － 6 5 － 7 2 － 9 ５－４ 6 － 10 6 － 5 8 － 7 12 － 2 4 － 6 1 － 12 0 － 1

カナダ
○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ●

5 6 10 0 0 9 105.2 
8 － 6 9 － 3 2 － 11 4 － 6 8 － 7 5 － 6 2 － 9 7 － 4 2 － 11 11 － 5 2 － 11

ウクライナ
○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

6 5 12 1 0 7 95.4 
8 － 4 9 － 4 6 － 8 4 － 6 4 － 9 7 － 8 9 － 2 9 － 3 11 － 2 16 － 0 2 － 7

スイス
● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ●

2 9 4 0 0 11 118.6 
9 － 10 5 － 10 5 － 9 6 － 9 6 － 9 2 － 12 4 － 7 3 － 9 8 － 5 15 － 2 6 － 10

アメリカ
○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ●

5 6 10 1 0 8 98.0 
9 － 4 10 － 9 3 － 9 4 － 9 2 － 7 6 － 4 11 － 2 2 － 11 5 － 8 13 － 3 2 － 9

イタリア
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

0 11 0 0 0 12 163.0 
10 － 1 3 － 12 0 － 15 1 － 14 2 － 9 1 － 12 5 － 11 0 － 16 2 － 15 3 － 13 2 － 11

中国
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 0 22 0 0 1 97.2 
7 － 4 10 － 2 8 － 2 10 － 2 7 － 2 1 － 0 11 － 2 7 － 2 10 － 6 9 － 2 11 － 2

※上位 4 チームが準決勝進出

予選リーグ 順位表
チーム名 勝ち 負け ポイント D.M. 1 D.M. 2 順位 DSC

中国 11 0 22 0 0 1 97.2 

ロシア 9 2 18 0 0 2 87.2 

フィンランド 8 3 16 0 0 3 106.5 

ポーランド 6 5 12 2 1 4 97.4 

韓国 6 5 12 2 0 5 98.3 

ハンガリー 6 5 12 1 1 6 79.9 

ウクライナ 6 5 12 1 0 7 95.4 

アメリカ 5 6 10 1 0 8 98.0 

カナダ 5 6 10 0 0 9 105.2 

日本 2 9 4 1 0 10 108.7 

スイス 2 9 4 0 0 11 118.6 

イタリア 0 11 0 0 0 12 163.0 
※上位４チームが準決勝進出

【決勝トーナメント】
中国

ポーランド

ロシア

フィンランド

中国
１位　中国
２位　ロシア
３位　フィンランド
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団長　小椋　武夫

この度、日本代表選手団団長を務めました。
今回のイタリアデフリンピックで時差があるにも

かかわらず日本から毎日夜遅く、そして朝早くから
多くの応援をありがとうございました。

デフリンピックは世界のろうスポーツの普及と発
展を目的として４年に１回開催される国際的な競技
大会で、夏季大会と冬季大会を開催しています。

障害当事者であるろう者自身が運営するろう者の
ための国際的なスポーツ大会であり、また参加者が
国際手話によるコミュニケーションで友好を深めら
れるところに大きな特徴があります。

デフリンピックを運営する組織は、国際ろう者ス
ポーツ委員会（ICSD）で、1924年の設立以来、デ
フリンピックやろう者世界選手権大会の開催、そし
て各国のろうスポーツの振興など、着実な取り組み
を続けています。現在の加盟国は116カ国です。

今回の大会はイタリアのヴァルテッリーナ・ヴァ
ルキアヴェンナ地方で2019年12月12日（木）から
21日（土）に行われました。開催された６競技の
うち、日本からは、アルペンスキー、スノーボード、
カーリングの３競技に出場、選手15名、役員32名、
合わせて47名を日本代表として派遣しました。

ここには団長として感じたことをお話させていた
だきます。

スキー会場は明るく壮大で、雪しぶきをあげなが
らゴールを目指し降りてくる選手を見て、日本選
手！すごい！と感動しました。選手の表情はとても
生き生きとしていて活気に満ち溢れていました。

カーリングを初めて生で観戦しました。スーッと
滑りながらストーンを投げるフォーム、ブラシでこ
することをスイープといいますが、ストーンの前を
スイープすることで氷を溶かして距離を延ばした
り、進行方向を決めるやり方とのことです。

聞こえる選手の場合、選手が大声を出してこする
回数を変えるか、止まる位置や曲がり方が変わる細
かい指示が繰り出されますが、デフリンピックの場
合、聞こえない選手たちは相手に見えるよう手を
振って指示します。様々な種類の細かい手振りがあ
ると驚き、非常に勉強になりました。

カーリング会場は新設で綺麗ですが、工事中のと
ころもあり、寒いのが難点でした。

イタリア組織委員会から情報が少なく、次にどの
ような行動を取ればいいのかわからないと情報不足
の状態で、また、競技会場が分散しているため、本
部の情報把握等の活動が大変で３～４時間の車移動
も苦労しました。

競技会場はどこも小さな街で、ホテルから会場ま

で徒歩圏内でしたが、地元の方も皆親切で、デフリ
ンピックを応援してくださっていました。

日本選手団のスローガンは「きらめいて、雪と氷
の風となれ　情熱Japan」と掲げ、日本代表として
の誇りを持ち、日々練習の成果を国際的な晴れ舞台
で発揮してまいりましたが、入賞６名に留まり、惜
しくもメダルに手が届きませんでした。

選手たちは自己記録を更新するなど競技力を向上
させましたが、少しの差で力が及ばなかった状況で
した。しかし、メダルにも勝る感動を私たちに与え
てくれました。

勿論、夢を現実のものにする為には努力が必要で
すが、夢があるからこそ困難に立ち向かい努力を続
けることができるのだとも言えます。次の大会を目
指して、選手の皆さんも自分自身の夢を持ち、それ
を大切にして努力を惜しまず歩んでいってほしいと
思います。

この結果を受け、今後、選手強化の方法を見直し、
選手たちが研修を受ける、指導者の人材の確保、練
習場の提供等、選手が競技に打ちこめる環境を作る
必要があります。

そのためには、メダルを取るための強化費や、活
動しやすい環境を作る予算の増額が必要です。デフ
リンピックはオリンピック、パラリンピックと比べ
ると認知度が低い、大会への参加も自費で賄わなけ
ればならず、練習時間を確保するのに勤務先の理解
を得る必要があるなど負担が大きく、選手にとって
厳しい状況が続いています。

国際的な競技力の向上を推進するためにはNF団
体の協力を得て、指導者のいるスポーツセンターや
デフスポーツを研究する大学等の拠点を整備し、デ
フスポーツのアスリートが高度なトレーニングを行
い、スポーツ医・科学、情報分野等からの支援も得
る必要がありますが、デフアスリートに対する強化・
支援が十分に行われていません。

競技大会の結果やメダル獲得上位国の状況等の調
査・分析を踏まえつつ、日本のデフスポーツの環境
を段階的に改善しなければなりません。

国際競技大会等における日本のデフアスリートの
活躍は、国民に日本人としての誇りと喜び、夢と希
望をもたらし、国民意識を高揚させるとともに、社
会全体に活力を生み出します。そのためにも、国際
社会における我が国の存在感を高めていかなければ
なりません。

今回はスノーボードフリースタイル会場におい
て、選手が競技中に転倒、受傷した事故が発生しま
した。

事故が起きてしまったときには、それに対する初
期対応が重要です。時間との勝負であり、少しでも
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早い判断・処置が行える救護医療体制を主催者とと
もに整備することが大切と感じられました。

選手団としても医療スタッフの充実・配置、後方
支援医療機関への依頼が適切に行われることが必要
と気づかされました。また外国の病院であることや
ろう者ということもあり会話は困難、症状等を訴え
るときにコミュニケーションができないため、指差
しでやりとりできるコミュニケーションボードやス
マートフォン翻訳アプリの活用、また手話通訳者配
置等、対応を行いました。

日本でもようやくデフリンピックという言葉が少
しずつ世間に浸透してきたように思います。

何の競技があるのかまで答えられる人はまだ少な
いかもしれませんが、イタリアではテレビのニュー
スや新聞記事などを通してデフリンピックの紹介や
選手の姿を知る機会が多くありました。

今後も引き続き聴覚障害への理解を深め、共存社
会を実現していくとともにデフスポーツの発展を期
待したいと思います。

最後に、日本代表選手団にご尽力、ご支援いただ
いております関係各位に感謝申し上げます。今後も
デフリンピックの魅力、デフスポーツの素晴らしさ
を多くの皆様にお伝えできるように、選手・役員と
もに精一杯、頑張りますので、ご支援の程よろしく
お願いいたします。

総監督　粟野 達人

１．目的
2007年・2011年（中止）・2015年・2019年と

４回の冬季デフリンピック日本選手団総監督を続け
て担当しました。この12年間で競技チームと選手
達および本部体制が以前より強化されてきたと思っ
ています。

2015年にロシアで開催された第18回冬季デフリ
ンピックの日本選手団の成績であるメダル５個を超
えた成績を取ること、そして「デフリンピック」の
知名度をあげることを今大会の日本選手団の目的と
して総監督任務に尽くしました。

２．選手選考と目標
（一財）全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委

員会で定めた日本選手団編成にかかる指針にそっ
た、一般社団法人日本ろう者スキー協会からの推薦
をもとに、デフリンピック派遣委員会を開催、過去
の実績を重視しつつ、将来の展望もあわせて、15
名の選手を選考しました。

★代表選手推薦の手順
2015年から日本選手団選考および準備等を進め

ていましたが、ICSDからイタリア開催と正式発表
が届いたのは2018年12月でした。その為、準備期
間もわずか１年間しかない中、下記の指針を策定し、
対応しました。
＜第19回冬季デフリンピック 日本選手団編成にか
かる指針＞2019年３月10日策定（別紙P.55）

３．成績と評価
競技成績詳細は各競技チーム監督の報告を参照。
現地の慣れないコンディションの中を奮闘し、持

てる力を発揮しましたが、６名11個の入賞にとど
まり、あと一歩のところでメダル獲得はなりません
でした。

４．チーム体制と各スタッフの役割
総務担当と共に４競技チームのまとめと総務チー

ム、医療チームを指揮下に置き、選手が実力を発揮
できるよう全力を尽くしました。

今回は競技会場が２つと離れていたので下記の通
り２つの本部体制で進めました。

〇 【本部】サンタカテリーナ（アルペンスキー、
アルペンスノーボード、スノーボードフリース
タイル）

　◆団長：小椋 武夫
　◆総監督：粟野 達人 
　◆総務：中西　潤
　◆各競技監督
　　アルペンスキー　田中 照也 
　　アルペンスノーボード　笠井 彰子
　　スノーボードフリースタイル　奥田 和夫
　◆医療チーム
　　医師：清水 雅樹 
　　看護師：篠崎 菜穂子
　　アスレティックトレーナー：砂川 あゆ未
　◆総務チーム
　　手話通訳　森本 行雄
　　手話通訳　黒石 恵理子
　　広　報　狩野 功 
　　輸　送　林 孝雄 
　　輸　送　内田 美春 
　　事務局　加茂下 和子
〇【本部】マデージモ（カーリング）
　◆総務：倉野 直紀
　◆競技監督
　　カーリング　竹川 寿美子
　◆医療チーム
　　医師：楠目 信三
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　◆総務チーム
　　手話通訳　竹腰 由香里
　　広　報　加瀬 大介
　　輸　送　佐藤 順
　　事務局　梅澤 仁士

５．スケジュール
詳細は各競技チーム監督報告参照。
今回はサンタカテリーナとマデージモの２か所に

分かれていた為、私は下記のスケジュールで２か所
に移動など実施しました。

しかし現地でスノーボードフリースタイル競技の
３種目（スノーボードクロス、スロープスタイル、
ビッグエア）の内、２種目（スロープスタイル、ビッ
グエア）が急遽車で３時間程度離れたキエーザ・イ
ン・ヴァルマレンコへ変更となり、対応に追われま
した。

私はサンタカテリーナ本部でしたので、スケ
ジュール内容を下記に書きます。ほぼ毎日実行委員
会事務所へ行って国際手話で問い合わせ等情報収集
に努めました。

12月 ８日　IDカード手続き（キアベンナ）
12月 ９日　日本選手団ホテルで本部設立、準備
12月10日　各競技場周辺下見と本部打ち合わせ
12月11日　各競技会場下見（サンタカテリーナ）
12月12日　開会式（ソンドリオ）　
12月13日　 アルペンスノーボードGSL/アルペン

スキー DH（サンタカテリーナ）
12月14日　 アルペンスノーボードSL/アルペン

スキー CB（サンタカテリーナ）、マ
デジーモに移動

　　　　　 カーリング競技（マデジーモ）
12月15日　カーリング競技（マデジーモ）
　　　　　 サンタカテリーナに移動
12月16日　 スノーボードフリースタイルSX（サ

ンタカテリーナ）
12月17日　 アルペンスキー GSL（サンタカテ

リーナ）
12月18日　 アルペンスキー SL（サンタカテリー

ナ）
　　　　　  怪我人対応のため病院（ソンダロ）

での対応
　　　　　  次にキエーザへ移動してサンタカテ

リーナへ
12月19日　 本部待機と実行委員会事務所問い合

わせ
12月20日　本部対応と帰国準備　　　
12月21日　 帰国

６．競技規則の適用（問題点など）
冬季デフリンピックはFIS（国際スキー連盟）規

則に基づいて運営されるという事でしたが、各競技
の出場人数、競技レベルなどの事情でTD会議にて、
変更されたこともありました。日本チームは最初
からFIS規則に基づくことを承知の上で、各競技監
督達に徹底的にFIS規則で日本代表選手達の育成を
行っていたのですが、突然の変更に対処するのに苦
労しました。

７．大会参加までの準備状況
第19回冬季デフリンピックも夏季大会同様、推

薦基準を世界選手権大会ベスト４以上の成績にする
ことを検討しましたが、2018年12月一般社団法人
日本ろう者スキー協会各競技チームより要望があっ
たため、推薦基準を世界選手権大会ベスト８成績に
し、一般社団法人日本ろう者スキー協会が責任を
もってメダル獲得が出来る日本代表選手推薦選考を
していただくこととなりました。そして提出された
日本代表選手候補を元にして選手を決定しました。

今日の日本選手団のスローガンは「きらめいて、
雪と氷の風となれ　情熱Japan」と定めました。選
手たちは日本代表としての誇りを持ち、国際的な晴
れ舞台で日々の練習の成果を発揮できるようめざし
ました。

デフリンピックの知名度が11％と低く、知名度
をあげることも我々の任務と考え頑張ってきまし
た。その結果、スキージャンプの髙梨沙羅選手など
有名なスポーツ選手、一般の方々から応援メッセー
ジをもらえました。イタリア開催が決定するまでな
かなか連絡がなく、不安もありましたが2018年12
月にイタリア開催決定と連絡を受けて2019年２月
５日～９日に現地へ視察に行き、イタリア組織委員
会に全競技開催されるかどうか確認しました。ハー
フパイプ種目の中止以外は問題ないとの回答を得
て、準備を進めました。

また、在ミラノ日本国総領事館へ挨拶と派遣に係
る協力の依頼をしました。

日本選手団ユニフォームについて今回は明るいピ
ンクと赤色も取り入れてデザインしました。

またデフリンピック啓発と資金作りとして日本選
手団ピンバッジとフェイスタオルを作成しました。
イタリアの国旗をモチーフにし、日本風にアレンジ
したデザインにしました。
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　  　　　タオル　　　　　　  ピンバッジ

派遣委員会および事務局と連日、あらゆる面で確
認と連絡を取り合い、準備に欠かさない様、尽くし
たが、反面、まだ足りない所もありました。

８．反省・まとめなど
大会中、毎日、各競技チームおよび監督達と連絡

を取り合いましたが、時々緊急連絡が間にあわず、
負担をかけてしまったことがありました。

デフリンピックという国際競技の場で、本部進行
等で漏れもありましたが、小椋団長、倉野総務、総
務チームと医療チームそして各競技チームと共に協
力しあいながら進めることができました。

選手たちは積極的に国際手話などでコミュニケー
ションを取り、競技運営に対して意見を言えるよう
になっていると感じました。

この長年色々と努力してきたがいがあったと感動
と嬉しさで今回の大会に参加して深い感銘を感じま
した。競技会場は、イタリアの北に位置し、本部は
サンタ・カテリーナ（アルペンスキー・スノーボー
ド）とマデージモ（カーリング）の約150㎞ほど離
れた地域での設置でした。競技会場へはそれぞれの
本部から徒歩で移動できる距離です。しかし現地で
急きょスノーボードフリースタイル競技のうち、２
種目（スロープスタイル、ビッグエアー）が車で３
時間程の離れたキエーザ・イン・ヴァルマレンコへ
変更となり移動など対応に追われました。公開練習、
TDミーティング等のスケジュールが直前で変更さ
れることが多く競技チームおよび本部も対応に苦労
したが、最後まで頑張りました。

選手たちは日本代表としての誇りを持ち、日々の

練習の成果を国際的な晴れ舞台で発揮しましたが、
結果としてメダルの獲得は果たせませんでした。こ
のことについて、選手一同で「次の大会では雪辱
を！」と語りあいました。

最後に日本選手団をご支援くださった宮内庁をは
じめ、文部科学省、スポーツ庁、厚生労働省、国会
議員によるデフリンピック支援ワーキングチーム、
日本障がい者スポーツ協会、手話関係団体、全国の
ろうあ連盟加盟団体やホームページに応援メッセー
ジを投稿してくださった皆さまに心から感謝申しあ
げます。

総務　倉野 直紀

2017年夏季デフリンピック（於トルコ・サムスン）
に引き続き、今回も総務として参加しました。競技
会場の都合により本部を２箇所に分けた、また競技
上での負傷による選手の入院、帰国までの支援など、
今大会もさまざまな事態が起きましたが、自分のベ
ストを尽くし選手たちを支えたスタッフの皆さまに
心から感謝申し上げます。

①事前視察
まず、2019年２月、10月と２回に分けた事前視

察を行い、各競技会場や選手宿泊ホテル、輸送面、
医療関連、イタリア組織委員会、在ミラノ日本総領
事館を回り、調査を行いました。

２月の視察ではサンタカテリーナ（スキー競技、
スノーボード競技）、マデージモ（カーリング競技）、
キアベンナ（アイスホッケー競技、ICSDオフィス、
アクレ取得・聴力検査会場、閉会式）、ソンドリオ

（開会式）の会場や選手宿泊ホテルを視察しました。
それぞれの会場は１時間から２時間は離れているた
め、本部を２か所に分けることやまたウインタース
ポーツの特性上雪深い山奥地となるため、選手バス
を借り上げての輸送は難しいという課題が判明しま
した。

10月の視察では大会を２か月前に控え、組織委
員会と入念な打ち合わせ、またサンタカテリーナが
６月の豪雨による土砂崩れで、主要道路が不通に
なったため会場を変更するという情報が入ったた
め、代替地候補も併せて視察することになりました。

マデージモやキアベンナ、ソンドリオでは大会準
部が順調に進んでいましたが、サンタカテリーナは
年内には道路復旧の見込みがないと判断し、ソンド
リオ近くのキエーザ・イン・ヴァルマレンコ、リビー
ニョの２か所が代替地候補とされていました。

結局は大会までにサンタカテリーナへの道路は復
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旧していたのですが、大会中にスノーボード競技は
諸都合でキエーザに変更されたり、選手の宿泊ホテ
ルも変更等があったのですが、２回に分けて入念な
視察を行い情報収集をしていたことで、臨機応変に
対応ができたと感じています。

②本部体制のあり方
日本から出場するのは、アルペンスキー、スノー

ボード、カーリングの３競技ですが、スキー競技と
スノーボード競技はサンタカテリーナ、カーリング
競技はマデージモと分かれることになり、サンタカ
テリーナとマデージモは車で片道３時間はかかる距
離です。

本部を１か所に置いたほうが毎日の本部スタッフ
の意思疎通また配置調整を行いやすいのですが、サ
ンタカテリーナまたはマデージモのいずれかに置く
となると、本部から現地への移動が選手たちや本部
スタッフにとって大きな負担となるのではないかと
いうことが大きな検討事項となりました。

③事前準備及び説明
派遣にあたり、スポーツ庁及びJPCと十分に協議

を重ね、日本選手団編成を行いました。そして、
11月には競技団体の責任者を招集し、オリエンテー
ションを行い、視察報告、現地状況、エントリー手
続き、選手団本部、危機管理体制の説明を行いました。

④日本選手団壮行会
11月22日、東京都千代田区の都市センターホテ

ルにて日本選手団壮行会を開催しました。壮行会は
フリーアナウンサーのトーマス・サリーさんの司会
にて進み、スポーツ庁の藤江陽子審議官、（公財）
日本障がい者スポーツ協会の山田登志夫常務理事、
障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟デ
フリンピック支援ワーキングチームの役員の皆さま
にご挨拶をいただきました。

また、髙梨沙羅選手をはじめとするアスリートた
ちに「ドリームサポーター」にご就任いただき、応
援メッセージでは、在ミラノ日本国総領事館総領事
や柔道全日本監督の井上康生さん、國學院大學の手
話学受講者の皆さまなど、多方面に渡り、心強い励
ましをいただきました。

また、大会期間中も応援メッセージを受け付けた
ことにより、国民の皆様からも多数のメッセージが
寄せられ、選手たちにとって大いに励みになったこ
とも特筆すべき点といえます。

⑤結団式
今大会は日本選手団の出発が第一陣、第二陣と分

かれたことや、本部も二手に分かれることになった
ため、結団式を行うことはかないませんでした。

しかし、日本選手団第一陣がミラノに到着した翌
日、ホテルに在ミラノ日本国総領事館の雨宮雄治総
領事においでいただき、手話言語も交えて「頑張っ
てください。応援しています！」と日本選手団に対
して心強い激励の挨拶をいただきました。また、日
本選手団派遣主体である全日本ろうあ連盟の久松事
務局長からもご挨拶をいただき、選手団一同が決意
を新たにした場となりました。

⑥日本選手団本部の設置及び宿泊地
上記でも述べたように、サンタカテリーナ（スキー

競技、スノーボード競技）とマデージモ（カーリン
グ競技）は車で片道３時間はかかる距離であるため、
十分に検討した結果、本部をサンタカテリーナとマ
デージモの２か所に分けたほうが選手たちに負担は
かからない、例え本部に大きな負担がかかったとし
ても、選手がベストパフォーマンスを出せるように
サポートしていくという選手ファーストの視点で進
めました。

そして、サンタカテリーナ本部は団長、マデージ
モ本部は総務を原則として常駐させることにし、本
部スタッフもそれぞれ総務スタッフやメディカル、
手話通訳等も分けることになりました。

宿泊地は組織委員会が指定するホテルでしたが、
事前に必要な宿泊の部屋数、会議室、本部室、メディ
カル室を要望していたのに関わらず、現地に着いて
みるといずれも部屋が不足していることが判明しま
した。

そのため、サンタカテリーナでは本部はホテルの
ロビーの一角、マデージモでは総務スタッフの部屋
を本部に割り当てることになりました。

サンタカテリーナでは、本部はロビーにあったた
め、競技団体の役員や選手が訪れる等、コミュニ
ケーションは図れたのですが、マデージモでは本部
が総務の部屋であったため、気軽に訪れにくい環境
であったかもしれません。また、サンタカテリーナ
では１つのホテルを日本選手団用にと割り当てられ
たのですが、マデージモでは２つのホテルが割り当
てられることになりました。

割り当てられた部屋数を勘案し、総務スタッフと
カーリングチームとそれぞれホテルを分けることに
なりましたが、情報共有や危機管理、選手団の結束
の面を重視し、カーリングチームのホテルには総務
スタッフを１名配置しました。

なお、各本部にもホワイトボードや模造紙を活用
して各競技の成績結果や速報等を本部の壁に張り出
し、モチベーションが高められるよう取り組みまし
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た。
サンタカテリーナ本部、マデージモ本部いずれと

もミーティングを毎日実施しましたが、そのミーテ
イング結果やトラブル時に双方が協議したくとも、
山岳地方であったために電波が悪く、ビデオ電話も
なかなかつながらない、また映像がかなり悪く、双
方のコミュニケーションがなかなか思うように行か
なかったのが今思うと残念です。

⑦さまざまなトラブル
大会中にスノーボード競技がサンタカテリーナか

らキエーザに変更されたことは上記でも述べました
が、それに伴い選手たちやスタッフをキエーザへ移
動させる必要がありました。

しかし、組織委員会からなかなか日程や代替ホテ
ル（キエーザ）の説明がなく、サンタカテリーナ本
部はやきもきする日々でした。ようやく詳細がわ
かったあとでも、サンタカテリーナはスキー競技が
まだ続いていたため、スノーボードチームをキエー
ザに移動させることはできても、本部スタッフも一
部キエーザへ分けなければならないのかということ
に頭を悩ませたのです。結論としては、本部の車両
を調整し、毎日サンタカテリーナからキエーザへメ
ディカルスタッフや広報スタッフが通うことになり
ました。

選手たちの体調については発熱及び胃腸の不具合
等は特になかったのですが、スノーボードチームで
は競技中の事故により、選手１名が現地から病院へ
緊急ヘリ搬送、メディカルスタッフは救急車に同乗
し、病院へ駆けつけるという事態が起きました。

診断の結果、第二腰椎破壊骨折ということがわか
り、緊急手術は成功し、また奇跡的に神経は傷つい
ていなかったため、下半身麻痺になる事態は避けら
れました。

なお、選手の手術・入院は日本選手団第１陣帰国
日とほぼ重なっており、また第二陣の日本選手団帰
国日も近づく中で、言語も文化も違う、コミュニケー
ションもできないイタリアに１人残すことはできな
いと、全日本ろうあ連盟本部事務所とも急遽協議し
ました。

その結果、選手の身の回りの世話は同じ女性の方
が望ましいし、本人も希望したため、まずは本部ス
タッフである連盟職員１名が当面は支援のために残
り、そして連盟本部事務所から聞こえる職員（通訳
も兼務）、聞こえない職員の２名がすぐに交代に向
かいました。

選手は数日後、自力で体を起こしたり、介助付き
で歩行してみるなどリハビリを始め、日本へ帰国の
長時間のフライトに看護師付きなら耐えられると判

断された12月31日に退院、帰国。そして１月１日
に成田空港から自宅まで救急車で搬送し、地元の病
院につなぐことができました。

全日本ろうあ連盟が、日本選手団を責任を持って
派遣し帰国させるという責務を果たすことができた
と大いに安堵しています。

⑧まとめ
2018年12月に突如、イタリアでの開催が決まり、

2019年12月に大会開催という準備期間がわずか１
年という苦しい状況でしたが、前大会以上にさまざ
まな方面からのご支援の輪が広がり、無事派遣を終
えることができました。

残念ながらメダル獲得という結果を残すことはで
きませんでしたが、若い選手たちが入賞をしたこと
もあり、次回の大会に期待をつなぎたいと思います。

2023年に行われる次回冬季デフリンピック競技
大会や第24回夏季デフリンピック競技大会に向け、
今回の経験をさらに活かして参る所存です。

最後にデフリンピック日本選手団を応援していた
だいた国民の皆さま、多方面の方々に厚く感謝申し
上げます。

総務　中西 潤

１．自己の役割とその評価
今大会において、自己の役割においては以下の通

りでした。
準備段階
　（１）日本選手団のWebサイト立ち上げ
　（２）SNSツールを活用した情報発信
　（３）大会組織委員会を介した情報収集
　（４）日本選手団の編成・発表
　（５）選手団派遣に係る書類手続き
　（６）ユニフォーム配布対応
　（７）壮行会・オリエンテーションの準備・実施
　（８）必要備品・設備の制作・発注対応
本番段階
　（１）現地で大会組織委員会からの情報収集
　（２）日本代表選手団本部の運営管理
　（３）事故・怪我人発生時の対応
　（４）SNSを介した大会結果などの情報発信
　（５）日本選手団の移動サポート
準備段階でまず、日本選手団Webサイト立ち上げ

については現地と日本で時差が８時間ほどでタイム
リーな情報発信が厳しくなることを考慮し、総務と
事務局内でサイト更新対応ができる体制を構築しま
した。このことにより、総務と事務局内の業務量は
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増えてしまいましたが、前回と比較してタイムリー
な情報発信ができたと自負しています。また、動画
を活用して手話言語と字幕による情報発信の数を増
やし、聴覚障害者にとって情報が得られやすいよう
に工夫しました。

日本選手団の公表について、大会組織委員会から
の情報が少なく判断材料が乏しかったこともあり、
公表日が10月上旬にずれ込んでしまいました。こ
のことで競技団体や選手たちにとってもスポンサー
獲得対応が非常に厳しくなってしまったことは大変
申し訳なく思っています。遠征選手・スタッフの決
定については大会組織委員会からの情報によるもの
が大きい部分もありますが、何らかの方法で早い段
階での公表ができるように工面していくなど改善の
余地はあるように感じました。

大会組織委員会との連絡手段がE-mailが大半を占
めていましたが、組織委員会からのレスポンスが芳
しくなく、大会に係る情報が思うように収集できま
せんでした。組織委員会側の事情で世界各国への情
報発信がスムーズではなかったのだろうと想定して
いますが、日本選手団本部としても「待ち」の姿勢
ではなく、現地に自ら乗り込んで情報収集するなど

「攻め」の姿勢も状況によっては必要であり、今後
の検討課題としたいと思います。

大会本番では、日本選手団の選手が出場する競技
の会場が２ヵ所に分かれたことで、選手団本部も同
様に（サンタカテリーナ、マデージモ）に分けて対
応しました。現地到着後は即、準備段階で得られな
かった情報収集に努め、本部の立ち上げを行いなが
ら大会期間中の本部全体の動きについて確認と競技
団体への情報提供を行いました。大会組織委員会内
でも情報統制ができておらず、交差する情報の整理
や対応に大変苦慮しましたが、２ヵ所に分かれた本
部の間でSkypeを活用したビデオチャットを行いな
がら情報交換・収集できたことで効率良く業務を進
めることができました。また、毎晩本部でのミーティ
ングを行い、記録を取りながら本部内での情報格差
が起きないようにしたことで、本部スタッフそれぞ
れの役割と行動内容が明確になり、ミーティングの
重要性を再認識させられました。しかしながら、競
技団体とミーティングする機会が少なく、その面で
は競技団体とのズレが生じた要因となってしまった
ことは反省すべきことであり、次大会では改善に繋
げていく一存でいます。

大会期間中に選手の負傷者が２名発生し、内１名
が緊急搬送される負傷を負ったことで、本部内で正
確な情報収集を行いながら適切な対応するよう努め
ましたが、急遽会場変更（ヴァルマレンコ）となっ
た場所での発生で団長・総監督・総務・事務局が滞

在していなかったこともあり、状況が見えない中で
の判断・対応は非常に困難を極めるものでありまし
た。リスクマネジメント面で予め十分に用意できて
いなかったこともあり、行き当たりばったり対応に
なってしまった感が否めないものでした。遠征する
選手・家族が安心するためにもリスクマネジメント
は十分な熟考を重ね、連絡体制についても明確にす
べきだったことが大きな反省ポイントでした。

そういったこともあり、総務・事務局にかかる負
担は非常に重いものになってしまっていました。突
発的な業務に対して適切な業務遂行を行うために
も、総務・事務局体制の見直しが急務であると考え
ます。

２．今後の課題
総務として、今後の課題として挙げられるものは

以下の通りです。
（１） 突発的な業務に適切な対応ができる体制の

構築
（２）リスクマネジメントの強化
（３）日本選手団公表の流れとタイミングの見直し
（４）情報発信業務の切り離し（広報担当で対応、等）
（５） 本部が数ヵ所に分かれた際の本部体制の見

直し
（６）本部内と競技団体間の連携に関する見直し
まず、総務として何よりも優先すべきことは、選

手・スタッフが試合や練習に専念できる環境の構築
と維持、そして本部内の各担当の役割を明確にし、
スムーズな運営の実現であります。そのことを実現
するためにも、上記に挙げた課題への取り組みが急
務であると考えています。

特に、リスクマネジメントの強化については、不
慮事態発生時に迅速かつ適切な対応の実現に最低限
必要なことであり、様々なリスクケースに対応でき
る体制構築を次大会で実現できるよう、スポーツ委
員会として取り組んでまいります。

今大会で初めて総務という重責を担わせていただ
きましたが、迅速かつ適切な対応を取るために何が
必要なのか、また、自分に何が足りていないものは
何なのかを痛感させられました。

力不足な面があり、周囲に迷惑をかけてしまった
面もありましたが、全日本ろうあ連盟加盟団体の皆
様をはじめ、競技団体の皆様、その他ご支援してく
ださった皆様のお陰で任務を全うすることができま
した。ここで厚くお礼を申し上げます。
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手話通訳　森本 行雄

第19回冬季デフリンピック競技大会で、本部に
配置された手話通訳は３人（女性2人、男性1人）
でした。

音声日本語と日本手話言語間における通訳を担当
しました。

大会に帯同する手話通訳の特殊性として、通常の
手話通訳業務に加え、所属する本部の他の業務も併
せ行うことがあります。限られたスタッフと限られ
た派遣期間の中で、選手が競技力を存分に発揮する
ための支援がミッションですので、本来の手話通訳
業務（意思疎通、情報提供）以外も行うことが求め
られます。

それは時間的にも同様で、大会運営上のスケ
ジュール変更に合わせ、手話通訳が長時間になった
り、早朝深夜に及ぶこともありました。

同時に、本部スタッフで手話通訳ができる聞こえ
るスタッフから、協力を得る場面も多々ありました。

1、手話通訳者の配置　3人がどこに配置されたか
日本選手が出場する競技の会場が２か所に分か

れ、本部も２か所となったため、手話通訳者も二手
に分かれて配置されました。

アルペンスキーとアルペンスノーボードの２競技
が開かれたサンタカテリーナ本部で２人（黒石さん
と森本）、カーリングが開催されたマデージモ本部
では１人（竹腰さん）が、それぞれ手話通訳を担当
しました。

2、 手話通訳の業務内容　どのような手話通訳を
したか

ここでは、筆者が担当したサンタカテリーナ本部
での業務について報告します。本部の業務で必要な
手話通訳が主たる業務でした。本部に帯同していま
したので、さまざまな場面での手話通訳（意思疎通
の支援）がありました。それは本部のスケジュール
として、あらかじめ予定されていた業務遂行のため
のものがある一方で、突発的な手話通訳も多数あり
ました。

以下に、本部の業務での手話通訳の主なものを列
挙します。
（1） 毎日の定例ミーティングでの手話通訳。聴

覚障害スタッフと、手話がわからない聞こ
えるスタッフとの間での手話通訳でした。

（2） 本部の業務内容（広報、メディカル、移動など）
での手話通訳。

　　①メディカル
　 　医師、看護師、トレーナー（メディカルス

タッフ、全員が聞こえる人）による、選手、コー
チ等の健康状態の確認時の手話通訳を行いまし
た。また、メディカルルームが選手、本部スタッ
フが宿泊するホテル内に設置されました。そこ
での選手等に対する治療や施術時、競技会場で
の体調確認と治療対応時での、手話通訳を行い
ました。

　②広報
　 　開催期間中にSNS等で発信された広報活動

の取材、収録時の手話通訳を行いました。また、
収録された映像の手話言語を日本語に翻訳し、
日本語字幕データの作成を行いました。

　③輸送
　 　本部内の輸送担当者（旅行会社職員の聞こえ

る人）との連絡、本部専用車両の運行とその配
置の調整時の手話通訳をしました。

（3）本部担当者が選手対応する際の手話通訳
① 負傷した選手の治療、入院時のメディカルス

タッフとの間で手話通訳がありました。
② 同じく負傷入院に関して、選手チームスタッフ

との移動や滞在に関する調整時の手話通訳を行
いました。

（4）その他
日本と大会開催地との間の移動中、あるいは宿泊

先での手話通訳もありました。主に交通機関、宿泊
先での手続き、コミュニケーションなどでした。

3、 手話通訳の業務量　手話通訳の業務量は適切
だったか

わたしが配置されたサンタカテリーナ本部の手話
通訳者は、前述のように２人。男女でしたので、選
手やスタッフの性別に合わせての対応ができまし
た。また、業務量は大会派遣で本部設置の手話通訳
という特殊性もあり、大会スケジュールに合わせて、
ほぼ毎日変則的なものでした。

それは過去の大会帯同の経験から、多少は覚悟の
上で参加しました。その上で考えると、今回は選手
の負傷、病院受診が複数あり、１件は入院となりま
した。そこでの手話通訳対応がやはり問題でした。

幸い今回は、輸送担当スタッフに手話通訳士の方
がいたので、急きょ手話通訳に入ってもらえること
ができて、大変助かりました。

それは、競技に出場している選手をバックアップ
する際も同様で、３人での手話通訳体制を組むこと
ができたのが幸いでした。

4、 問題点の整理　今回の情報保障を担当して気
づいた問題点、反省点

わたし自身はデフリンピックへの手話通訳での帯
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同は初めてでした。唯一経験していたのは、アジア
太平洋ろう者競技大会での帯同です。夏季大会でし
たので、選手団の規模も大きく、移動の難易性も低
かったのですが、３人で予定していた手話通訳者が
直前の体調不良で、１人が欠けて２人で乗り切りま
した。

今回は、前述のような事情もあり、一部不安が生
じましたが、本部スタッフが相互協力することで大
きな混乱はなく終えられました。また、本部が二か
所に分かれ、責任者が行き来することもある中でも、
本部の指示体制がはっきりとしていて、協力し合え
る一体感があったことが、安心して手話通訳の業務
を進められた要因だと思います。

手話通訳者の３人体制を組むことができない事情
は、よくわかっているつもりです。でも、手話通訳
の専門性を考えると、他業務からの協力が得にくい
ことも確かです。

その中で今回は特に、メディカルスタッフとの連
携での手話通訳の際に、負傷した選手が女性でした
ので、女性の手話通訳者２人で手話通訳することで、
選手もスタッフも安心して治療に臨むことができ、
時には現地の病院内での長時間に及ぶ手話通訳もあ
り、何より当該選手の心理面でもとても効果的だっ
たと考えます。

何より、デフリンピックのテーマでもあるろう者
主体の運営が、日本選手団本部でも十分生かされて
いたことを、大変評価しています。

5、 今後への提言　今後の同様の大会に向けての
情報保障のあり方について

今後は、今回のように本部業務に手話通訳士有資
格者をさらに複数配置することで、担当者間での協
力体制を明確にしながら、大会に臨むことができる
ことを望みます。

同時に、メディカルスタッフに聴覚障害の有資格
者を配置することも、意思疎通での選手の負担を軽
減することにつながると考えます。

6、その他の業務
手話通訳業務が主での派遣でしたが、カメラを持

参していたこともあり、広報担当者からの依頼で選
手撮影の協力もしました。他には、競技に臨む選手
の緊張をほぐし、選手団の雰囲気づくりのために、
掲示やカードゲームで和ませる工夫をしました。こ
れは業務というよりは、年長者の責務に近いものと
考えて行いました。

手話通訳　黒石 恵理子

１．自己の役割とその評価
【業務内容】
ア）ローテーション

本部手話通訳者として３人が帯同したが、本部を
２ヶ所に設営したため、ローテーションは組めませ
んでした。配属されたサンタカテリーナ本部（以下
SC本部）は２人体制。外勤と本部待機に分かれ、
状況を見ながら調整し対応。前日のミーティングで
本部全体の動きを確認し、当日の急な事態にも迅速
な対応が取れるよう備えました。
イ）SC本部での通訳

基本的に午前・午後に分け、担当。本部待機の際
は緊急時に即対応できるように、また適宜休憩も取
れるよう努めました。SC本部ミーティングは必ず
２人で対応。各担当同様、本部通訳としての報告も
行いました。
ウ）動画の日本語翻訳等

開催地の情報、選手宿舎の様子、選手のインタ
ビュー等の動画撮影時の通訳、ならびに翻訳（確認
含む）を待機の時間を利用して行いました。
エ）メディカル通訳

メディカルチームが競技場や宿泊ホテル内メディ
カルルームにおいて、選手・スタッフに対して体調
不良、怪我の治療、経過観察等で訪れた際の手話通
訳。大会帯同経験のあるスタッフも多く、メディカ
ル利用時は必ず通訳体制が整っていました。緊急搬
送、入院時の通訳も担うことがありました。日頃よ
りメディカルチームとのコミュニケーションが密に
取れており、連携が円滑に機能。結果、こうした不
測の事態にもチームとして対応が適いました。
オ）チームワークについて

立地上、３人で顔を合わせて話をする時間がとれ
ず、打ち合わせや報告等、お互いの状況を把握でき
ませんでした。また、本部手話通訳の他、輸送担当
の手話通訳をはじめ、手話通訳できる方が複数名お
り、業務内容の線引き（役割分担）が曖昧となり、
初めはどのように対応をしてよいのか戸惑いまし
た。事前にお互いの業務内容の把握、棲み分けをき
ちんと確認しておくべきだったと反省しています。
しかしながら、本部手話通訳以外に手話通訳ができ
るスタッフがいるということは、とても大きな存在
でもありました。

２．今後の課題
①拘束時間と休養

夏季大会とは異なり、競技開始時刻、終了時刻が
早い（SC会場での実施競技）。早朝及び夜遅くまで
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のメディカル対応もなく、拘束時間は比較的長く感
じませんでした。また、本部待機の際は適宜休息を
取るよう努め、自室に戻る時間も取れていました。
そのため肉体的にも精神的にも負担が重すぎる程で
はなく、SC本部手話通訳体制として２名の配置は
妥当だったと感じています。
②事前の打ち合わせ

手話通訳者だけでの事前打ち合わせの時間を持つ
ことができず、現地でも時間を取れないまま業務に
当たることとなってしまい、振り返りの時間も持て
ずに終わりました。本部においての手話通訳者の役
割に関して確認する作業は、渡航前の準備として是
非行いたいと感じています。
③国際手話の能力

開会式、閉会式等では、現地手話と国際手話の通
訳が行われており、他国選手団においては自国の通
訳者が国際手話→自国手話を通訳する国もありまし
た。日本選手団は事前に確認をしておらず途中から
の対応となりました。今後どのように、またどこま
での情報保障を担うのか課題となります。式典以外
でも、競技場、町のいたるところで国際手話が行き
交っており、多少なりとも出来た方が良いと感じま
した。
④手話通訳と他業務との優先順位・バランス

本部スタッフ各々の担当は漠然とした認識がある
とはいえ、他の業務内容について、明確な把握がお
互いに十分できていませんでした。そのため、役割
の範疇（職域）について不透明な部分があり、職務
の優先順位やバランスが難しいと感じました。渡航
前に、本部スタッフ全体で共通理解が図れる機会を
設けられたら、よりスムーズな運営につながるので
はないかと思います。
⑤現地での情報共有

SNSの普及により、瞬時に情報発信・受信がで
きるようになりました。情報共有が容易にできるの
は喜ばしい反面、多くの情報に溢れ正確な情報が見
えなくなり、混乱を生じかねない。統制するなど過
多を避け、運用方法について、今後検討していただ
きたいと思います。
⑥その他

デフスポーツに関わる手話通訳者として、スポー
ツに関する最低限の知識を持つ必要があります。デ
フスポーツに関わること、またメディカルチームに
ついても事前学習すべきだと感じました。

今回、競技中の事故により、緊急搬送→入院があ
りました。海外という異国の地で、選手の不安はい
かばかりであっただろうか。聞こえないことに加え、
知らない言語が飛び交う病院。選手のために手話通
訳として何ができるのか？医師の説明を毅然とした

態度で伝え、聞こえない選手の不安を取り除き寄り
添うだけでなく、医師をはじめ聞こえる側へのサ
ポートも重要であり、双方へのアプローチ、配慮が
大切となります。最善策は何なのか？自問自答の毎
日の中、近くで力強くリードしてくださるドクター
をはじめ、SC本部やチームのおかげで、今できる
ベストを尽くすことに集中し対応できました。決し
て起きてはならない事故ではありますが、現場での
数日間は忘れられない大きな経験となりました。
⑦最後に

トルコで開催されたデフリンピックに続き２回目
の帯同となった今大会は夏季と冬季の違いに圧倒さ
れるとともに、どちらの大会も現地入りしなくては
わかり得ない様々な状況、慣れない環境下で、柔軟
に対応していく現場力、判断力が求められました。
手話通訳として待機という役割の重要性、手話通訳
の周知、ひいては大会終了後の制度利用につなげる
ことも大きな役割であると前大会で学び、今回も常
に念頭に置き取り組みました。そのような中で、今
まで体験したことのない、し得ない数多くの貴重な
経験を積み、幾度となく感動の瞬間に立ち会う機会
に恵まれました。選手の頑張りはもちろん、支える
多くのスタッフ、関係の方々など日本からの大きな
サポートを肌で感じ、間近で見ました。

日本選手団の一員として帯同し、このような機会
をいただけたことに心から感謝申し上げたいです。
この経験全てを大切な学びとし、今後につなげられ
るよう研鑽していきたいと感じています。デフリン
ピック、デフスポーツの認知向上と更なる発展を切
に願い、今後もその一助となれるよう努めていきた
いと思います。

手話通訳　竹腰 由香里

１．自己の役割とその評価
（対応業務）

カーリングチームとドクターとのやりとりや、輸
送担当からの連絡事項での手話通訳。また、19日
はキエーザ・イン・ヴァルマレンコの会場へドクター
に同行。

（反省・振り返り）
チームに英語も手話通訳もができる方がいて、英

語で情報を得た段階でチームに情報共有をしていた
ので、最初は輸送担当の方が確認後の説明をチーム
にされる際、手話通訳を改めてやって良いものかど
うか戸惑ってしまいました。

しかし、その場で悩んでいても始まったばかりの
段階だったので、マデージモ本部の総務スタッフに
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すぐに相談。その後自分の中では少しずつ気持ちの
整理ができたと思います。

実際に業務を遂行するとなった時に、立ち止まっ
てしまうことが時々ありましたので確認できる環境
下にあったことは非常に恵まれていたと思います。
今後もデフリンピックやデフスポーツ大会に同行で
きる機会があるのであれば、自分の役割を全うでき
るメンタルをもって臨みたいと感じました。

２．今後の課題
・ （初の手話通訳同行が居る場合）手話通訳の主な

動きの説明があると安心できたかもしれません。
→ 実際に現地で相談して安心した所もあるため。

ただ、たまたま私はすぐ聞くタイプの人間で、
しかもスタッフも元々知っている方だったの
で、聞きやすかったという環境もあったかと思
います。

・ 担当（役割）の明確化。判断者の明確化。情報共
有方法の明確化の必要性について。
　 今回は本部が分かれていたのでLINEで情報の

共有をおこなったが、本部判断で流すもの、ス
タッフ判断で流すものがと統一されていないよ
うに感じました。情報共有に関してはシビアに
判断が要る場合もあるため、明確にしておいた
ほうが良いのかも知れない。

…感想・お礼…
全体を通じて、個人的には大変貴重な機会に恵ま

れたと思っています。手話を続けていてこのような
かたちでデフリンピックと関われるとは思ってもい
ませんでした。

仕事柄、取引先の方にデフリンピックで帯同する
ための休暇をお知らせしたところ応援の言葉もたく
さんいただいて、手話のこと、デフリンピックのこ
とを知っていただく機会にもなりました。

本当にありがとうございました。

広報　狩野 功

主な業務内容
・写真撮影
・日本選手団チームの試合スケジュールチェック
・各競技会場の撮影ポイントチェック
・写真データ整理
・写真データのクレジット表記対応
・写真データを総務本部へ提出
・集合写真のセッティング
・取材インタビュー、取材セッティング

・総務本部のサポート

主に使用した機材・備品
・Canon EOS-1D X Mark II
・Canon EOS 5DmarkⅢ
・Canon EOS 7DmarkⅡ
・EF600mm
・EF300mm
・EF70-200mm
・EF24-70mm
・EF12-24mm
・一脚
・ノートPC
・HDD（1TB本部手配）
・Wifiルーター（本部手配）
・スキーセット
・アイゼン（雪山用12本爪）

主な記録活動
11日　各競技会場下見（サンタカテリーナ）
12日　開会式（ソンドリオ）
13日　 アルペンスノーボードGSL/アルペンス

キー DH（サンタカテリーナ）
14日　 アルペンスノーポートSL/アルペンスキー

CB（間に合わず）（サンタカテリーナ）
15日　 アルペンスキー SG（サンタカテリーナ）
16日　 フリースタイルスノーボードSX（サンタ

カテリーナ）
17日　アルペンスキー GSL（サンタカテリーナ）
18日　アルペンスキー SL（サンタカテリーナ）
19日　 フリースタイルスノーボードBA（バルマ

レンゴ）
毎日、ホテル内でインタビュー対応

【反省・今後の課題】
先ずはイタリアと日本の季節タイミングがずれて

いることから、雪山ロケーションでのフォーカスモ
チベーションに多少の不安があったもの、イタリア
入り直前にW杯ラグビー日本大会撮影派遣のおかげ
でフォーカスレスポンス等、キープ出来たことが大
きかったです。

雪山というロケーションでの撮影ノウハウはある
程度把握は出来ていたので撮影自体に関して問題は
無かったのですが、各競技会場の標高差によるス
ケールから視界不良による影響でフォーカスポイン
トセレクトに悪戦苦闘しました。

そんな中、視界不良による不規則な事態に備えて
超望遠レンズから標準レンズまでそれぞれの種類あ
るレンズを最初から用意持参したことが１番大き
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かったです。
一方、悔やまれたことは特にフリースタイルス

ノーボードSX競技で視界不良が１番酷く、望遠レ
ンズは使えず、標準レンズで至近距離からアタック
したのですが、至近距離に限界があったうえに日本
選手のゼッケン番号、ウェアカラーも全然見えず、
滑降順情報も把握出来ないままのフォーカスとなっ
てしまったこと。そんな事態に備えて天候の回復を
待つだけではなく、迷わず、一刻も早いフォーカス
ポイント変更に踏み切る決断が必要でした。

最後に本部スタッフの手厚いサポートをはじめ、
各競技監督からの迅速な連絡対応、リアルタイムな
情報交換が全体的に「ベストなフォーカス」として
功を奏したと思います。

僕１人ではできなかったこと、チームをつくって
成し遂げた、その達成感、充実感を得られたことが
すごく自分の財産になりました。
「ONE　TEAM」
今回のイタリア大会を通して「デフリンピックの

認知度を高める」という終着点に変わりはないので
すが、このフォーカスをはじめ、現地での広報活動
だけではなく、ビジュアルメディアとして色んな展
開へとアクションを起こすべきではないか!?と思い
ました。

広報　加瀬 大介

１．自己の役割とその評価
今大会にて、日本選手団の一員として広報（カメ

ラ撮影）を担当させていただきました。大会期間中、
かなり緊張していましたが皆さまにサポートいただ
いたお陰で役目を果たす事が出来ました。ありがと
うございました。

【期間中の動き】
12/11　 初戦ポーランド戦から12/17 アメリカ戦

迄の９試合を撮影＠マデージモ
12/17　 マデージモからサンタカテリーナに移動
12/18　 スロープスタイル撮影＠キエーザ・イン・

ヴァルマレンコ
12/19　 ビッグエアー撮影＠キエーザ・イン・ヴァ

ルマレンコ
【使用機材・周辺機器】
・SONY FDR-AX55（ムービーカメラ）
・SONY α7Ⅱ
・SONY α6000
・SONY SEL18200（一眼レフ用レンズ）
・SONY SAL85F14Z（一眼レフ用レンズ）

・MINOLTA AF200（一眼レフ用レンズ）
・三脚
・Photoshop（画像処理ソフト）
・WiFiルーター（本部手配）
・ノートPC（本部手配）
・モバイルバッテリー（本部手配）
・HDD 1TB（本部手配）

第16回冬季デフリンピック競技大会ハーフパイ
プチームの強化合宿やウィンタースポーツに関わっ
た経験を活かして今大会に関わりたいと思いエント
リーさせていただきました。私はマデージモでカー
リングの撮影を担当し、後半にスノーボードフリー
スタイル競技を撮影しました。初めてのカーリング
の撮影に戸惑いもありましたが、写真を見た方々に
試合中の雰囲気や選手の表情がより多く伝えられる
よう、試合毎に撮影するタイミングやアングルを変
えるなど工夫し撮影を行いました。反省点は、期間
中にもっと選手・監督・トレーナーとコミュニケー
ションを積極的に取った方が良かったかなと思いま
す。コミュニケーションを取る事で私と選手との距
離が近くなります。更にプレイヤー視点の情報を得
て撮影に入る事が出来る為、もっと写真を通して
カーリングの楽しさや臨場感を伝える事が出来たの
ではと思いました。

後半、18日・19日はスノーボードフリースタイ
ル競技を撮影しました。

18日のスロープスタイル・19日のビッグエアー
の競技会場は両日ともに天候が荒れる事はなく視界
は良好でした。スロープスタイルについては、レー
ル・ボックス・キッカーでの選手の動きを事前にイ
メージ出来た事もあり、コースを見て撮影場所を短
時間で決めて撮影準備に入る事が出来ました。翌日
のビッグエアーでは狩野さんと２人で撮影をしまし
た。私はスタート付近で選手・コーチ・トレーナー
の表情やコミュニケーションを取っている様子を撮
影しました。反省点は、もっと被写体に寄れる望遠
レンズを使用して撮影する事でフリースタイルス
ノーボードの迫力を写真に盛り込めたかなと思いま
す。また競技会場到着時にインスペクションが始
まっていたので、送迎側の事情もあると思いますが
もう少し早く会場入り出来た方が良かったかなと思
います。

２．今後の課題
「デフリンピックの認知度を上げる」と言う目的

から見て私なりに感じた点は、関係者の方々が様々
な活動をされていると思いますが、より多くの人に
知ってもらうにはシーズン問わず選手個人ではなく

05_報告本部9.5.indd   2005_報告本部9.5.indd   20 2020/05/12   11:09:532020/05/12   11:09:53



- 20 - - 21 -

各競技チームで計画的に関連したイベントに参加
し、WEBやSNS等を使用しつつ出場した大会の報
告やオフシーズンに行っているトレーニングの様子
などをコンスタントに発信する事が大切だと思いま
す。

最後にデフスポーツ・ウインタースポーツが更に
発展する事を願いつつ、このような素晴らしい機会
を与えていただき、皆さまのサポートを得ながら貴
重な経験をさせていただきました事を改めてお礼申
し上げます。ありがとうございました。

総務付事務局　梅澤 仁士

１．自己の役割とその評価
【事前準備】

大会の開催国・都市（地方）が決定したのが開催
の約１年前であり、また、結果的に中止にはなりま
したが、第９回アジア太平洋ろう者競技大会（香港）
の準備も並行して行うという体制で準備を進めまし
た。2019年２月の現地視察には業務の都合もあり
参加せず、現地に行った役員からの情報を得ました
が、自分自身が実際に見ていないため、競技会場や
街の様子、距離感が得られないまま準備を進めるこ
とになりました。

その後、2019年３月に策定・公表した今大会の「日
本選手団編成にかかる指針」に基づき、競技団体か
ら選手・スタッフを、また医科学委員会や各関係団
体からスタッフを推薦いただき、日本選手団を編成、
2019年９月のデフリンピック派遣委員会で決定し
ました。

事前準備の段階での、主な準備内容は下記の通り
です。

①　 日本選手団の調書（会員資格・メディカル
チェック等）の取りまとめ、確認

②　 現地組織委員会及びICSDに対するエント
リー等の連絡

③　ユニフォームのサイズ確認・発注
④　 秋篠宮皇嗣両殿下へのご接見・壮行会・オリ

エンテーションの対応
⑤　旅行会社との連携
⑥　 情報発信（日本選手団特設Webページ作成）

の準備　等
自分自身、海外渡航経験も少なく、また事務局と

して国際総合大会も初めての経験であったため、事
務局同士で確認しながら行いましたが、業務量が多
く、今度どのように効率化を行うかが課題と感じま
した。　

また、2019年10月には現地視察に同行しました。

組織委員会がほぼ全ての日程で同行したため、情報
が得やすいというメリットがあったものの、出され
る情報は不確定なものが多く、組織委員会の体制に
不安を感じるところがありました。しかし、実際に
現地を見ることにより、距離感や雰囲気などをつか
むこともできたため、事務局スタッフの現地視察同
行というのは大きな意味があったと感じています。

今回、壮行会は大がかりなものではなく、身内を
中心としたものとなりましたが、選手団の人数自体
が多くないため、規模としては問題がなかったよう
に感じます。ただし、夏季と比べてどうしても規模
が小さくなってしまう冬季の競技において、どのよ
うにスポットを当てていくかは課題が残りました。

また、大会直前になると、組織委員会からの連絡
が来なくなり、宿泊するホテル名も分からない状態
の中で現地入りせざるを得なくなり、現地でのアク
レディテーションの取得においても本来のルールと
は違った対応となり、現地での交渉が必要となりま
した。

【日本選手団の体制】
今大会では現地競技会場の都合により、本部が

２ヶ所に分かれることになり、総務付の役割を担う
事務局も２つに分かれることとなりました。結果か
らしてみると、スキー・スノーボードでの受傷のこ
ともあり、選手に対しての本部スタッフは決して満
足のいく人数ではなかったですが、派遣できる人数
に限りがあるなか、どこに重点を置くか、総務の役
割が多すぎるので、役員も含めてどのような役割分
担にするのかは検討が必要だと感じました。日本選
手団の公表が遅れてしまったことにより、PRの時
間が取れなかったこと等、競技団体には迷惑をかけ
てしまったことは、今後の選手団体制の作り方の反
省材料の１つです。自分はカーリングチームととも
にマデージモに入ることとなり、総務２名、手話通
訳１名、メディカルスタッフ１名、広報１名、輸送
１名という体制で現地入りしました。

【現地での行動】
主なものは下記の通りです。
①　カーリングチームとの連絡係・情報提供
②　総務付として各種取りまとめ作業
③　組織委員会からの情報収集
④　試合結果等、日本への情報発信
競技会場がある街がコンパクトであったため、宿

泊ホテル・競技会場・組織委員会オフィスが全て徒
歩圏内だったことは非常に恵まれた環境でした。そ
の一方、本部スタッフとチームの宿舎が分かれてし
まったこともあり、チームと本部スタッフのコミュ
ニケーションがなかなか取れなかったのは課題が残
ります。また、組織委員会オフィスにかなりこまめ
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に足を運ぶことは今回の大会で重要でした。「日本
が情報をほしがっている」という能動的な態度を見
せることにより、顔も覚えてもらえ、結果的に多く
の情報を得ることができたように思います。ただし、
カーリングの場合はTD（技術委員）から各国への
情報は配信が比較的あったほうであり、そういう意
味では大きな混乱は見られませんでした。

現地での情報はLINEを中心に行いました。別に
なったとはいえホテルの場所は近かったため、（本
部スタッフとチームの）顔を合わせてのミーティン
グを行った方が良かったのではないかと感じる部分
もありましたが、チームとの連絡はしっかり取るよ
う心がけました。また、本部内の情報共有も朝と晩
はミーティングを行い、また何かあればすぐに連絡
ができる体制を整えるよう心がけました。人数が少
なかったので、役割を超えて協力ができたことは良
かったように思います。柔軟な体制ができることと、
本来の役割の遂行をどう調整するかは総務・総務付
事務局の大きな役割であると実感しました。

試合結果・また選手の様子等情報発信については、
事前に現地事務局でWeb更新ができるような体制
がとれたこともあり、広報担当者の協力もあり、か
なりリアルタイムに近い更新となりました。結果速
報と写真を分けてアップする等、工夫を行い、また
動画によるデフならではの戦術などができるだけわ
かるようにしました。ただし、カーリングそのもの
のルールが一般には知られていないので、その辺り
の工夫はもっと必要であると感じました。

スキー・スノーボードチームの本部が受傷・競技
会場変更対応に追われていたこともあり、そちらに
ついてもできることは対応しました。ただし、情報
発信は個人の能力に頼ってしまった部分があり、毎
回このような体制ができるわけではありません。そ
の辺りどのようにシステム化していくか、また大会
期間中、現地と日本の役割をどのように分けていく
かの課題も見えていきました。

カーリングチームでは大きなケガや病気もありま
せんでしたが、競技環境は良いとは言えませんでし
た。会場は完成しておらず、かなり気温の低い環境
で競技に臨まなければならない状態でした。選手の
ケアはチーム内のトレーナーが主に行っていました
が、本部メディカルスタッフとの連携について、もっ
と上手く繋げられる方法があったように思います。

【受傷対応について】
スキー・スノーボードチームで受傷が続いたこと、

また大きな受傷があったことについて、逐一情報を
得てはいましたが、遠距離でどのような支援ができ
るかは課題が残りました（実際に自分自身ほとんど
できなかったと感じています）。結果的に医師・手

話通訳を一度ヘルプに出しましたが、判断ができる
総務役員を早く送り出す判断をすべきだったと反省
しています。また、カーリングでは命に関わる受傷
はなかなか起きないこともあり、競技ごとの危険度・
リスクの大きさに応じたスタッフの配置、医薬品の
準備が必要だと感じました。

スノーボードの選手１名が緊急手術・現地で入院
をしたということで予定日には帰国できない状態と
なり、日本から応援スタッフが来るまで私が付添で
残ることとなりました。役割は選手と現地医療関係
者とのコミュニケーションや選手本人の（手話言語
対応による）ケアでした。私が付き添った３日間は
まだ症状が重かったということもあり、実際にでき
たことは最低限だったように思います。また女性選
手のケガだったこともあり、できることが限られて
しまったため、保険会社手配の現地通訳（日本語―
イタリア語）の方には大変助けられました。逆に男
性選手がケガをした場合どのようになっていたの
か、ということも含め、今後大きな受傷が起きた際
の緊急体制・対応方法はしっかり考えていかなけれ
ばならないと実感しました。

【反省・課題・まとめ】
大きなものとしては下記の通りです。
①　本部の情報共有のあり方
 　本部内、競技団体ともそうですが、現地では限
られた人数で対応していることもあり、少しの情
報のズレなどが誤解を生むことが想定されます。
通信環境の発達によりスピーディーな情報共有が
できるようになりましたが、その反面、一人一人
が責任を持って発信することが大事であると感じ
ました。
②　情報収集のあり方
 　渡航前・渡航後も含めて組織委員会からの情報
が得られない場合の対応についてはもっと考える
べきだと感じました。現地入りしてからは情報の
なさに振り回された面があります。組織委員会と
のパイプをどう作るかは重要です。
③　 （準備段階も含む）リスクマネジメントにつ

いて
 　今回のような大きなケガを想定できていなかっ
たことが第一です。受傷に関しては各人が精一杯
の対応をして乗り超えましたが、本部メディカル
体制、緊急体制について今回はかなり綱渡りの状
態だったように思います。調書に記載する内容の
見直し、競技団体及び本人やその家族との連携、
本部スタッフ内での情報管理等、見直す必要があ
ると感じました。
④　競技団体との連携
 　今大会では競技団体は１つでしたが、競技ごと
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にチームとして分かれており、チーム同士の連携
が取れていたかどうか見えない部分がありまし
た。競技団体内のことにどこまで手を出して良い
か、悩む部分がありました。その辺りは信頼関係
を作っていくことが大事であり、そのパイプとし
て総務というのは重要な役割を持っていることを
再認識しました。
⑤　選手ファーストの考え方
 　スタッフとして（特に現地にいるときは）選手
ファーストを意識しました。選手が日頃の練習の
成果を最大限に発揮できるようにするのがスタッ
フの役割だということをいつも意識していまし
た。競技技術面では競技団体スタッフがいるの
で、その他の環境面などでできることは何か、常
に考えて行動をすることが求められます。今回、
残念ながらチームの成績が振るわなかったことも
あり、その辺りでの声がけをどうするか、本部ス
タッフとして何ができたかは反省材料です。
 最後に、自分自身としての行動を振り返って感じ
たことを記載します。
・ 総務自身の体調管理をしっかりすること（今回

は大きく体調を崩すことがありませんでした
が、プレッシャーは大きなものがあった）自分
が体調を崩してしまうと選手のサポートができ
なくなるので、日頃からの健康管理は重要。特
に食が日本とは大きく違うので、国によっては
それなりの準備が必要です。

・ （自身の）通信環境はしっかり確保すること。
今回はスマートフォンに現地でも使える海外対
応のSIMを入れました。これはかなり便利に使
うことができ、安心感にも繋がりました。

・ 英語（現地語）や国際手話の技術の習得はやは
り必要だと感じました。スマホアプリである程
度は補完できますが、やはりデフリンピックの
共通語である国際手話や、配布される文書に記
載されている英語は、少しでも良いので習得は
しておいた方が良いと実感しました。

・ 過度な気負いをし過ぎない（プレッシャーを感
じすぎない）こと。ある程度「なんとかなる」（そ
うではないこともたくさんあるのですが）とい
う気持ちで過ごさないと自分自身が精神的にコ
ントロールできなくなるので、心に余裕を持つ
ことはサポートをする側にとっても大事だと思
いました。

 　今大会は、私自身としても経験が浅い中の渡航
だったものの、日本選手団の皆さまをはじめ、競
技団体、日本の連盟職員などその他多くの皆さま
に支えられて業務を遂行することができました。
選手のサポートが十分できたかというと万全だっ

た！と言えない部分は多々あったかと思います
が、この反省点を次の大会に活かすべく、引き続
き業務に邁進いたします。ご支援・ご協力ありが
とうございました。

総務付事務局　加茂下 和子

１．自己の役割とその評価
競技チームへの事務連絡、大会派遣までにかかる

資料作成やICSDや実行委員会への情報収集、エン
トリー手続き等を行いました。また現地にも同行し、
サンタカテリーナの事務局担当をいたしました。

サンタカテリーナは、スキー、スノーボードのメ
イン会場となっており、リフト乗り場までとても近
いホテルに宿泊することができました。またホテル
は清潔で、日本人に合うバランスの取れた食事や水
を提供してくれたおかげで、風邪などの内科的症状
が少なかったのはとても良かったと思います。

ホテル側がロビーを開放してくれたためロビーに
本部を設置し、各チームがミーティングなどに活用
をし、チーム同士が交流している様子を日々確認す
ることができたのは本部としての「安心感」につな
がりました。

突発的事例としては、スノーボードフリースタイ
ルチームは会場都合によるバルマレンコにホテルの
引っ越しや、試合中の受傷など様々なことがありま
した。何かあるときはカーリングのあるマデージモ
事務局にも連絡を取り「報・連・相」を忘れないよ
う心掛けました。

２．今後の課題
本部、競技チームとも「スタッフの有り方」を見

直す時期に来ていると思います。
本部に関しては今まで本来の業務だけでなく色々

なことを協力し合って進めることが多かったのです
が、今大会は会場がサンタカテリーナ、マデージモ
の２つに分かれ、本部も半分ずつの現場配置となっ
たこともあり、特にそのような状況となりました。

ほとんどと言っていいほど実行委員会からメール
での情報展開や貼りだしなどの可視化情報がなく、
実行委員会本部に１日数回通い、英語と国際手話を
駆使して情報を得なければなりませんでした。

国際手話ができる者は限られており、必然的に通
常の仕事プラス国際手話通訳の役割も担ってしまい
負担が大きくなります。

国際手話は極めて重要なコミュニケーションツー
ルであることを目の当たりにしましたので、選手団
員はみな国際手話で日常会話ができるくらいの勉強
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は必要かと思いました。
今まではおりませんでしたが、本部内に専門の国

際手話通訳を配置することで本部スタッフそれぞれ
が本来の業務に注力できるかと思います。

また、広報に関してもカメラマンが撮影した写真
や動画を現地で編集しアップまで行っていますが、
ものすごく時間がかかります。これからは編集まで
を現地で行い、アップは日本待機事務局に任せる
等、現地と日本でできる仕事の振り分けを行えば、
現地で突発的な出来事が起こってもスムーズに対応
できる余力が生まれると思います。これは広報だけ
に限ったことではありません。

競技チームには、本部と競技チームをつなぐ事務
局的なスタッフを現地へ同行してほしいと思いま
す。監督やコーチだけですと事務的なことは分から
ないままのため、情報共有ができていないというこ
とも多いです。

また、スタッフの中には事務局的でなくても構い
ませんが、女性を入れてほしいと思います。女子選
手に何かあった際、男性スタッフでも話を聞く、治
療をするなどのケアはできますが、女性特有の身体
的サポートはやはり男性スタッフに任せるのに抵抗
がある女性選手がいると思います。

スタッフの人数が多ければ多い程良い、と言って
いるのではありません。小数精鋭で、自分に与えら
れている役割に集中して選手をサポートできる環境
を整えることが今後の重要課題になっていくと思っ
ています。

医師　清水 雅樹

2015年ロシア大会以来、２回目のデフリンピッ
ク帯同となりましたが、まずはこのようなサポート
の機会を頂けたことに心よりの感謝を申し上げま
す。メディカルチームは本部ドクターが清水（サン
タカテリーナ）、楠目信三（マデージモ）、看護師の
篠崎菜穂子、トレーナーの砂川あゆ未の計４名から
なる編成でした。

【事前準備】
選手・役員のメディカルチェックやドーピングコ

ントロール、医薬品などの準備に関しては、立石智
彦先生を中心とした全日本ろうあ連盟スポーツ委員
会医科学委員会の皆様にご尽力を頂きました。夏季
大会を含めた海外遠征経験豊富な皆様のアシストの
もと、前回大会に比較して時間的余裕を持って準備
ができました。帯同医としてはオリエンテーション
においてメディカル支援体制の説明を行うととも

に、現地気候や生活環境、フライト情報、インフル
エンザ流行情報と予防接種の推奨などを説明しまし
た。

また、本大会では本部準備薬剤を可及的に漸減し、
競技団体または個人によるOTC医薬品（市販薬剤）
の準備をお願いいたしました。これはアンチ・ドー
ピングに由来する問題に限らず、医師処方薬を医療
機関以外の場で第３者に投与する治療行為に対する
法的整合性に由来するものでもあります。今後も皆
様のご協力を頂ければ幸いでございます。　

【移動】
往路、復路とも13時間を超える長いフライトや

長時間のバス移動となりましたが、ミラノの空港に
隣接したホテルを確保して頂いたおかげもあり、移
動に伴う体調不良者は発生しませんでした。また、
大会会期中に発生した負傷者も航空会社・保険会社
のご尽力のもと、安全かつ快適な環境にて帰国する
ことができました。　

【現地生活環境】
本年は日本同様、ヨーロッパも暖冬であったため

事前の情報（最高－2℃／最低－9℃）よりもかな
り暖かく、寒冷環境による疾病の発生はありません
でした。サンタカテリーナ宿舎では食事の質・量と
もに非常に充実しており、生野菜や果物についても
リクエストに対して柔軟に対応していただけました。

【大会期間中】
アルペンスキー、スノーボードスロープスタイル

の２種目で救護搬送を要するレベルの外傷が発生し
ました。１名は競技場内救護室における現地医師お
よびメディカルチームの診察にて膝関節前十字靭帯
損傷の診断が疑われたため、対症療法のうえ予定通
りに帰国ののち治療を行う形となりましたが、もう
１名はドクターヘリにより近隣救急医療機関へ搬送
後、腰椎骨折の診断にて緊急手術を施行、選手団か
ら１週間遅れての帰国となりました。メディカル
チームや現地本部スタッフに加え、全日本ろうあ連
盟の関係各所との連携が必要となる事例でございま
したので、今後の海外遠征における危機管理マニュ
アル作成のためにも詳細につきましては別途報告致
します。

ドーピングコントロールについては、１日２～３
種目がピックアップされ、メダリスト３名が対象と
なる形で行われました。前回ロシア大会は金メダル
チーム・選手のみが対象であったことを鑑みると、
年々対象者は増加していくものと考えられます。聴
力検査についても抜き打ち検査で３名が対象となり
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ましたが、検査場所と選手滞在施設の距離が離れて
いたこともあり、選手にとっては負担が大きいもの
でした。

内科的疾患についてはインフルエンザや消化器系
の問題は無かったものの、感冒性症状が遷延してし
まったケースがありました。幸い流行すること無く
大事には至りませんでしたが、帯同医として内科的
診断加療のスキルを十分に有することの必要性を改
めて感じた大会となりました。

【大会を終えて】
今回、メディカルを統括する立場として業務に最

善を尽くす事はできましたが、事後になって感じる
反省点・改善点も多々ございましたので、この経験
をデフスポーツにおけるメディカルサポートの質の
向上に繋げるために、関係各所へのフィードバック
をしっかりと行いたいと感じております。

最後になりますが、本大会における本部役員の皆
様、競技団体選手・スタッフの皆様、そして全日本
ろうあ連盟の皆様に心からの感謝を申し上げます。
ありがとうございました。

本部医師　楠目 信三

はじめに
小生の孫は生来の聴覚障がい者です。ろう者、聴

覚障がい者の置かれている現状は決して他人事でな
く、以前より何かお手伝い出来ればと思案していた。
今回、公募を知り早速応募し、貴会のご厚意により
参加する機会に恵まれ、多くの知見と教訓を得た。
主にマデージモカーリングチームを担当。本部から
のメヂィカルスタッフは小生のみ。薬、機材等は予
め他のスタッフが準備したものを持参した。

以下与えられた項目ごとに報告する。

１．自己の役割とその評価
１）メディカルとしての選手及びスタッフの健康管理

カーリングチームとの宿泊ホテルが異なり大会を
通してのコンディショニング、メディカルチェック
が十分に出来なかった。

従って、試合前後のメディカルチェックを中心に
行った。

試合前、チームトレーナーから一部選手のコンディ
ション報告を受けた。これにより不十分ではあるが、
概ね選手の健康管理を行った。

選手団スタッフの上気道感染症が発生し、他の選
手、スタッフに２次感染の危険性を危惧する事に
なった。発症後５日にマデージモにきた時はご本人

は体調不良でふらつき、診察後即座に投薬開始した
が大会後半において咳喘息様症状を併発した。その
様なことがあると、選手たちやスタッフの不安材料
になり、士気にも影響する事になるので今後はメ
ディカルチームとして注意したい。
２）今大会を通して、多くの方にデフスポーツ及び
デフリンピックを周知し、ろう者、聴覚障がい者の
おかれている状況を理解して頂き、偏見や差別の解
消、共生社会の実現を促進する。

２.今後の課題
試合中、当該カーリング選手が氷上で転倒、右臀

部を強打？、直ぐに起立可能。脳震盪はなさそう、
明らかな骨傷もなさそう。ただ、これはあくまでも
観客席からの経過観察。受傷直後はチームトレー
ナーが対応した。会場はかなり底冷えし、３時間位
プレーするカーリングは相当過酷。主催者として責
任を持って会場には医学的判断の出来る人材を配置
すべき。チームトレーナーより、夜中に何かあると
困るのでAEDを管理したい旨申し出があった。カー
リングチームと小生の宿泊施設は異なり、AEDそ
のものは一般の方でも扱えるのでお願いした。今後、
万が一に備え、カーリングチームと帯同医は同じ宿
泊施設の方が良いと思う。隣同士とは言え何かある
と雪の為すぐに対処出来ない。このような状況下で
は選手、帯同医共にストレスになる。今回、宿泊所
には救護室は設置されず小生の宿泊室と兼用だっ
た。感染症等を想定すると別個救護室設置が望まし
い。

おわりに
将来、聴覚障がい者の孫がデフスポーツに関わっ

た際、少しでも参考になる事を考え、アスリートフ
アーストを念頭に報告書作成に務めた。なお、多々
未熟な言葉が並ぶことは、ご容赦願いたい。最後に、
貴会より、この様な貴重な機会を与えて頂き、心か
ら謝辞申し上げます。

看護師　篠崎 菜穂子

１．自己の役割とその評価
１）団体内の役割

医療チーム：看護師
２）目的

日本選手団の選手、監督、コーチ、スタッフ役員
などの健康管理、体調不良時などへの看護業務、
24時間の日常生活管理、心理的ケアなど医療チー
ムの一員として日本選手が円滑に競技できるように
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サポートする。
３）活動体制

メディカル体制としては、競技会場が離れていた
為、サンタカテリーナ：（アルペンスキー、スノーボー
ド）医師１名、看護師１名、アスレティックトレー
ナー１名、マデージモ：（カーリング）医師１名の２ヶ
所に分かれ同行しました。

また、サンタカテリーナ内でも、競技により会場
が異なるため医療チーム内で担当を決めて同行しま
した。
４）診察内容

筋肉損傷、靭帯損傷、皮下出血、腹痛、肋軟骨損
傷、打撲、感冒、湿疹、渡航前からの橈骨骨折診察
とリハビリ指導、（競技中転倒にてL2椎体破裂骨折
緊急手術）
５）主な処置

投薬、穿刺、弾力包帯固定、トレーナーによる鍼
灸、超音波治療等
６）看護業務

①　 診療の補助（診察しやすい部位の体位調整、
穿刺時の介助、穿刺前の清拭、受診者への緊
張をほぐすような声かけ等）

　　 競技中転倒した選手への競技会場医務室医師
との病状の状況を確認把握しチームドクター
に情報提供

②　 診察時の問診表記入の援助や代筆（具体的に
どんな痛みか、どんなときに強いかなどを詳
しく聞く等）

③　検温、血圧測定、酸素飽和度測定
④　与薬方法の確認、指導
　　 感冒にてうがい薬処方となったが、予定より

うがい薬が早くなくなる事例があり、使用方
法の工夫

⑤　 医師、トレーナー指示による受傷直後の患部
（膝前十字靱帯損傷）へのアイシングと観察、
患部安静、患側挙上の姿勢調整

⑥　 渡航前からの橈骨骨折者への包帯の巻きなお
しと医師からのリハビリ指導をもとに肘の伸
展運動を見守り声かけを行いました。

⑦　体調観察
　　 食事時を利用し、選手や選手団員の顔色や表

情や食事量の摂取などを観察。また、朝食集
合時を利用し、選手の睡眠状況や排便の有無
などを聞き体調不良の有無を確認し、水分摂
取を促すなどのアドバイスを行いました。

⑧　環境調査、健康管理指導
　　 メディカルルーム室温湿度を確認し、室温平

均21.4℃ 湿度平均42％であり湿度はやや低
かった。手洗い、うがいの声かけや、人の集

まる本部やメディカルルームに擦り込み式の
手指消毒用アルコールジェルの設置をした。
診察までには至らなかったが、咽頭痛などの
訴えがあった時には、うがいや飲水の促し、
自室の湿度を上げる為にタオルを干すなどの
声をかけ、必要時診察の促しを行いました。

⑨　薬剤・処置用品の管理
　　 現地到着後、日本から持参した薬剤・処置薬

品の確認と使用した薬剤数と処置用品を記録
に残し管理

⑩　その他
　　 コミュニケーションボード作成（緊急入院と

なった選手に、入院生活で困らないように、
症状や生活での日本語をイタリア語に変換し
たもの）

７）まとめ
大会途中で競技の会場変更の発表があり、変更競

技選手、監督、コーチのみホテルが移動となった。
その為競技時には、必ず医療チーム一人は同行でき
るようにマデージモ担当医師とも連絡を取り合い同
行することができた。これは、医療チームのみでは
なく、日本選手団内一丸となって選手に対してフォ
ローできたことは、スタッフの方々皆様の力である
と感謝いたします。

２．今後の課題
今回、競技中のレスキュー隊の搬送があり、情報

が錯綜したことがありました。緊急時のLINEの使
用方法の周知をすることが必要であると思いまし
た。また、インフルエンザの発症がなく安堵しまし
たが、冬季大会では、継続し大会前からの予防策の
徹底が必要と思います。本大会の選手団の一員とし
て同じ時を過ごすことができ、全日本ろうあ連盟の
皆様に感謝いたします。

アスレティックトレーナー　砂川 あゆ未

１．自己の役割とその評価
本部アスレティックトレーナーとして日本選手団

全体の医療面でのサポート、特にコンディショニン
グを担当しました。今回本部メディカルチームとし
ては医師２名、看護師１名、アスレティックトレー
ナー１名で構成されておりました。選手団全体の人
数また各チームにトレーナーが帯同されていたこと
を踏まえますと充分な人数体制であったと思います
が、今大会では競技によって開催場所が離れており
移動にも時間がかかるため本部メディカルチームを
二つに分け、離れた場所で開催されるカーリング
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チームは急性外傷が少ないであろうことが予測され
たためアスレティックトレーナーはスキー・スノ
ボーチームに同行することとなりました。離れた場
所での開催となる場合、その競技特性を考慮した上
でアスレティックトレーナーも２名体制を取ること
もご検討いただけたらと思います。

今大会でのトレーナールーム利用者は全日程で
16件でした。以下にその内容をまとめます。

急性期対応 慢性期対応
超音波 鍼灸 超音波 鍼灸

打撲 2
筋損傷 5 3

靭帯損傷 1 1 2
骨折 2
合計 7 4 3 2

今大会では基本的に各チームでテーピング類、コ
ンディショニング用品の準備をお願いし、本部メ
ディカルとしてはテーピング類やコンディショニン
グ用品は少なくしました。本部トレーナーとして提
供できる治療面での（超音波治療器、鍼灸用品）に
ついて準備をしっかり行い、各競技団体トレーナー
と連携して上手くサポートできたかと思います。

今大会では夏季デフリンピックの際と同様に各
チームトレーナーとLINEを利用することにより、
本部メディカルと円滑に選手の状態について情報共
有できたと思います。これについては今後も活用で
きる手段であると思います。ただし情報共有の内容
については個人情報の取り扱いなどの問題も含め
て、本部メディカルとしてどこまで情報共有するべ
きかの線引きについて共有を深めておく必要性を感
じました。

また今回、現地病院にて緊急手術する怪我が発生
し非常事態だったため一時的に情報が錯綜してしま
い、混乱した事態になりました。これについても本
部スタッフも含めて情報共有の仕方についてのフ
ローチャートが機能していなかったことがあったた
め、本部スタッフとメディカルでの情報共有の仕方
について精査が今後必要であると思います。

２．今後の課題
今後の課題は以下にあげさせていただきます。
・ 競技の開催場所が分散する場合は、その競技特

性を踏まえた上でアスレティックトレーナーの
人数体制、本部としてコンディショニングのサ
ポートをどのようにするべきか。

・ 各チームトレーナーと情報共有のためにLINE
を活用する。その際の個人情報の取り扱いにつ
いて今一度本部メディカルスタッフ内で取り決

めをしておく必要性がある。
・ 救急搬送など非常事態が発生した場合の情報発

信の仕方について、本部スタッフ全体での共通
認識を作る。

以上、今後サポートされる方におかれましてはご
一考くださいますようお願い申し上げます。

改めて関係者各位、大怪我が起きてしまったにも
関わらず皆様のご尽力の結果全員が帰国でき、最善
のサポートが行えたことに感謝申し上げます。

輸送　内田 美春

１．自己の役割とその評価
私はサンタカテリーナにおける日本選手団本部の

輸送スタッフとして、このデフリンピックで選手が
ストレスなく競技に専念し自らの実力を十二分に発
揮できるための環境を整えることを大切にしたいと
考えました。総務をはじめとする本部スタッフの皆
さまと協力しつつ、輸送や宿泊、医療などの手配、
調整、対応等のサポート、またその際に必要となっ
た手話・英語通訳などを担いました。

今回は各競技会場のみならず、アクレディテー
ション登録と開閉会式会場も宿泊地から車で数時間
程離れた街に設定されていたことに加え、ゲストの
アテンドや本部役員の移動、大会開始後の競技会場
変更に伴うチームの引っ越しなど、大会前半は移動
への帯同の役割を多く担いました。後半は離れた会
場への対応と、けがをした選手への対応など本部全
体が慌ただしい印象の中での活動でした。また、帰
国第一陣はミラノ発の飛行機がキャンセルとなり、
さらにその後の飛行機遅延なども重なり、それらの
対応も必要となりました。

本部スタッフそれぞれが自らの役割を全うする中
で、隙間を埋めるような役目を担ったと感じていま
す。この２週間がとても短く感じられたのは、充実
していたからかもしれません。

今回は、空港での行き・帰りの対応、移動、けが
の対応などで様々な初めての経験があり、自分に
とって大切な気づきや体験となりました。これを何
かの形で継承していくことができれば、と思います。
このような貴重な機会を与えていただけたこと、そ
して実際に様々なご協力をいただいた日本選手団の
皆さま、特に本部スタッフの皆さまに感謝申し上げ
ます。

２．今後の課題
・ 本部スタッフも、日本選手参加競技の基本的な

ルールや用語は、できる限り興味を持って知識と
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して知っておいた方がよい、と感じました。
・ 開催地や競技、スタッフ編成等が変われば、その

時々の対応は当然違ってきますが、本部スタッフ
の過去大会での経験の蓄積を次にどの様に生かし
ていくことができるのか、現地で話し合う時間を
作ってみることも有益かもしれない、と思いまし
た。

・ 現地語が通じた方が外国で業務が進めやすいとい
うことは明白であり、現代はそれを助ける様々な
翻訳ツールもありますので、事前に選手団内でそ
の共有をしたり、また、緊急事態に備える意味で
もWi-Fi所持についても競技チームも含めて把握
があるといいと思いました。

・ 今回に限らず過去のデフリンピックでも、ホテル
や空港、飛行機の中などで、日本人の方から「何
の大会ですか？」と話しかけられたことがありま
す。デフリンピックをご存知なかったその方たち
に説明をしつつ、多くの人の目に触れる選手団の
移動を、その啓発活動としての有効性を生かした
活用ができないか、と思いました。（スーツケー
スまたは手荷物にお揃いの「デフリンピック」ス
テッカーをみんなで貼るなど？）
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アルペンスキー

監督　田中 照也

１．選手・役員の選考基準・方法
選手推薦については、国内大会、ヨーロッパデフ

カップ、世界選手権での結果を踏まえた上、又選手
が技術的　精神的（メンタル）に世界で通用するレ
ベルでメダル獲得か、入賞圏内かを重視しました。

それと日々の練習態度や日常生活等も日本代表と
して、相応しい行動をしているかも推薦材料として
います。

競技スタッフについては、上野コーチは前々回の
アメリカのパークシティで開催されたデフリンピッ
クの監督であり経験者でもあり、選手達に良いサ
ポートが可能と判断し推薦しました。

また、2015年ロシアデフリンピック後の４年間
をチームコーチとして招聘し、2016年から2018年
までの年末年始合宿（北海道開催）、夏合宿でも選
手達の技術を見てきており、選手それぞれの技術面、
体力面、メンタル面を知り尽くしている上、スキー
技術を教える時のコミュニケーションは身振りを含
めた分かり易い手話を生かし、選手達の競技スキー
のモチベーションを上げられるサポート基準も含め
て、推薦をいたしました。

チームトレーナーは、川﨑トレーナーを推薦しま
した。

川﨑トレーナーは、競技スタッフの中で一番長く
チームをサポートしてくださっており、また選手達
のメンタル面のサポートとテーピングサポートが可
能ということも含め推薦しました。

それに競技スタッフの中で、手話が一番上手であ
り、選手達に分かり易くコミュニケーションが取れ
ることも推薦材料としました。

２．総評
【チーム体制の役割】

監 督　田中照也（2003年冬季デフリンピック日
本代表選手、2011年スロバキアデフリンピッ
ク代表※中止、2015年ロシアデフリンピック
チ代表）

　 チーム責任者としてチームを纏め、大会本部・
他チームとの合同トレーニング（ゲートトレ）
交渉他、TCM会議出席選手サポート（コンディ
ショントレーニング他）、庶務全般

コ ーチ　上野英孝（2007年アメリカデフリンピッ
ク監督）

　 デフリンピック事前強化合宿、大会期間中にお

ける選手のテクニカルサポート、大会コースア
ドバイザリー

ト レーナー　川﨑純（四條畷学園大学　2011年
スロバキアデフリンピックトレーナー※中止）

　 デフリンピック事前強化合宿、大会期間中にお
ける選手のコンディションケア、メンタルケア、
ドーピング対応

サ ービスマン　永田憲市郎（外部スタッフ招聘　
2015年ロシアデフリンピックサービスマン）

　 選手のスキー板マテリアル調整、選手のインス
ペクションアドバイザリー、庶務全般

【事前強化合宿スケジュール、競技スケジュール】
12/4 移動日
12/5  強化合宿（フィジカル及びコンディ

ショントレ）
12/6-12/10  強化合宿（AMゲートトレ　PMコ

ンディショントレ）
12/7  強化合宿（AMゲートトレ　PMコ

ンディショントレ）
12/8  強化合宿（AMゲートトレ　PMコ

ンディショントレ）
12/9  強化合宿（AMゲートトレ　PMコ

ンディショントレ）
12/10 レスト日
12/11  強化合宿（AMゲートトレ　PMコ

ンディショントレ）
 ※ 中村選手はダウンヒル公式ト

レーニング
12/12  強化合宿（AMゲートトレ　PMコ

ンディショントレ）
 ※ 中村選手はダウンヒル公式ト

レーニング
12/13  ダウンヒル競技（中村選手出場）

PMコンディショントレ
12/14  SC競技（中村選手　PMコンディ

ショントレ）
12/15 SG競技（中村選手、北城選手出場）
12/16 レスト日
12/17  GS競技（中村選手、北城選手、吉

田選手出場）
12/18  SL競技（中村選手、北城選手出場、

※吉田選手は怪我の為、出場棄権）
12/19 静養日
12/20 移動日
12/21  移動日（飛行機欠航の為、ドイツ　

フランクフルト泊）
12/22 PM日本帰国（羽田着）
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【本大会の振り返り】
今回のアルペンチームは、田中監督の下、上野コー

チ、川﨑トレーナー、サービスマン（外部サポート
担当）はチームが良い成績を出せるようにあらゆる
ことに気を配り、各役割をしっかりと果たしたと考
えています。

私はアルペンチームを纏める立場として、また元
デフリンピック選手の経験を生かし、常に選手目線
で考え、最高のパフォーマンスを発揮する為の環境
作り（事前強化合宿でのゲートトレーニング、荷物
サポート、日本から持参した海外用炊飯器で日本食
サポート）に全力を注ぎました。

日本チームが大会期間中、常に優位な状態で活動
できるよう気を配り、チームの動きを進めました。

上野コーチは、選手達のもっている技術を100％
発揮出せるよう精神面やスキー技術面を指導しまし
た。1/100秒でもタイムが速くなるよう常に考えて
くださり、現地での日常生活でも動きの早い行動を
実施し、選手達が気持ちの良い準備体制を整えてく
ださりました。

川﨑トレーナーは、選手のメディカル面とコン
ディション面でサポートをしてくださり、肩に脱臼
癖のある北城選手の肩にテーピングサポートする
他、選手達の心理的ケアにも努めてくださりました。

前回デフリンピック時に帯同したアルペンスキー
経験のあるドクターが今回も来てくださり、時間が
許す限り選手達の身体のケア、怪我のケアなどのサ
ポートは選手にとってはプラスになることが多く、
非常に有益であったと思います。

今回のデフリンピック開催地は、サンタカテリー
ナスキー場で、聞こえる人のワールドカップ大会が
開催されるレベルで難易度の高いトリッキーなバー
ン会場でした。

今回はデフリンピック開催１年前に視察で現地に
訪ねており、大会会場のバーン他、ワックステス
ト（雪面の温度測定）を調査しあらゆるシュミレー
ションを頭に入れて、本大会はサービスマンによる
高速系のワックステストを含め、選手の環境慣れの
為、早めに現地入りし事前強化合宿を実施する等、
本大会の戦略を図って大会に臨むという形をとりま
した。結果としては、この選択は選手の心準備が整
えた意味では非常に良かったと思います。

【TD会議】
（アルペンではTCM（チームキャプテンミィー

ティング）と言います。）
TD会議は私と上野コーチが毎日TCMに参加いた

しました。
このTCMでは国際手話が中心となって話が進み

ますが、アルペンスキーの競技ルールはFIS（国際
スキー連盟）ルールと全く同じの為、会議の話内容
は概ね理解していましたが、天候などによる競技ス
ケジュール変更などは常にアンテナ（自分から情報
をつかみとる）を立てておかないと後々になって情
報入りが遅れてしまうことだけは一番気をつけた点
でした。

また、全体の確認事項や公式トレーニングなどに
ついて確認をしました。国際大会やそのTCMは、
FIS（国際スキー連盟）のルールに則り進んでいま
すので、FISルールを理解している者が必ず出席す
るべきだと改めて再確認いたしました。

FISルールを理解してないと、話の内容について
いけない部分もあります。今後も注意していきたい
と思います。

【成績に対する評価、反省、次大会に向けた取り組
み改善案】

選手達は毎年ヨーロッパデフカップと世界選手権
に出場しており、海外大会の経験値は非常に高く、
その経験を生かし選手達は持ち前の技術でフルア
タックできていたのは非常に良かったと思います。

前回ロシアデフリンピックでは、中村選手は日本
チーム得意種目の技術系SLで４位（メダルまで0.18
秒差）でしたが、その悔しい気持ちを今回のデフリ
ンピック大会にかける思いは、非常に大きかったと
感じられます。

今大会もオールラウンダー選手として全種目（DH　
SG　SC　GS　SL）参加した結果、入賞した種目
は複合、GS、SL全て８位入賞です。

中村選手のこれまでのヨーロッパデフカップ大会
ではGSとSLともメダル獲得しており、この成績だ
けを見るとここ数年の海外大会では良い成績だった
だけにチーム挙げての悲願のメダル獲得へ！と、あ
と一歩届かなかったのは非常に悔しい結果であった
とも言えます。

北城選手は、中村選手に次ぐ元々実力の高い選手
だけに期待もありました。（出場種目：SG　GS　
SL）

前回デフリンピック同様に今回もスタート順に恵
まれず第２グループの最終ゼッケンに近い滑走のビ
ブをひいてしまったのも非常に悔やまれます。

結果は、出場した種目全て入賞なりませんでした
が、これは技術面だけではなくメンタルの強さや、
メダルを取る為に自分が何をすべきかということを
自分なりにしっかりと考えて行動する力が必要と感
じられました。

吉田選手の出場種目はGSとSL（デフリンピック
初参加）。
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デフリンピック大会開催前の事前強化合宿では非
常に良いトレーニングが出来ており、本番に向けて
メンタル面も落ち着いていたと感じられました。

出場種目は技術系のGSとSLの２つに集中し、ベ
ストなパフォーマンスで初レースのGSに臨みまし
た。スタートから中間地点あたりまでベストな滑り
が出来たのですが、急斜面から緩斜面（ウェーブ前
後）入る地点で転倒し、無念の途中棄権になりました。

本人も良い滑りが出来ただけに非常に悔しかった
と思います。

今回のデフリンピックや世界選手権のメダリスト
選手は、日本の普通のFISレース、SAJレースでも
上位に食い込むレベルです。また、ヨーロッパ選手
は若手選手が急成長しておりました。

技術系だけではありますが、そのレベルの選手達
と対等に戦えたことは、次へのステップへと繋がっ
たのではないかと思います。

今後のトレーニングや大会において技術向上と経
験値を重ね、更に上のレベルに上がることで、世界
大会でもメダル争いが出来る選手になれるとそう感
じられます。

改めて基本からもう一度見直し、今回の悔しさを
４年後に晴らしてほしいと思います。

結果的にはメダル獲得の目標は達成できませんで
したが、出場した中村選手、北城選手、吉田選手は
持ち前の力で滑走できたことは非常に大きいと思っ
ておりますし、良い糧にもなったかと感じられます。

日本選手のスキー技術はヨーロッパでも評価され
ておりますので、チームとしても世界のトップ集団
の入りする為にはヨーロッパ特有のハードバーン、
トリッキーなバーンに勝てなければいけないかと強
く感じました。

日本のバーンは基本的にはソフトバーン中心であ
る上、日本国内でどんなに強くでもレベルの高い
バーンを提供する海外で勝たなければ、意味がない
と思っています。

その為には日々のトレーニングを鍛錬することも
重要ですが、国内トレーニングについては、聞こえ
る人のレースや聞こえる人の合宿（スキーメーカー
主催の合宿等）にもっと参加すべきだと思います。

デフだけのレースや合宿（国内外合宿含）だけで
なく、他に競う聞こえる人トップレベル選手たちと
切磋琢磨し、レースや合宿で競い合うことで、経験
値を上げることもでき大舞台でも力を発揮できると
思っております。

これは世界選手権、デフリンピックでメダル争う
戦いをする為には非常に重要かと感じられます。

最後に今回サポートしてくださった全ての方に感
謝の意を表したいと思います。

応援、本当にありがとうございました。心から感
謝を申し上げます。

チームコーチ　上野 英孝

１．自己の役割とその評価
ロシアデフリンピック終了後、前コーチ勇退によ

る新チーム結成となり、平成27年度から新チーム
の選手育成を仰せつかりました。８年振りにろう者
スキー協会コーチとしてスキーの技術指導を行いま
したが、手話をすっかり忘れていることから、まず
は選手とのコミュニケーションの向上を図る為、各
種トレーニングの中に、遊びによる刺激やシナプソ
ロジーによる刺激等、各種レクリエーションを交え
たトレーニングメニューを考え、スキー技術だけで
はなく、コミュニケーショントレーニング、コーディ
ネーショントレーニング等を積極的に取り入れ選手
の育成を図ることとしました。また、基礎基本の徹
底と、チームワーク強化にも取りかかり、個人で戦
うデフリンピックから、支え合い全員で戦うデフリ
ンピックを目標に掲げ選手の総合的な能力の向上を
図りました。

デフリンピック参加選手の推薦については、
2007年のソルトレークデフリンピック選手派遣の
反省と教訓を活かし、スキー協会代表及び監督・ス
タッフと議論・協議を重ね、過去の成績や技術レベ
ルだけではなく、夏季・冬季合宿や体力測定への積
極的参加や選手個人の人間性・協調性等、技術レベ
ル、身体レベル、精神レベル等総合的に判断し推薦
させていただきました。

２．今後の課題
ロシアデフリンピックでの成績を踏まえ、大変期

待されての大会出場となりましたが、諸外国選手の
技術レベルの向上や、出場国・出場選手増加など、
力の及ばない状況は会場で感じておりました。特に
気になった点は、技術的な面ではなく精神的な面で
あり、会場の雰囲気に緊張感が高まり、自らの技術
を出し切ることができない状況が続きました。

大会会場となったサンタカテリーナは、聞こえる
人のアルペンスキーワールドカップを開催する等、
大変技術レベルの高いコース設定となっているだけ
ではなく、3000m級の標高や人工降雪機による降
雪とインジェクションによるアイスパック等、日本
国内では例を見ない難易度となっており、各選手は
大変緊張感のある毎日を過ごしたことと思います。
そのような中において、中村選手が３種目で入賞す
る結果を出したことは大変喜ばしいことであります
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が、唯一の女子選手である吉田選手がGS競技にお
いて転倒・負傷したことは期待されていただけあり
大変残念なことであります。

トレーナー　川﨑 純

１．自己の役割とその評価
今回、第19回冬季デフリンピック競技大会にア

ルペンスキーチームのトレーナーとして帯同すると
いう貴重な機会を得たので報告する。今回の大会は
12月開催であり、日本のスキーシーズンは始まっ
たばかりの時期であり、雪上滑走感覚が整わない状
態での大会となることが予想された。また会場と
なるサンタカテリーナのスキー場は3,000m級のス
キー場であり、高山病の心配があった。そのため当
チームは11月にオーストリアの3,000m級のスキー
場で10日間の強化合宿を行い、雪上滑走感覚の調
整と高地トレーニングを行った。残念ながら記録的
な大雪によって雪崩が頻発したため、滑走日数は２
日と少なくなってしまったが、高地順応面ではレイ
クルイーズ急性高山病スコアや血中酸素飽和度，心
拍数などで改善がみられるなど一定の成果が得られ
た。

また当チームはデフリンピック開催１週間前に現
地入りし、事前合宿を行った。イタリアと日本の時
差は８時間あるが、時間的余裕をもって現地入りし
たことと、持ち運びマットレスを導入したことに
よって、睡眠の質が向上し、時差症候群が大会前に
改善されたと考える。さらに、眼精疲労を強く訴え
ていた選手に対して、眼周囲筋群に対する温熱マッ
サージ器を使用したことで、症状改善に加えて頸肩
周囲筋痛，頭痛が改善され、快眠できたとのことで
あった。大会期間中は毎日の健康チェックシートを
用いた健康管理、コンディショニング対応、体調不
良・怪我対応、メンタルサポートなどを行った。ドー
ピングコントロールに関しては、全員が講習会受講
者であり、国際大会参加経験者であるため、日本ス
ポーツ協会のアンチ・ドーピング使用可能薬リスト
を選手達に配り、注意喚起のみ行った。メディカル
スタッフ間でSNSを使った連絡網が構築されてお
り、素早い情報共有が可能であった。今回、レース
中に転倒して負傷した選手が居たが、SNSにより
迅速な対応が出来たため、選手の不安も軽減された
のではないかと考える。

２．今後の課題
オフトレーニングメニュー調査と負荷量について

のアドバイスは行っていた。しかし、申告している

内容と成果がかけ離れており、チェック方法を考え
直す必要があると考える。また本大会は12月開催
であり、滑走日数が少ない状態で大会に参加するこ
とは予想されていたことなので、サマーゲレンデで
の滑走やインラインスケートといった、より滑走感
覚を向上させる合宿や具体的練習方法などを提案出
来たら良かったと考える。より効果的なトレーニン
グメニューや自主トレーニングを継続させる工夫、
意識改革方法などを他チームのトレーナーと情報交
換し、選手達に提供したい。

選手　中村晃大

１．自己の役割とその評価
全種目で最低８位入賞、技術系（GS、SL）でメ

ダル獲得が目標でした。
また、12月開催が決まった時点で、メダル獲得

はもちろん、短期間の雪上練習の中で自らのベスト
な滑りを取り戻すことも意識していました。

　　
２．結果に対する評価

前半の高速系（DH 〜 SG）は数年ぶりのぶっつ
け本番ながらも、自分の中では落ち着いて滑ること
ができ、前回大会（ロシア大会）よりは順位も良い
ものでした。

特に日本で練習することができないDHのトレー
ニングランから始まり、滑るたびにコースプロ
フィールの学習、試合勘を取り戻すことができ、滑
りもだんだんと良い手応えを感じていました。

SCでは「SG＋SL」のはずが、急遽「DH＋SL」
と驚かされましたが、気持ちで入賞をもぎ取ること
ができ、後半の技術系にも弾みをつけられたと思い
ます。

後半の技術系（GS、SL）では、自分の得意種目
であるだけにどんどん攻めたのですが、いずれも２
本目で転倒してしまい、とても悔しいレースでした。

また、前半と変わって、負傷者が出てしまうほど
に非常に難しいコンディションの中でしたが、その
時点で自分が持っている全てを出し切れたと同時に
まだまだ実力不足、努力不足を感じたレースでした。

大会前は雪上練習が全くできていない状態で、現
地入りしてから急ピッチで滑りを取り戻せるよう取
り組んできましたが、夏場から滑り込んでいる海外
勢には「滑走量」で大きな遅れがはっきりと目に見
えていました。
「技術面」では日本勢も劣っていませんが、やは

り夏場でも滑れるという練習環境の違いは大きく、
夏場ももっと雪上練習できる環境に身をおかないと
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いけないということを痛感しました。

３．今後の課題
前回大会に比べて、レベルがかなり高くなってい

ることを実感した今大会。また若手の台頭はもちろ
ん中国、韓国から大勢の選手が出場しており、今後
も更にレベルが高くなってくると予想しています。
海外では「デフリンピック」の認知度が高くパラリ
ンピックと合同で練習会などとかなり進んでおり、
今後も強化が進むと思われます。

特に、デフリンピックの認知度がかなり低い日本
は若手の育成が進んでおらずこのままではさらに引
き離されるだけなので、夏冬問わず、様々なフィー
ルドでデフリンピック認知度向上に向けて動いてい
かなければと思います。また清水先生、砂川先生の
ような聞こえる人のハイレベルな大会での実務経験
のある方のサポートも絶対的に必要であり、聞こえ
る人の客観的意見も取り入れた上でどんどん動いて
いかなければと思いました。

最後になりますが、夏冬デフリンピックの日本代
表に選出していただき、ありがとうございます。両
シーズンでの経験を伝えていけるよう今後も頑張っ
ていきます。

またどこかで宜しくお願いします。

選手　北城 大地

１．当初の目標（自己目標）
目標はメダル獲得です。

２．結果に対する評価
SG、GS、SLの競技に出場し、SG21位、GS15位、

SL16位という結果でした。
メダル獲得を目標に頑張りましたが、結果は厳し

いものでした。
SGは、雪不足のため一度もポール練習をするこ

とがないまま本番になったことでとても緊張しまし
た。楽しんで滑るよう気持ちを高めて臨みました。

得意なGSは62人中の62番スタートで、スタート
まで精神力を維持することが難しく、その中で15
位は頑張った結果だったのではないかと思います。

SLは、堅いバーンの攻略に苦戦しました。練習
不足で体がついていかず、上手く調整することがで
きませんでした。

合宿や大会と長い期間、技術面・体力面・精神面、
メンテナンスなど多くのスタッフの方々に支えてい
ただきました。安心して競技に集中させていただい
たことに感謝しています。

３．今後の課題
大会の時期が早く雪が降らなかったことから雪上

での練習がほとんどできないままの大会となりまし
た。支えていただいた皆様に申し訳ない気持ちで
いっぱいです。今後は早い時期から雪上でトレーニ
ングができるよう練習環境の整備をしていきたいと
思います。

選手　吉田 絢音

１．当初の目標（自己目標）
大回転・回転ともに入賞すること。

２．結果に対する評価
競技中に怪我を負い、２種目とも棄権となりまし

た。
今まで大きな怪我をしたことはなく、柔軟等怪我

をしない体づくりにも気を付けていたにもかかわら
ず、このような結果になってしまい大変悔しいです。

ただ、転倒するまでは自分の中で過去最高の滑り
をしました。怪我を負いましたが、後悔のない滑り
ができたと思います。

３．今後の課題
右膝の前十字靭帯を断裂しており、手術リハビリ

に専念し、怪我をしっかり治し、2021年１月には
雪上でトレーニングができる体にしていきたいです。

加えて、怪我をしやすい滑り方の癖や、足の形等、
今回のような怪我が起きないように、直せることは
直し対策をすることが今後の課題です。

具体的には、専門知識のある病院の理学療法士に
サポートしてもらいながら、リハビリや筋肉の強化
をし、怪我をした時よりも格段にいい体を作り上げ
ていきたいです。

精神面ではマイナス思考が目立ったので、少しず
つプラス思考になれるように、日常生活から意識し
ていきたいです。

アルペンスノーボード

監督　笠井 彰子

１．選手・役員の選考基準・方法
①　選手の選考について

2018年12月26日に公表した第19回冬季デフリ
ンピック（イタリア）アルペンスノーボード競技日
本代表選手選考基準に沿って選考を行いました。両
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基準を全てクリアした岡村大晃選手を日本ろう者ス
キー協会強化委員会に推薦、日本ろう者スキー協会
内々定選手として2019年４月にデフリンピック派
遣委員会に内々定選手名簿を提出しました。
【選考基準】
　１．JSBAスノーボード全日本選手権大会
　　地区予選を突破し、本選出場を果たすこと 
　２． FIS全日本スキー選手権大会アルペンス

ノーボード競技 
　　男子： 決勝進出最下位選手（８位）のタイム

の 110%以内
　　女子： 決勝進出最下位選手（８位）のタイム

の 115%以内

②　役員の選考について
2019年４月にチーム内強化会議においてチー

ム代表より第19回冬季デフリンピックアルペンス
ノーボードチーム監督を拝受し、早急に必要なデフ
リンピックスタッフの選考に入りました。日本代表
選手団派遣団体である（一財）全日本ろうあ連盟の
冬季デフリンピック日本選手団編成にかかる指針で
は選手１名の場合、公費派遣スタッフは２名迄であ
るため選定に苦労しました。ウィンタースポーツ競
技の特性上、監督以外にコーチ、トレーナー、サー
ビスマン、管理栄養士が欲しいところです。チーム
にデフリンピック派遣予算がなくコーチにサービス
マンを兼務、私が管理栄養士を兼務することで、必
要最小限のスタッフで陣容を固めることにしまし
た。申し訳ないことに私は国際手話の経験がなく
TD会議の場で困ることもあって、チーム代表にお
願いして国際手話通訳者を特別スタッフとして帯同
してもらうことにしました。こうして固まったス
タッフ陣を日本ろう者スキー協会強化委員会に推
薦、日本ろう者スキー協会を通して2019年４月に
デフリンピック派遣委員会に内々定名簿を提出しま
した。

監督：笠井彰子
　　　（アルペンスノーボード強化責任者）
コーチ：野藤優貴
　　　　（同チーム専属コーチ
　　　　元バンクーバー冬季オリンピック選手）
トレーナー：津賀裕喜
　　　　　　（同チーム専属ATトレーナー）
国際手話通訳者：髙桐尊史

総評
●競技日程について

事前に公表されたアルペンスノーボード競技日に
ピーキングを合わせる目的で11月28日から10日間

の日程で現地近くのオーストリアでキャンプを張り
ました。キャンプでは体調管理と滑走フォームの最
終調整を行いました。ところがキャンプ中に日本か
ら緊急連絡があり、大会公式HPでアルペンスノー
ボード競技日程の大幅変更があったことを初めて知
りました。急遽コーチに報告、情報集収集とトレー
ニングメニュー変更等の対応を行いました。開会式
の翌日にPGS競技が始まり、休む間もなく次の日
にPSL競技が行われる競技日程の変更でした。選手
にも休養期間というものが必要であり、普通のオリ
ンピック競技では到底考えられないことです。TD
会議で変更理由を聞くと、スロープスタイル競技と
ビックエア競技のゲレンデの整備ができず車で離れ
た別会場で行われるため、役員、選手の移動を考慮
しての競技日程を見直したとのことでした。アルペ
ンスノーボード選手の立場から言うと、やはり選
手ファーストの精神で、最初に決定した競技スケ
ジュールでやっていただきたいと感じました。そう
いうこともあってコーチと相談した結果、開会式へ
の参加をキャンセルし、翌日のPGS競技に専念す
ることにしました。

●TD会議
冒頭でも申し上げましたが、恥ずかしいことに私

は英語と国際手話が苦手なので、今回の国際手話通
訳者の帯同は本当に助かりました。TD会議会場を
見渡してみると、国際手話通訳者同伴の国は同じア
ジア圏の日本と韓国だけでした。中国は国際手話通
訳者がいなかったので、TD会議でもうまく意思疎
通ができていない場面が見られました。そういった
国は国際手話通訳者が必要と感じました。余談にな
りますが、PSL競技の準々決勝で中国選手が現れず
失格になったのは、TD会議での決定事項が監督を
通して選手本人に上手く伝わらなかったのではと思
います。

今回のTD会議で競技日程変更の理由、コースセッ
ティング等々の質問を発言が認められない聞こえる
コーチに代わって私が国際手話通訳者を介して質問
等を行い、とてもスムーズに進行することができま
した。日本チームコーチが元オリンピック選手であ
ることもTD会議の場でアピール、その実績を買わ
れて日本選手に有利なコースセッティングを任され
たのも非常に良かったと思います。そういった意味
で、今回のTD会議では国際手話通訳者にとても助
けられました。

TD会議は基本的に国際手話が中心ですが、現場
では国際手話通訳者を介して各国の手話に置き換え
て伝達していく等、様々な国の手話表現があり、こ
れがデフリンピックだなと感じました。やはり、私
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としては次回デフリンピックまでに国際手話を覚え
てTD会議内容のスムーズな把握、的確な質疑応答
ができるようになりたいと思いました。

●PGS（パラレル大回転）競技
当日は朝から気温が低くコースはヨーロッパ特有

の非常に硬いバーンとなりました。朝まで降ってい
た雪が次第に濃霧になり、競技開始近くになると視
界が悪くなりコースが見えなくなるほどでした。

私は監督としてレース運びの様子や各国選手の滑
り等をチェック、コーチに的確な情報を提供するた
めにゴールエリアで待機していましたが、その試合
運びの様子や周りの観客の歓喜ぶり、各国の国旗が
たなびく様子を見てみると私が金メダルを取得した
ソルトレイク冬季デフリンピック大会の想い出が
一瞬よみがえりました。あれから12年経ち、そん
なデフリンピックの感動を岡村選手に引き継げて良
かったと思うこともありました。

スタート地点でこれまでになく緊張している冬季
デフリンピック初出場の岡村選手に、コーチは緊張
をほぐすかのように岡村選手に何かしらアドバイス
を送っているのが見えました。いよいよ岡村選手の
スタートとなりました。岡村選手は途中の緩斜面か
ら急斜面に落ち込むところで強くエッジングをかけ
すぎたのか危うく転倒しそうになりましたが、何と
か態勢を取り戻して完走、予選５位のタイムで決勝
トーナメントに進むことができました。予選進出し
たのは、岡村選手を含めて殆どが10 〜 20歳代の選
手で、前回デフリンピックに引き続き今回のデフリ
ンピックでも選手の若返りが急速に進んでいると感
じました。予選時に比べて落ち着いてきた岡村選手
は持ち前の力を発揮し、決勝トーナメントでも無事
に勝ち上がり準々決勝にコマを進めましたが、準々
決勝では強豪ロシア国のKHALADZHAN Eduard選
手と対戦、あえなく敗戦となりました。

結果的に１〜４位までがロシアが独占、岡村選手
が５位になりました。後からコーチを通して知った
ことですが、優勝したロシア選手は聞こえる選手に
交じって練習、大会でもワールドカップクラスの大
会に参戦しているとのことでした。

●PSL（パラレル回転）競技
当日の天気は前日と打って変わって晴天となり、

前日まで硬かったバーンが気温の上昇とともに荒れ
たバーンとなり、競技が中盤に差し掛かるころに
コースアウトしたり転倒したりする選手が続出しま
した。岡村選手は、前日のPGS競技の疲労感が残っ
ていることから前夜のうちに津賀トレーナーにコン
デイションケアを依頼、そのおかげで万全の体調で

競技に挑むことができました。その甲斐もあって、
スタート前の岡村選手は疲労感が少なくこれまで同
様ベストを出せるように感じました。

しかし、ちょっと力みすぎたのか１本目の急斜面
に差し掛かるところでターンミスを犯し、若干タイ
ムロスとなりましたが、無事に予選５位で予選を通
過しました。もう少しターンを縦長に攻めていれば
もっと上位に食い込めたと思いますが、ややターン
が大きすぎたことが悔やまれました。

決勝トーナメントの初戦で岡村選手と対戦する予
定であった中国選手が何かしらのハプニングで時刻
になってもスタート地点に現れず、岡村選手の不戦
勝となりました。不戦勝とはいえ、やはりスタート
エリアで長時間待たされることは選手のストレス増
につながると感じました。準々決勝でPGS競技と
同じくロシア国のKHALADZHAN Eduard選手と対
決することになり、岡村選手は敗れてしまいました。

PSL競技も岡村選手は５位入賞となりましたが、
デフリンピック初出場で金メダルを期待された同選
手にとって、５位入賞は満足する成績でなくさぞか
し悔しかっただろうと思います。それでも強豪ロシ
アチームに対して、一つもひるむことなくここまで
正々堂々と戦えたことは監督として心から敬意を表
したいと思います。

今回の冬季デフリンピックアルペンスノーボード
競技は、PGS競技に続きPSL競技も１〜４位まで
をロシアが独占、ロシアの圧倒的勝利に終わりまし
た。これまでに日本の原田選手が築いてきた３大会
連続金メダルの記録は今回で途絶えることになりま
したが、今後からは強豪ロシアに挑戦、ロシアを追
う形になります。打倒ロシアを目指すためには、こ
れまで練習してきた硬いバーン、柔らかいバーン、
そして緩斜面、急斜面のコースの攻め方を何度も繰
り返し練習、常に安定したフォームを体に馴染みこ
ませることが必要です。そのためには雪上トレーニ
ングだけでなくトレーナーが日頃から口酸っぱく
言っているフィジカル強化も必要であり、今後４年
間はフィジカル強化をテーマに強化活動を進めたい
と思います。

今回の冬季デフリンピックに監督として参加して
みて、若いロシアの選手が台頭、メダリストが聞こ
える人でもトップクラス並みという滑りを目の当た
りにして、今後は４、８年という長期スパンで若手
選手の発掘、育成していかなければ、このままでは
世界から遅れをとってしまう、そんな危機感をもっ
て取り組んでいかなければと感じました。しかも台
頭してきたロシアだけでなく今回初出場の中国も若
手選手が急成長しています。

そんな中で、岡村選手にはオリンピック選手並み
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に強化計画に沿ってフィジカル強化、技術力向上す
ると共にアスリートとしての心構えを高めなけれ
ば、次回冬季デフリンピックもメダル獲得は難しい
と感じました。

最後になりましたが、まだ監督経験の浅い私に選
手達をはじめコーチ、トレーナー、日本代表選手団
本部スタッフの皆様にいろいろと助けていただき、
監督としての務めを無事に果たすことができまし
た。これもひとえに、冬季デフリンピックのチーム
監督という貴重な経験をさせて頂いた日本ろう者ス
キー協会の関係者のおかげです。

本当にありがとうございました。

コーチ　野藤 優貴

１．自己の役割とその評価
雪上での滑走指導とボードの道具調整を行いまし

た。
現地に入ってからは情報収集と他国とのコミュニ

ケーションを図り、合同での練習を行いながら大会
へ向けた調整を行いました。

イタリアのサンタカテリーナはスノーコンディ
ション、天候共に安定していて、練習スケジュール
の大幅な変更もなく、公式練習に取り組むことがで
きました。

大会スケジュールの確認はできる限りの情報収集
を素早く収集しました。大会スケジュールが大幅に
変更されても、公式トレーニングの日数と選手の身
体のコンディションとを相談し合いながら、大会へ
の調整ができたのは、日々の海外合宿での体調確認
やトレーナーの津賀氏とのコミュニケーションが十
分にとれていたからです。

大会では選手は緊張をしていましたが、練習した
滑りを大会でパフォーマンスとして実行するだけと
伝えました。

スノーボードアルペンチームは公式練習の他に事
前に欧州に入り、大会会場の雪質に似た場所での海
外合宿で調整を行い、万全の準備だったので集中し
充分な練習ができたと思います。

コースは私がこれまで経験した中でも非常に良い
コンディションで、国際スキー連盟（FIS）のワー
ルドカップなみのコンディションでした。

雪のコンディションがいいおかげで、大会への緊
張も少し和らぎ、早くレースに挑みたいという気持
ちが強くなるようなコース状況でした。

天候とコースコンディションが非常に良かったの
で、選手の滑りも非常に良く、選手だけのコースを
楽しんでいるかのようでした。コースは緩斜面から

急斜面に落ち込み、少し左へ曲がりながら緩斜面に
向かいゴールするというコースでした。

これまでの合宿で徹底的に指導した緩斜面におけ
るライン取りと身体の動き方、急斜面におけるライ
ン取りと身体の動き方の斜度に合わせた動き方とラ
インを集中して指導しました。

普段の練習でも１本目と数本先のタイムが変わら
ないように、変わったとしてもアベレージタイムの
前後１秒以内に着けるように練習を行っています
が、強敵であるロシア選手の胸をかりて、タイム差
の比較も実際に数値で確認し、選手が持っている実
力そのままの滑りが出ていたと思います。

そして強敵ロシア選手たちとの交流や共に戦う者
同士、同じコースで練習することでタイムの比べ合
いや海外選手との交際交流も深めることができたの
は、選手自身の緊張の緩和にも繋がっていました。

PGSレースでは非常に良い緊張と集中で選手は
非常に良い滑りをしてくれました。

弱点だった１本目で選手がもう少し緊張から解放
されている状況であれば、攻めの最高の滑りができ
ていたと思いますし、決勝トーナメント一回戦から
楽なレース展開になったのかもしれません。

これまで練習した成果を少しでも多く出せた選
手、失敗の少なかった選手は勝ちあがり、今回５位
だった岡村選手は滑るごとに気持ちや滑りが変化し
ていくのが見ていて分かるくらい強い滑りをしてく
れました。

岡村選手はメダルこそ逃しましたが、予選では強
敵であるロシアの下に着いていく落ち着いたレース
運びを行い、事前合宿もあったおかげで時差ぼけで
の動きの鈍さもなく、ロシア選手たちと事前に公式
トレーニングをしたことが大きな自信となり大会中
の滑りにも現れていたと思います。

PSLレースでもメダルこそ逃したものの、力強い
岡村選手の滑りは１本目から力を出し切って滑ると
いう気持ちの現れが表現されている滑走でした。

メダル獲得はなりませんでしたが、今持っている
最高の滑りをしたと感じるレースでした。

期間中に緊張感と調整をさらに高めることで、結
果にも繋がると思います。

岡村選手は２戦を通じて、春から取り組んできた
合宿で指導した滑りを実行してくれていました。

フィジカルトレーナー、監督と雪上や他ボードの
メンテナンス時の連携だったり、指導面でも選手と
コーチのコミュニケーションが取り易くスムース
だったと感じています。

レースではドクター、手話通訳者、他競技種目の
選手達の応援もあり、選手も非常に気合いが入り熱
いレースができたのではないかと思います。
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チームを応援してくださった全ての方に感謝致し
ます。

２．今後の課題
強豪国との合同練習を行うことで、岡村選手の滑

りの技術力向上を図っていくことと、各国が団結し
てコーチ陣、スタッフ、選手がコミュニケーション
をとりながら、共にデフリンピックを盛り上げてい
くようなコミュニティーが必要と感じている。

野藤の役割としては、各コーチたちとのパイプ役
となり、次回デフリンピックへ向けた各国合同合宿
の予定を立てていく必要があると感じている。

選手は長いようで短い４年間の予定を明確にスケ
ジューリングし、合宿を取り入れるタイミングを逃
さないようにするのが、今後の滑走での技術力向上
に大きく躍進できるチャンスになると思っている。

アスレティックトレーナー　津賀 裕喜

１．自己の役割とその評価
私の役割は大きく分けて2つある。①競技に良い

状態で望み、パフォーマンスを最大限発揮すること、
②何か事故・怪我等がおきてしまった場合に応急処
置・救急処置を行い、速やかな復帰をサポートする
こと、以上の2点が中心である。

②については今回、選手がブーツ内で打撲が起き
てしまったものを除き、事故怪我病気なく、終える
ことができた。これは事前に選手に怪我・病気を予
防するよう指導をしてきたため、何もなく済んだこ
とに安堵している。打撲についてもRICE処置を中
心に対応し、競技パフォーマンスには影響を与えて
いないと考えている。

①については体調や高地順化などを含めたコン
ディションチェック、ウォームアップ/ダウン、雪
上での水分・捕食等栄養補給、競技待機時間のリ・
ウォーミングアップと身体の使い方の修正エクササ
イズ、ホテルでの疲労回復に向けたアプローチ、大
会期間の筋力・パワーなどの維持などを実施した。
コンディションチェックは高地で、異国の食・睡眠
等の特殊環境やデフリンピックという緊張状態が起
こることなどを想定し、国内強化合宿や国内外大会
の段階から選手のコンディションを把握し、異常を
早期発見するとともに、選手に自分自身のコンディ
ションを自覚・考えさせるよう指導してきた。記録
は手書きのシートとGoogle Formを用いた入力方法
をとり、帯同できない海外遠征等もあったため、最
終的にはGoogle Formでの入力・集計・確認を行っ
た。選手本人に病気や筋肉等のコンディション不良

を自ら報告する習慣が最終的に身についており、非
常に円滑だった。ウォーミングアップ/ダウンもこ
の４年間、一貫したもので取り組み、選手の能力向
上に伴い、アップデートしながら実施した。そのた
め、選手自身にしっかりとルーティンが確立できて
おり、コンディションチェックと合わせて自身の調
子を把握しながら現地で追加・修正を行って大会へ
調整を合わせていった。水分補給・捕食管理として
は、選手自身では水分補給をおろそかにしやすいた
め、スポーツドリンクの確保と競技インターバルに
補給することをトレーナーから促した。また、ノッ
クダウンに進出することで競技実施時間が長くなり
やすい。そのため、吸収効率の良いゼリー系・エナ
ジーバー系のものを国内外大会で事前に試し、デフ
リンピックで選手の好みに応じた補食を、適切なタ
イミングで補給させた。また、競技終了後・練習終
了後も速やかな疲労回復のためにサプリメント等で
サポートした。アルペンスノーボードは天候や前後
の選手の影響でスタートエリアでの待機時間が長く
なりやすい。過去の大会でいくつか選手に身体を温
め直すためにリ・ウォーミンングアップや競技中の
フォームをコーチと修正するために、身体の使い方
の修正エクササイズを実施した。今回の選手はあま
り待機中に運動することを好まないタイプの選手で
あったため、必要最低限に留めたが、ベストな結果
が出るよう、提案を続けた。ホテルでは選手の疲労
回復のために有酸素運動やストレッチングの指導、
セルフマッサージ等を４年間を通じて一貫して指導
を続けてきた。選手自身で身体や疲労と向き合い、
それが結果的にパフォーマンスにつながるため、ト
レーナーに依存しない選手育成を行ってきた。デフ
リンピック期間中に関してはその疲労回復の補助と
して、選手の要望・疲労感などを聴取した上でスト
レッチングや筋膜リリース等疲労回復を促す手法を
トレーナーからアプローチした。そして、デフリン
ピック開催地に入ると練習時間の制限やトレーニン
グ環境の制限を受けやすく、筋力やパワーが低下し
てしまうケースもある。今回は入国から大会開催ま
で少々時間があったため、筋力等が低下しないよう
トレーニングを実施して身体能力の保持に務めた。

結果的にメダルには届かなかったが、選手は非常
に高いパフォーマンスを発揮したと思う。これと
いってパフォーマンスを阻害するような事故事案等
なく、円滑に大会へ入ることができていた。また選
手指導を続けていたため、選手自身の成長もあり、
身体・コンディションについてもコーチ・選手・ト
レーナーで話を進められていた。
２．今後の課題

まず、メダルに届かなかったという、今回の結果
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をみると、さらなるパフォーマンス向上が必要かと
思う。４年前のロシア大会も帯同したが、上位選手
のパフォーマンスは前回大会と比較にならないほど
高い。コーチとの意見交換でも、上位の選手は聞こ
える人のヨーロッパカップ出場レベルはあると考え
ている。今回メダルを取得した選手から話を聞いて
も、「聞こえる人にまだ追いつかない・勝てない」
といった発言があった。上位選手の目指しているレ
ベルが聞こえる人と戦える、競い合うレベルである
ことが伺えた。このことから、今後デフリンピック
でメダルを目指すためには、聴覚障害者のコミュニ
ティー内で競い合うだけでは不十分で、聞こえる人
の世界に身を置き、障害の有無に関わらず切磋琢磨
しあいながら競技力を向上させる必要がある。

今回の大会で聴覚障害者のみの切磋琢磨では不十
分であることを強く感じた。ろうあ連盟、ろう者ス
キー協会の運営が多忙であることは十分承知する
が、世界トップレベルを目指すには聞こえる人と合
同で、競い合う環境づくりが必要だ。ろう者サッカー
協会が障がい者サッカー団体と連携し、日本サッ
カー協会からサポートを受ける形で運営を始めてい
る。健常者の競技団体と連携して、障害の有無にか
かわらず、選手強化を進めて行く必要があると感じ
た。

トレーナーとしての視点で考えても、聞こえる人
のトップアスリートと同レベルの能力を目指してい
かなければならないと感じる。そのために必要だと
感じるのは、トレーニング、フィジカル強化に対す
る取り組みを相当なレベルで改善しなければならな
い。誤解を恐れずに書くが、聴覚障害アスリート全
体を見ても、総じてフィジカル強化に対する意識が
非常に低いコミュニティーであると感じている。こ
のままの環境ではフィジカル強化に対する意識が周
囲に流されやすく、今後の選手たちもそれで正解だ
と思い込んでしまう可能性が高い。そうではなく、
聞こえる人のコミュニティーに入っていき、行動を
変えなければならないと感じる。聞こえる人と競
い、勝つレベルの能力を目指さなければならない。
そのためにも聴覚障害者のみのコミュニティーでは
なく、より高いレベルで競い合う環境が必要である。

私が各国の選手を見る限り、そこまでフィジカル
強化に本腰を入れている国はまだないと思う。各国
のスタッフにトレーナーがまだ少なく、選手の体つ
きを見ても、聞こえる人との差は明らかだ。だから
こそ、日本がデフリンピックでメダル獲得を今後目
指すのであれば、世界各国のデフアスリートがまだ
取り組んでいない、フィジカル強化を本気で、どこ
よりも先取りして取り組むことが日本のストロング
ポイントになるのではないか。聞こえる人のナショ

ナルチーム代表を凌駕するレベルのフィジカルを目
指し、次のデフリンピックで世界を置き去りにする
ような強化を本気でして行く覚悟が必要だと感じる。

国際手話通訳　髙桐 尊史

１．自己の役割とその評価
アルペンスノーボード（SB）とスノーボードフ

リースタイル（SFB）とアルペンスキー（AS）、３
チームの国際手話通訳担当の予定でしたが、現場で
アルペンスキーチームの通訳同行は必要ありません
でした。

国際手話通訳の行動日程は
12月10日　 SB＆SFBのTDミーティング、サン

タカテリーナ委員会に質問
12月11日　サンタカテリーナ委員会に交渉
12月12日　開会式
12月13日　SB＆SFBのTDミーティング
12月14日　SFBのTDミーティング
12月15日　サンタカテリーナ委員会に質問
12月16日　SFBのクロス戦でスタートエリア
12月17日　SFBのTDミーティング
12月18日　 SFBのスロープスタイル戦スタート

エリア
　　　　　　 緊急対応、授賞式、実行委員との問

い合わせ
12月19日　 SFBのビッグエア戦のスタートエリ

ア、授賞式
12月20日　実行委員との確認の打合せ、案内説明
今回の冬季デフリンピックには、スタッフとして

参加は初体験なので、スキーやスノーボードの専門
用語やルールなどの知識はほとんどゼロに近いた
め、出発前にインターネットでいろいろ調べました。
ミーティングから競技までの流れの動きを初めて知
り、いい体験になったと思っています。

髙桐はスキーとスノーボードの経験がないので、
万が一スタートエリアからゴールエリアに移動する
必要があった場合は、スキーかスノーボードを利用
する必要があるのではないかと思い、自分も経験し
なければと思いました。

ミーティング時、ある実行委員が国際手話担当で
すが、イタリア手話が時々あったので通訳は苦労し
ました。

サンタカテリーナのホテルは、事務所が近くて
時々質問や問い合わせに行きやすかったですし、
ヴァルマレンコのホテルは、たまたま実行委員の
方々と同じところなので時々問い合わせもやりやす
かったことで助かりました。
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現場では国際手話通訳がつく国は、日本と韓国の
みとみています。選手の方々のために国際手話通訳
がいれば、選手はその種目を集中できるのではない
かと思っています。

２．今後の課題
デフリンピックは国々によって情報の仕方が異な

ると思います。イタリアの文化なのでしょうか。時
間などの情報ははっきりしないことが多くて、監督
やコーチに不安に与えてしまうのできちんと実行委
員の事務所内に目で見える情報（張り紙やメールや
インターネット等）があってほしいと思います。

TDミーティングや授賞式時、国際手話を読み取っ
てコーチ（聞こえる人）に音声で伝えたことがあり
ましたので今後国際手話通訳が必要だと思っていま
す。もちろんろう者にも日本の手話で伝えました。
それからミーティングの進行は、質問や意見などが
被っている場面が多くて通訳するのは難しかったの
で、今後はもしそうなったら進行担当に前もって
はっきりと注意を言うべきではないかと思います。

緊急時や抗議時など起こったらと思うと、国際手
話通訳が必要かと思います。

通訳者はスキーの関する専門用語の手話表現を確
認するための打合せがあるといいと思います。

選手　岡村 大晃

１．当初の目標（自己目標）
私は、小さい時からデフリンピック三連覇という

偉大な記録を持つ原田上さんの背中を追って一生懸
命に練習して来ました。小学６年生の時に、みんな
の前で「私は、冬季デフリンピックで原田上さんの
ように金メダルを獲得します！」と言ったことを覚
えています。その時から、今回のデフリンピックに
向けて本格的な練習を始めましたが、まだまだ原田
上さんと同じくらいのレベルまで成長することが出
来なかったと思います。なので、今回のデフリンピッ
クでは、とにかく７年間練習してきたことを無駄せ
ずに全力を発揮しようと思い、レースに参戦しまし
た。

２．結果に対する評価
パラレル回転とパラレル大回転に参戦しました

が、結果は共に５位入賞となりました。今回のデフ
リンピックは、今までより選手人口が多く、レベル
が高くなり、ワールドカップのレベルと同じくらい
といわれています。そんな中、５位という上位成績
を獲得することが出来たので、個人的には良かった

です。しかし、私は、メダルを獲得できると自信が
あったので悔しかったです。大きな舞台で自分の実
力は、まだまだ足りないと実感しました。

３．今後の課題
今回のデフリンピックを通して、いくつかの課題

を見つけることが出来ました。これらの課題を解決
するために、大会の経験値や練習量、気持ちが大切
だと改めて実感することが出来ました。来年から、
国内だけでなく海外大会やプロ戦に参戦する予定で
す。一つ一つの大会を大切にし、自分の課題を少し
ずつ解決して行くように努めたいと思っています。
次回のデフリンピックでメダルを獲得できるように
今から懸命に頑張っていきます。

スノーボードフリースタイル

ヘッドコーチ　小島 敬雄

１．選手・役員の選考基準・方法
選手選考の最も重要視した基準は日本国内にて開

催された各選考基準大会の結果を主に反映すること
を基本といたしました。

ボーダークロス、スロープスタイル、ビッグエアー
の各合宿ともに、各選手のメダル獲得への意識、意
欲、練習への取組み姿勢、練習内容のレベル、完成
度も吟味し、大会成績を重視しながらも全体的にメ
ダル獲得の可能性を考慮し選考いたしました。

ボーダークロス競技におきましては合宿開催時に
ボーダークロスコースを実際に利用し、模擬レース
を２月17日新潟県かぐらスキー場、３月９日長野
県車山スキー場にて２回開催いたしました。選考基
準大会の成績とともに模擬レースの結果も各選手の
技術レベルを確認することを目的として反映し選考
いたしました。

コーチ、トレーナーの選考につきましては、参加
種目の変更に伴い、限られた時間の中で最大限の成
果が出せるように、コーチ、トレーナー陣が連携、
情報共有をして合宿に臨める体制を構築し、合宿
参加への回数、LINEグループでのアドバイス、情
報共有への積極的な参加を主に、日々の合宿でのコ
ミュニケーション能力、選手のモチベーション、技
術力向上へのコミット、選手からの信頼度の高い者
から選出いたしました。

２．総評
私はデフリンピック、デフスポーツの環境への参
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加は初めてとなります。
貴重な体験、経験をさせていただきました。また、

この経験をデフスポーツの繁栄、認知度アップに貢
献、次世代の選手、役員へしっかりと引き継いてい
きたいと思っております。

参加種目の変更があり、前回ロシア大会以降の競
技レベル、競技環境の情報が乏しい中、チームとし
て選手達のモチベーションをしっかりと維持し続け
ることができ、良いチーム環境、運営が整えること
ができたかと思います。

結果的には惜しくもメダル獲得はならず、男女と
もに入賞のみとなってしまいした。この結果を受け
今後チームに必要な要素、想定技術がはっきりと分
かりました。

特にスロープスタイル、ビッグエアー競技に関し
ましては、想定していた競技レベルより１トリック
高いレベルの大会となりました。男女ともにロシア
チームの新たに加わった若手選手達が想定していた
レベルを押し上げていました。ただ日本チームも
１年程の準備期間に準備していたトリック、ルー
ティーンは90％出しきれましたが、もう少し適応
力を上げて、準備していたトリックを100％出しき
れていれば、今回大会でもメダル獲得ができたと確
信しています。また今回イタリア大会を経験させて
いただけたので、次回大会への日本チームがメダル
獲得へ向けて必要なトリック、練習の予想がしやす
くなり、次回大会へ必要なメニュー、要素をスタッ
フ、選手達と共有して練習していきたいと思います。

イタリア大会運営は通常のFIS大会運営とはかな
り違う運営方法だったことは報告、情報共有してお
くべきことです。ボーダークロス、スロープスタ
イル、ビッグエアーともに公開練習、TDミーティ
ング等のスケジュールが直前で変更されることが多
く、その変更のアナウンスもない状況があったほど
です。変更が多く、夜に翌日のスケジュールを確認、
チームへ連絡、共有することとなり、スタッフはも
ちろん、選手は精神的に疲弊が多かったと思います。
スロープスタイル、ビッグエアーの会場も当初予定
のボーダークロス競技と同じスキー場から車で３時
間程のスキー場へ変更となり、ボーダークロス競技
終了後にバスにて移動となりました。

幸いなことに宿泊先のホテルの方々の対応が素晴
らしく、食事の時間変更や、ワックスルームの使用
などスムースに対応していただけ、過ごしやすい環
境を提供していただけ、練習やコンディショニング
の後にリラックスする時間が整えられました。会場
の変更など大会運営についてチームではどうしよう
もない事項が発生することがあること、その際に
チーム、選手の負担や不安が少しでも解消できるよ

うに、宿泊先、食事、トレーニング、ワックス、リ
ラックス等の必須な活動ができる状況の準備、事前
情報を確保し、チーム、選手へ伝達しておくことが
とても重要だと痛感いたしました。しっかり情報を
獲得、伝達できることでかなりの不安、ストレスが
軽減できるかと思います。

また情報の伝達方法が曖昧なため、公開練習コー
スに到着してから変更が伝えられたり、大会本戦中
のエントリーリスト、出走順、タイムテーブルなど
の掲示がないことで、出場選手の招集など、時間調
整に無駄が多く選手へストレスが掛かってしまう状
態でした。基本的な大会運営のことですが、事前の
TDミーティング等にて情報の伝達方法、ノーティ
スボードの掲示場所など確認、要望すること、大会
スケジュールなどの情報をどこで、誰に確認できる
かをチーム、本部と協力しながら速やかに確認し、
安心して競技へ集中できるようにすることも重要で
す。選手へのストレスを軽減させることが必要なこ
とと、大会へ向けての調整がしっかりとできる環境
が必要だと痛感いたしました。

ここまでは大会全体にて確認、準備していくべき
事柄をまとめて記載いたしましたが、ここからは各
種目別に記載していきたいと思います。

ボーダークロス競技：
　サンタカテリーナ会場　山頂付近の標高2500m
付近にて開催。日当たりはよく、気温は−10℃以
下が多い。コース斜度は緩く、起伏もあまりない平
坦かつ、横幅も細く直線的なコース。ボードの走り
具合を左右するワックスの選択、体重差が影響し
やすいコースでした。前回ロシア大会やFIS大会の
コースに比べ、コースにバンク等のターンセクショ
ンが少なく、ウェーブ、ジャンプのセクションも高
低差が少なくテクニックというよりいかに減速が少
ないかの勝負となりやすい体格の小さい選手には不
利なコースかと思いました。

今後もこのようなコースがあるかもしれないと想
定すると、ターンやパンピングの技術とシームレス
に直線トップスピードを上げていける技術、加速を
スムースに得れる技術が必要になります。そのため
には全選手においてさらにフィジカルを強化する必
要があります。チェコやロシアなど体格の大きな選
手との競技となるので直線的なスピードアップ、今
回は少なかったですがバンク、ターンセクションで
のぶつかり合いにも負けないフィジカルが必要で
す。現地にてトレーナーとも意見交換をしましたが、
当たりにも負けない、効率よく加速するために足腰
の筋力強化と柔軟性のアップが必須になることを確
認いたしました。身長、体格では負けてしまってい
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ても、強い足腰での加速、低い重心での当たりへの
強化をすることで、体格の大きな海外選手にも負け
ない対策を選手、スタッフ、チーム全員で確認、認
識して今後の練習に反映していき、メダル獲得へ躍
進したいと思います。

スロープスタイル競技：
　ヴァルマレンコ会場　標高2000m付近にて開催。 
気温は基本マイナスですが、大会当日の朝、午前を
中心に雨に近いみぞれが降り、コースが緩んだ。公
開練習、大会を通して風は弱く、競技しやすい環境
でした。

コースは上から、
１．フラットダウンのボックス or レール
２． ２ウェイジャンプ（３m、８m 翌日ビッグエ

アー競技にて使用）
３．９mジャンプ
４．正面バンクレール

の４セクション。コース難易度的にはFIS大会より
かなりサイズダウンした、JSBA中部地区大会レベ
ルのコース。国内で経験してきたレベルのコース難
易度でしたので、ルーティーンの組み方などイメー
ジしやすい状況でした。公開練習は前日のみと日数
を少なかったですが、時間を多めに確保し、変更な
く開催していただけました。ただチームとしては前
日までのスケジュール変更が多く、スロープスタイ
ル公開練習も急に短縮されてしまうのではないかと
考えてしまっている選手、スタッフも多く、今思え
ば、やや焦りがありながら公開練習をしている雰囲
気が少しあったかと思います。実際に花島大輔選手
が公開練習中盤で自身の得意技で足首を負傷してし
まった状況も、通常の合宿や大会ではコーチが促し
ていってからトリックに挑戦、調整するタイプの選
手であるのに関わらず、デフリンピックへ挑戦して
いる気持ちや焦りもあったのか、コーチとしてはも
う少しジャンプの形状に慣れてほしいと思っている
タイミングで、いきなり得意技の調整をしてしまい
ました。怪我の処置時に状況や心境を確認したとこ
ろ、やはり公開練習が予定より早く終わってしまい、
得意技の調整ができない状態は翌日の大会本番へ不
安が残ると話されていました。焦りのある心境へ干
渉できずにコーチ、スタッフとしても後悔がのこり
ます。公開練習ですべき調整、タイムスケジュール
をチームとしてもっと確実に認知してもらい、各選
手が時間的な焦りや不安がないように運営側にスケ
ジュールの確認をもっとまめにしていくことも、こ
ういう状況でしたので必要だったかと思います。

また選手の怪我の際に帯同ドクターができるだけ
滑走用具が使用できかつ、怪我の現場へ速やかに移

動できる状態でいることを望みます。今回のスロー
プスタイル、ビッグエアー会場がチーム本部の拠点
から車で２時間以上離れていることもあり、イレ
ギュラーなことかと思いますが、ドクターができる
だけ早くに受傷してしまった選手の様子を見に行け
るような体制があるだけで選手の安心感もかなり
違ってくると思います。

大会本番は運営もスムースに執り行われていまし
たが、通常のFIS大会では各選手の滑走後に、滑走
した選手の得点が表示されてから、次の選手がス
タートしますが、今大会では得点表示がありません
でした。念の為コーチは日本のジャッジ資格を保有
していましたので、採点ステノを独自記載、保管し、
大会終了後にジャッジ、運営役員に採点方法がFIS
に準拠しているか確認をいたしました。

大会のレベル、トリックレベルでは日本チームも
劣らずメダルに手が届く実感がありましたが、もう
一歩、きっちり決めきれずに完成度、高さが足りて
いなかったかと思います。奥田恵理子選手は最後の
セクションにて怪我で棄権となってしまいました
が、３番目のセクションまで高さ、完成度のある演
技で高得点を期待できただけに、悔やまれます。ロ
シアチームの若手選手のレベルが高く、次回デフリ
ンピックではさらにレベルアップしているかと思い
ますので、日本チームももう１ランク上のトリック、
完成度、コースへの対応力、怪我を防ぐ為にもフィ
ジカルの強化が必要となります。通常合宿の際にも
技術への練習＋フィジカルトレーニングの時間を毎
回作るようにしていきたいと思います。またイタリ
ア大会に於いては、日本の冬でもあまり経験のない
−10 〜−20度の雪上環境の経験がもっと必要だと
痛感いたしました。

ビッグエアー競技：
　ヴァルマレンコ会場　スロープスタイル競技コー
スのジャンプを利用してのビッグエアー開催。ジャ
ンプは２ウェイキッカー、サイズは８mアップ、３
mストレートの国内大会の半分以下のサイズのジャ
ンプ台での開催でした。女子の参加選手は全員３m
の小さいジャンプ台での競技となりました。男子は
90％が８mのジャンプ台での競技となりました。
FIS大会のジャンプサイズでの大会開催は参加選手
のレベル的に危険すぎるサイズになってしまうの
で、適したジャンプサイズかと思います。

スロープスタイルのジャッジに関して不安感が
残った為、大会開始前に運営側にジャッジ基準、
ジャッジ陣の紹介をしていただき挨拶をしました。
挨拶しながらジャッジについて意見交換、確認を
させていただきました。通常のFIS大会であれば、
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前日のTDミーティングにおいてジャッジの紹介、
ジャッジ基準の確認が行われますが、今回は行われ
ませんでした。ビッグエアー競技も滑走後の得点表
示はありませんでした。あり得ないことですが、表
彰式が終了後（１、２、３位全員ロシア選手）に３
位のロシア選手の完成度が低かったと４位のアメリ
カチームから撮影したビデオとともにクレームが入
り、３位のロシア選手が５位まで下がり、４位のア
メリカ選手が３位となりメダル獲得、表彰式をやり
直す！！？？事態が発生しました。今後も起こり得
るとしたら、日本チームとしても準備が必要になる
かもしれません。今大会でもビデオなど準備はして
ましたが、日本選手の順位は妥当なジャッジでした。

競技レベル、トリックレベルは男女ともにメダル
獲得圏内に入るレベルでしたが、スロープスタイル
同様に完成度、高さが不足していたと思います。特
に見栄えのある高さ、着地の完成度を上げていかな
ければいけません。今後もジャッジの得点を伸ばす
為には、現状のトリックの完成度を上げ、もう１ト
リック上のトリックの取得が必要です。自分の得意
技をどんなジャンプ台でもできるように、現状の得
意技をさらに難易度を上げていく練習が必要でしょ
う。ボーダークロス、スロープスタイル、ビッグエ
アーとレベルアップ、怪我のリスク回避のためにも
フィジカルを鍛え上げることも今後のトレーニング
の主にしていきたいと思います。

コーチ　南雲 利仁

１．自己の役割とその評価
今回のデフリンピックでの役割としては、選手ら

のライディングに関してのアドバイスとワックスサ
ポートになります。 また、種目に応じての戦略を
立て上位入賞・メダル獲得に主眼をおきました。３
種目と言うことでボーダークロスにおいての ワッ
クスの重要性、スロープスタイル・ビックエアーの
技の難易度について選手らが出来る事は元より、メ
ダルを獲得するにはリスクと隣り合わせになること
を感じました。メダルに重きを 置く場合は選手ら
のパフォーマンス+α、どこまで自分を追い込んで
リスクと向かい合い、演技が出来るかと言う究極の
場に選手らは置かれています。その究極の場に置い
て選手らのパフォーマンスを「最大限」に引き出す
ことが我々コーチ陣の役割です。

 評価としては、日本選手団は最大限のパフォー
マンスを行なった上での順位だと思います。良くリ
スクを恐れずに頑張ったと思っています。 

２．今後の課題
今後についてはコーチ陣とも話し合い、世界のレ

ベルが上がっている事、フィジカルの強さ、メンタ
ルの強さ、低年齢化か進んでいることを目の当たり
にし、更なる日本選手団の強化を行うことが必須だ
と感じました。今までの練習方法+α、フィジカル
トレーナー・メンタルトレーナーなどオリンピック
同様に環境を整備し、強い日本選手団へと変貌がで
きる様にプログラムの改善が必要と感じました。 

トレーナースタッフ　大橋 一麻

１．自己の役割とその評価
１）役割
　選手のコンディショニング維持・向上
（ケア、トレーニング、体調管理、テーピングサポート）

２）評価
複数の選手が大会前の疲労等により痛みを抱えて

いる選手もおり、ケアを中心にトレーニングサポー
トを実施。イタリア到着後は身体の疲労改善、大会
へ向けて動きやすい身体作りを調整しセルフコン
ディショニングを始め、夕方、夜はケアを行った。
選手のニーズに合わせて、一人当たり40分〜１時
間のケア、トレーニングを行い、大会へ向けてコン
ディションを持っていくことは出来たと思う。しか
し、ケアの時間等が長くなると、睡眠時間の調整が
必要になるため、時間調整を行い、時間の効率化を
図った。

これらをはじめから導入し、選手の睡眠時間を調
整する事が早い段階から必要であったと感じた。痛
みを訴えている選手に対して翌日には痛みの軽減、
運動でき、練習中気にならないレベルまで持ってい
くことができ、選手から安心して練習できるという
言葉がもらえたこと、状態を良い方向へもっていく
ことが出来たことは大変良かった。今後はセルフコ
ンディショニングをより充実させ、普段の練習、大
会からもっと高い意識で自身の身体に向き合う環
境、年間を通して選手とのコミュニケーションを一
人ひとり取っていくことが重要であると感じた。

全体として、選手のニーズへの対応だけでなく、
トレーナーとしてピークの作り方、痛み対しての可
能性や改善など安心感を持って大会に挑めたと思う。

２．今後の課題
今後の課題は大きく５つあります。

・フィジカルトレーニングの強化
過去に大きな怪我をしている選手も多く、年齢層

も高い。怪我のリスクが非常に高い状態であり、各
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関節周囲の筋肉や靭帯、軟部組織が弱まり、強い衝
撃に耐えられない可能性がある。一方海外選手は骨
格の違いもあるが、踏ん張るという動作、衝撃に対
してフィジカル面がとても強く、同じ転び方をして
も、怪我をするかしないかという違いが出てきてい
る。技術と合わせ身体の強化が今後必要になってく
る。
・多方向への運動性強化

トランポリンやスケートボードなど非現実的動作
を多く取り入れ、自身の感覚、身体の体性感覚を磨
く。中国などはスノーボード歴６ヶ月や３ヶ月など
短い選手も多いが体性感覚が鋭く（少林寺や体操を
やっている選手が多い）、板に乗って短い期間なが
ら中には上位に来ている選手もいる。このような感
覚は日本人は乏しいため、怪我のリスクは高い動作
であるが、メダルを取る為には必要であると感じた。
・自己管理

選手としての自己管理（体重管理を中心としたコ
ンディショニング管理）がもっと必要になると感じ
た。体脂肪増加に伴い動作制限なども考えられ、体
重が重くなると身体への負荷も増加する。技術面を
向上するうえでも、技術面同様、選手全体に必要で
あると感じた。最終的にパフォーマンスアップ、怪
我のリスク低下に繋がる点である。
・意識

先ほどあげた自己管理を含め、技術トレーニング
中の意識を変えていく必要があると感じた。コーチ
のアドバイスだけでなく、選手一人ひとり、なぜで
きないのか、なぜ出来るのかを自問自答する意識が
より必要であると感じた。どこをどのように修正し
たら改善されるのかという考え・意識がもっと選手
自身もてるように指導、向上していけるよう、選手、
私も含め関わり方に変化をつけたほうが良いと感じ
た。
・競争力（環境）

向上心を育み、意識を高める為にデフリンピック
への参加条件の見直し、日頃の取り組み（成長率や
合宿参加状況）、大会成績、自己管理など、多方面
から評価し、選手の本気度、競争心のある中で挑め
る環境を整える。

選手　奥田 和夫

１．当初の目標（自己目標）
●スノーボードクロス　３位以内
●スノーボードスロープスタイル　入賞以上
●スノーボードビッグエア　３位以内
　

２．結果に対する評価
●スノーボードクロス　９位（27人中）

目標が達成できず、惜敗でメチャクチャ悔し
い！！！

最初のコースタイム計測で44.99
トーナメント式の準々決勝で、コースタイム計測

で１位39台突破した３連覇金メダリストのチェコ
のTomasさんと同組。同組２位以上に入らないと
準決勝へ勝ち上がれないルールなので、スタートが
鍵となり、スタートを決められないと相手のミスを
待つだけで終わってしまうレースになるので、かな
り緊張しました。

予定通り、出だしは３位スタートになりました。
作戦通り、パンピングの技術で２位の選手を追い抜
こうと思っていましたが、最初のＳ字ターンで相手
に読まれて失速し、３位のままゴールとなりました。

もう少し、相手にこちら側の作戦を読まれたとき
に攻める術を身につけなければ、と思いながらあっ
という間にレースが終わってしまいました。

ヘッドコーチと相談し本番までに限られた時間を
有効活用するために本格的なスノーボードクロス用
の板を使わず（買わず）に慣れ親しんでいるオール
ランド用の板を使ってレース参戦にしました。
● スノーボードスロープスタイル　８位（14人中）

目標をギリギリでクリアした。それも実力。
100％のルーティンを出来たとしても、６位以下

と思われます。
ルーティンのコースは上からだと、
１．フラットダウンのボックス or レール
２．２ウェイジャンプ（３m、８m）
３．９mジャンプ
４．正面バンクレール　の４セクションあり。
2018年12月末に突然今回の冬季デフリンピック

競技種目からハーフパイプ種目が正式に外れること
を告知があり、初めて心が折れた。心が折れた時に
やることは色々あるが、限られた残りの時間でどの
ように練習を取り組めば良いか？１番不安が大き
かった。

職場・家族の力を借りて、勝負をかけるため、
2018年12月末から毎週土日曜日の日中（４〜５時
間程度）と平日の夜練を２時間程度を１〜２回行い
ました。

僅か１年間だけで身につけた技量を雪上実戦・経
験／対応・プレッシャーなどのコントロールを上手
く出来たのは、これまでに磨いてきたハーフパイプ
の技術を活かすことができたからです。

自分の弱みはJIB関連のトリック技量がまだ少な
い方で、大会のルーティンは最初のレールに通れな
いと次の８mジャンプもメイク出来なくなります。
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そのルーティンは高得点が出やすくなる結果からリ
ザルトに現れます。もう少し練習する時間が欲し
かったと思いますが、いい経験でした。
●スノーボードビッグエア　棄権

誠に申し訳ございません。

３．今後の課題
●スノーボードクロス

本格的にスノーボードクロス用の板に慣れ親しん
でいく重要性がありますので、メーカー探し、試乗
などを検討したい。

オリンピックの有力選手は体重が90キロほどあ
り、若い選手をタレント発掘育成事業を使って探し
たい。
●演技に関する竸技（スノーボードスロープスタイ
ル、スノーボードビッグエア、ハーフパイプ）は若
い選手を中心に育成したいのと怪我リスクを低減す
るためにはフィジカルトレーニングなどのメニュー
を強化練習に導入することを検討したい。

選手　花島 大輔

１．当初の目標（自己目標）
スノーボードクロス、スロープスタイル、ビッグ

エアの３種目ともメダル獲得

２．結果に対する評価
＊スノーボードクロス　11位

初戦は３人中２位。２戦目は４人中３位。
初戦前のタイム計測結果で11位。
国内の大会はテクニカルなコースがほとんどで中

盤や終盤でも抜きどころはあるのだが、今回のデフ
リンピックのコースはほぼ真っ直ぐなコースで初盤
で順位がほぼ決まってしまい、抜きどころがほとん
どなかった。

アップダウンでスノーボードを加速させたり、複
雑な地形でも減速せず曲がったり、安定してジャン
プする技術には自信があったのでその技術を発揮で
きなくて残念である。
＊スロープスタイル　12位

2018年12月に突然のハーフパイプ中止を知り、
2019年1月よりスロープスタイルに転向した。

国内でオフシーズンでもトレーニングできる人工
芝のジャンプ練習施設やジブ練習施設でトレーニン
グしたが、日本代表選手内定後から今回のデフリン
ピックまでの間に雪山での練習ができなかったた
め、雪山で実戦に近い感覚を掴めなかった。

そのことが影響して私自身の公開練習での怪我に

繋がったのではないかと少なからず感じている。
＊ビッグエア　棄権

３．今後の課題
＊スノーボードクロス

今回の参加選手が高性能な専用スノーボードだっ
たので同じように高性能の専用スノーボードに変え
て、性能を活かせるよう下半身の強化に努めながら
滑りこなさなればならない。
＊スロープスタイル、ビッグエア

今後は人工芝での滑走トレーニングに加え、雪山
で実戦を想定した練習を多く取り入れなければなら
ない。

選手　小野田 瑛次

１．当初の目標（自己目標）
スノーボードクロス大会で入賞すること。
スロープスタイル大会で３位以内に入ること。
ビッグエア大会も同じく３位以内に入ること。
　

２．結果に対する評価
スノーボードクロスのコースのキッカーは低く、

ライナー系でジャンプしたらまくられやすくて苦戦
しました。転倒せずにゴールはできましたが、１
回戦で最下位になりました。今まで、国内のJSBA
大会でのコースは低いライナー系キッカーが無くて
バンクとウェーブのみでした。あとはスタートから
ゴールまでにカービングターンとパンピングに集中
するのに足りない部分がありました。

スロープスタイル大会前日の公開練習で今シーズ
ンのスノーパークで初めて入ったばかりなので、色
んな技を試してみましたが何回も倒れました。

公開練習が終わる前に難易度を下げてメイク率を
上げました。

スロープスタイルの結果はトリックを決めたが５
位になりました。その次の日は気温下がって雪質が
固くなり滑る感覚が変わってきてビッグエアのキッ
カーでジャンプするのが難しかったです。

本番で３本ジャンプして上手く着地できずビッグ
エアでは６位になりました。周りの選手を見たら、
やっぱり基本練習がとても大事だなと痛感しました。

３．今後の課題
スノーボードクロスのFIS大会は低いライナー系

のキッカーがあるので経験するべきです。
残念ですが、スノーボードクロスよりスロープス

タイルとビッグエアの方が得意なので練習する時間
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を考慮し、スノーボードクロスはやめて、２種目に
絞ることにしました。

スロープスタイルとビッグエアのビッグキッカー
は最初から基本練習のストレートジャンプします。

最近、地球温暖化進行していて雪不足状態ですが、
ビッグキッカーの代わりにスモールキッカーで時間
の無駄にならないように切磋琢磨していくしかない
です。

選手　岡本 信彦

１．当初の目標（自己目標）
メダル目標です。最低でも入賞すること。

２．結果に対する評価
FIS公認のクロスと思って期待していたが、予想

以外に直行気味なコースでした。公開練習の終わる
時間の30分ほど前に左肩を脱臼しました。原因は
スタートの時でした。でも次の日の大会があるの
で、チームトレーナーに左肩をテープで固定しても
らい、思い通り試合に臨むことができました。でも
体重差によって負けました。

３．今後の課題
クロス大会にたくさん参戦したり、クロスのアイ

テム（ウェーブやキッカー）に対してどんなフォー
ムで対応するか？アイテムのどこでタイミングを取
るか？をたくさん研究しなから練習したいと思って
います。

選手　花島 良子

１．当初の目標（自己目標）
スノーボードクロス、スロープスタイル、ビッグ

エアの３種目ともメダル取得を目標

２．結果に対する評価
＊スノーボードクロス　10位

４年前のロシアデフリンピックでは参加者のほと
んどがフリースタイルメンバーであったため、今回
も同様であろうと思っていたが、実際はアルペン選
手の多くが参加した。

今回のクロスコースが甘くクロスらしくないコー
スだったことにより、ボードの性能とWAXで差が
出て負けてしまった。
＊スロープスタイル　４位

2018年12月に突然のハーフパイプ中止を知り、

2019年１月よりスロープスタイルに転向した。
国内でオフでもトレーニングできる人工ブラシの

ジャンプ練習施設やジブ練習施設でトレーニングし
たが、今回のデフリンピックまでの間で雪山での練
習がゼロだったため、雪山でジャンプ台の感覚を掴
むのに時間がかかってしまった。
＊ビッグエア　６位

基本的な滑りは安定して滑れていたが、雪山で
ジャンプ台の練習不足から技の面で負けてしまった。

３．今後の課題
＊スノーボードクロス

スノーボードの板をクロス用に変えて、１日も早
くボードの性能を知り、下半身を強化しながら滑り
こなせるようにしたい。
＊スロープスタイル、ビッグエア

今回の滑りおよび結果が自分の実力だと素直に受
け止め、今後は人工ブラシでの滑走トレーニングだ
けでなく、雪山でジャンプ台の練習を多く取り入れ
るようにする。

いつでもどこでもいろいろな技を余裕で出せるよ
うな動きを高めていきたいと思います。

選手　奥田 恵理子

１．当初の目標（自己目標）
①スノーボードクロス（SX）入賞
②スノーボードスロープ（SS）上位
③スノーボードビックエア（BA）上位

２．結果に対する評価
私は第19回冬季デフリンピック競技大会に初出

場しました。
去年の12月にハーフパイプの開催中止を知り急

遽３種目に変更して１年間練習を積み重ねました。
オフシーズン（雪のない期間）は強化合宿と個人で
自主練で、磨いて来ました。

オンシーズン（雪のある期間）の初滑りとして、
11月にスイスで強化合宿を行いましたが、大パウ
ダーとなっていた為、練習は出来ませんでした。

12月８日から現地入りしました。
雪山は、アイスバーンでした。
まずは、スノーボードクロス（SX）のコースと

スタート位置の確認が今季の初滑りとなり、更に公
開練習は半日しか滑れませんでした。

本番大会は、３人で競技し、スタート位置から出
遅れたがSコースに入る隙を追い抜けてから２位を
キープしようと思っていたが、ウェーブコースに入
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る所で３位の選手に追いつかれてしまいました。ま
た追い付こうと思ったが、ボードかWAXの差によ
りさらに離されたと感じた。焦りがあったのか身体
が浮いてしまいそのまま転倒、２回戦へ行けなかっ
た。
スノーボードスロープスタイル（SS）

初滑りでした。公開練習は１日やりました。
１ボックス（ジブ）２キッカー３キッカー４ドラ

ム缶（ジブ）
スタート位置から１つ目ボックス（ジブ）まで入

る距離が短くて、タイミングが難しかった。２つ目
と３つ目キッカーは距離感とスピードコントロール
が慣れなかった。雪上で、滑る感覚が違う事が１番
大きかったです。ドラム缶に慣れてない恐怖感があ
りました。何回も練習をやって慣れました。本番大
会は、天気は雨が降った影響や、塩撒きもあって、
滑る感覚が変わりました。１本目は、２つ目キッ
カーと３つ目キッカースピードコントロールが出来
なかった。

２本目は１つ目から３つ目アイテムまでいい流れ
へ行き４つ目アイテムはただ飛び越えていこうと
思っていたのですが大怪我をしてしまいました。ス
ピードコントロールができずに失敗に終わりました。

ただ４つ目が…控えめに軽くタッチだけで終われ
ばよかったと後悔が残っています。もし完璧だった
ら状況は変わっていただろうと思うと悔しいです。
スノーボードビックエア（BA）

１番自信があったのはビックエアでしたがスノー
ボードスロープスタイルで大怪我をした為棄権にな
りました。出場出来なくて悔しかった。

３．今後の課題
オフの間とオンの間は、やっぱり雪山の上は、感

覚とスピードコントロールと気持ちが違う事はわか
りました。オンの時も練習時間を多く沢山滑りなが
ら磨いたほうがいいと思いました。　　　　　　　

カーリング

監督　竹川 寿美子

１．選手・役員の選考基準・方法
選手のエビデンス（実績）について；

日本ろう者スキー協会に属するカーリングチーム
は、１チームしかありません。北海道にもデフ選手
が数名いますがシニア選手であったり、デフリン
ピックを目指す真剣さがないため、必然的にチーム

が決まってしまっています。デフリンピックのため
の選手（チーム）選考会（日本ろう者カーリング選
手権）を開催募集したところ、申し込みもありませ
んでした。しかしながら、今回の日本代表デフチー
ムは、常に合宿や試合をし、練習に励んでいます。

実績ですが、ロシアデフリンピックの後、海外大
会はソチ（第３回世界ろう者カーリング大会）とポー
ランド（聞こえる人の大会）の２つしかありませ
ん。このポーランド大会は、新メンバーの世界慣れ
という要素が大きく、また日程上、ベストメンバー
では戦っていないのでエビデンスとは言い難いので
すが、一応報告します。

・ソチ世界大会（第３回世界ろう者カーリング大会）
　 　2017年３月５日（日）から12日（日）にか

けて、ソチ（ロシア）のアイスキューブを会場
に、第３回世界ろう者カーリング選手権大会が
行われました。10 ヵ国参加の最終順位は以下
の通りです。

　１　カナダ
　２　ロシア
　３　アメリカ
　４　日本
　５　ハンガリー
　６　スイス
　７　ウクライナ
　８　韓国
　９　中国
　10　ポーランド
　 　日本は３位のアメリカに予選では勝利したの

に、３位決定戦での再戦で負けてしまいました
がメダル圏内の実力だといえるでしょう。また、
世界ランキングはデフカーリングでは最新と呼
べるものが、デフリンピック前には、この第３
回世界ろう者カーリング大会のものしかありま
せん。

・ポーランド大会について
ポーランドデフチームは、第３回世界ろう者カー

リング大会（ソチ世界大会）では10 ヵ国中10位、
ポーランド大会では12位です。

日本デフチームは、ソチ世界大会は４位、ポーラ
ンド大会では14位です。

この２つのデフチーム以外は、ポーランドのレベ
ルの高い聞こえる人のトップチームで、ラウンドロ
ビン（予選）を勝ち上がるのも難しい大会でした。

この大会でのポーランドデフと日本デフの勝数は
お互い１勝で同じなのに予選の抽選による位置によ
り、最終順位に差が出たのはそのためです。（今回
のデフリンピックではポーランドデフチームは４位
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でしたが、実力は同等だと思います。）
また、一番最近の国内公式大会（聞こえる人の公

式戦：第32回青森県カーリング選手権大会（2018
年12月１日〜２日）並びに、第32回東北カーリン
グ選手権大会（2018年12月22 〜 24日）ではこれ
までよりも順位をあげていますので、こちらもエビ
デンスとしました。

・青森県カーリング選手権大会
　優勝：Big Bang
　２位：青森ジュニア
　３位：レジェンド
　４位：チームデフ
・東北カーリング選手権大会
　優勝：レジェンド（青森県）
　２位：Big Bang（青森県）
　３位：まべちがわ（岩手県）
　４位：UNKNOWN（宮城県）
　 　チームデフは東北カーリング選手権大会の予

選リーグで３位でした。（各組２位以上で決勝
ラウンドへ進出）

　 　東北選手権では青森県チームが１位２位を占
めていて、青森県で勝ち上がるのが聞こえる人
のチームでも難しいことをアピールします。

役員（スタッフ）選考基準について；
今回、選手団のカーリングチームのスタッフとし

ては４人いました。元々チームに貢献している聞こ
えるコーチとトレーナー、他に、国際手話通訳者、
監督です。公費スタッフとして認められるのは３人
までと言われていたので、私（監督）は行くのを止
めようと考えましたが、聴覚障がい者のスタッフ（監
督）がいないこと、試合中は試合エリア外に国際手
話通訳者が１人になること、コーチやトレーナーが
本来の業務以外での雑用が増えてしまうこと、など
を考慮し、参加することにしました。トレーナーは
日本の手話の手話通訳士でもあり、国際手話も多少
はわかりますが、TD会議など大事な話し合いの時
にはもっとできる国際手話通訳者が必要との判断よ
り国際手話通訳者は削れませんでした。本当はス
タッフは５人いてもよいと思っていましたが、連盟
本部の助けにより結果的に４人でも業務的に間に
合ったと考えています。

２．総評
デフリンピックを通して思ったことを雑感として

書きます。

・スポーツドクターについて
　 　普段はカーリングチームにドクターはいない

ので、これまで栄養管理や健康管理、服薬管理
など自分たちで元々やっていましたが、今回デ
フリンピックに参加するにあたり、スポーツド
クターの同行があるとのことで、もっと選手に
対してのサポートがあると思い込み、期待して
いました。

　 　今回、マデージモ（カーリング）会場で選手
団が２か所のホテルに分かれてしまった為、選
手団本部同行のスポーツドクターと選手とのホ
テルが別になってしまったのもサポートが弱
かったと感じる一因かもしれません。

・本部携行薬剤一覧
　 　日本出発前に医科学委員のメディカルスタッ

フから貰っていたマデージモへの携行薬剤一覧
と、実際に相違があったので、少し不信感を覚
えました。また、もともと携行薬剤一覧にない
ことは分かっていましたが、予想外に選手たち
の便秘が多くあり、便秘薬の携行がなかったの
が、私も不準備だったので悔やまれました。デ
フリンピック後半に、女子チームの視察目的で、
カーリングチームの村外スタッフが派遣されて
くる予定があったため、便秘薬を頼むことがで
きて窮地をしのぐことができました。また体の
痛みを訴える選手に対応するための「さらし」
を持ってきてもらったり、カイロの補充をお願
いしたりしましたので、現地に行ってからの不
足物質を補給するスタッフがいるのはとても役
に立つと感じました。

・1人1役？
　 　ドーピング検査に呼ばれた場合、日本出発前

のオリエンテーションでは「メディカルスタッ
フと一緒に行くよう」話がありましたが、メディ
カルスタッフの範囲を本部に確認すると、本部
が選任したスポーツドクターということでし
た。スポーツドクターは手話ができないため、
本部帯同の手話通訳者も選手と一緒に行くとの
こと。しかしこの手話通訳者は国際手話が不得
意であるため、結局、カーリングチーム帯同の
メディカルスタッフ兼手話通訳士がスポーツド
クターに付き添うことになりました。ここで言
いたいのは、大会中には、スタッフが赴く場合
に人数制限があることがよくあるので、一人一
役のみのスタッフではなく、もう少し兼任でき
るスタッフを取り入れるべきではないでしょう
か？医師、看護師、英語ができる人、日本手話
ができる聞こえる人、国際手話ができる、など
と、１人１役だと何人もスタッフが必要になる
ため、人員を減らすために「英語、日本手話、
国際手話ができる」「手話ができる医療従事者」
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のようなマルチなスタッフを同行させるべきで
はないか。今後の人材育成が課題かなと思いま
した。

・本部スタッフの喫煙について
　 　改正健康増進法が2019年７月１日に一部施

行し、2020年４月１日には全面施行されます。
このため、スポーツ施設における受動喫煙防止
のガイドラインを定めたり、禁煙宣言をする
スポーツ事業団が増えています。また、東京
2020大会では国際オリンピック委員会（IOC）
の「たばこのない五輪」という理念に基づき、
期間中、競技会場の敷地内は完全禁煙になるそ
うです。こうした時流から、スポーツに関わる
全日本ろうあ連盟スポーツ委員会内での禁煙を
推進した方がよいと考えます。選手に同行する
以上は禁煙すべきですし、JAPANのユニフォー
ムを着た状態で公共の場で（例え喫煙所であっ
ても）喫煙しているのはいかがなものかと思い
ます。

・選手特性、コーチ特性
　 　カーリングチームの今回のデフリンピック

は、これまでの成績を考えると振るいませんで
したので、とても残念です。冒頭での選手選考
のエビデンスにも少し書きましたが、ポーラン
ド男子デフチームは結成２年ほどですが、実力
を伸ばしています。ポーランドチームは、指導
者を変更し、その教え方が自分たちに合ってい
て上達できたとのことでした。現在、日本デフ
チームは青森市に拠点に置き、コーチも青森市
内在住の方に担っていただいています。私が勝
手に感じていることですが、青森県在住の選手
やコーチは全般に「津軽じょっぱり」気質（頑
固さ）が強く、聞く耳を持たないところがあ
り、選手においては指導してもなかなか改善し
なかったり、コーチにおいてもろう者に対して
理解しやすい指導方法についての提案をしても
受け入れてもらえなかったりということがあり
ますので、手話を多少は覚える気持ちのあるよ
うな、若くて柔軟な頭を持つ指導者や選手を育
てていきたいと思います。

　 　特に、私たちは補助金という税金を使わせて
いただきながら練習をしているので、楽しむた
めにデフリンピックに参加しているわけではな
いということも言っておきたいと思います。

・チーム間の連携について
　 　受傷について帰国後に倉野総務から「今回の

できごとは、スノーボードチームだけでは対応
できず、またスキーやカーリングチームの責任
者と相談しようにも、そんなにチーム間のフォ

ロー関係は見られなかったように思いました。
本当は、現地で本部とデフスキー協会と善後策
を協議しながら対応できると良かったのです
が、（中略）今後は、各チームを統括する立場
の方が選手団に入っていただくことが今回の出
来事をこれからに活かすことにつながるのか
なと思います。」とありましたが、私としては
ちょっと心外です。というのは、現地でなにも
相談されていないし、そもそも報告を受けてい
ませんでした。スキー協会内のトレーナー連絡
網にて、たまたま知り、マデージモ対応医師を、
ケガ人のでた会場へ行っていただくことを再三
提案しましたが、ホテルの部屋がないことを理
由に医者を向かわすこともなかなかできなかっ
たようです。

　 　本部からも相談・報告ありませんでしたが、
考えてみると確かに他のチームからも相談・報
告を受けていないこともあり、本来ならば日本
ろう者スキー協会の危機管理規程にのっとり、
スキー協会会長に連絡すべきところできません
でした。

　 　倉野総務の「今後は、各チームを統括する立
場の方が選手団に入っていただくことが今回の
出来事をこれからに活かすことにつながるのか
なと思います」とあるように、次回は公費スタッ
フ数を増やしていただけるよう願っています。

・開催国イタリアのオーガナイズ
　 　今回、イタリアの国民性なのか、オーガナイ

ズ（企画して催す）力が細かいところまで行き
届かず、待ち時間や検査機関の不備が散見され
ました。また、日本が交渉下手ではないのかと
思うこともありました。

　 　日本が宿泊するホテルが、向かいとはいえ２
か所に分かれてしまいました。イタリア側から
すると、出来るだけ希望に沿ったつもりなので
しょう。韓国や中国、ハンガリーなどは、下見
に来た段階で、主催国のイタリアに任せてはお
けないとの判断から自分たちで予約をしたらし
いです。ただ、日本が宿泊したホテルは組織委
員会オフィスや試合会場に近く、便利なところ
ではありました。

　 　聴力検査のために、カーリングチームから２
名の選手がマデージモからキアベンナに連れて
いかれましたが、結局（設備の準備不足なのか
どうかは不明ですが）検査はせずに戻ってきま
した。マデージモからキアベンナまでは急勾配
のつづら折りの山道であり、選手が無駄に疲労
しました。後日改めて聴力検査が行われたが、
検査場所は宿泊ホテルから徒歩数分の、マデー
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ジモ組織委員会オフィスの建物内でした。
　 　閉会式の旗手をカーリングチームから選出し

ていましたが、閉会式に選手がステージに行く
ような演出もなく、日本選手団は観覧席もなく、
また、閉会式が始まってから入場を促されたこ
とも拍子ぬけしました。旗手予定の選手はがっ
かりしていました。

・連盟本部スタッフ
　 　マデージモ（カーリング）会場に派遣された

連盟本部スタッフには特にいろいろ手助けをし
ていただき、ありがとうございました。カーリ
ングチームスタッフがもう一人いても（５人い
ても）よいかなと初めは考えていましたが、結
果的に４人で間に合ったのは、本部スタッフが
こまめにTD連絡を確認してくださったおかげ
ですので、とても助かりました。また、連盟の
ホームページ更新もこまめにしてくださったお
かげで、試合状況や選手の様子などをチームか
ら日本へこまめに発信しなくてもよかったの
で、本当にありがたかったです。本部スタッフ
がカーリングチームの（ひいては選手の）手助
けをしてくれたと実感しました。

コーチ　石田 順一

１．自己の役割とその評価
私は前回のデフリンピック後にコーチを引き受け

約３年半選手とともに活動してまいりました。
２年前の世界選手権では４位という結果からデフ

リンピックではメダル獲得を目標に練習に励んでま
いりましたが、今回の大会に参加してみて各国チー
ムが以前に増して強化をしてきていることを感じま
した。残念ながら日本チームのオンアイス（氷上）
での合同練習量は選手の勤務の都合もあり1年間で
30日にも満たない環境であることから、他国との
練習量を比べて著しく劣っているのが現状でした。

練習内容につきましては日数が少ないことから試
合を想定した質の高い練習内容を計画しましたが、
フィジカルトレーニングは各個人で一生懸命行って
おり持久力も以前より確実についたものの、重要な
オンアイス（氷上）トレーニング（青森・盛岡など）
が１ヶ月２〜３日ではレベルの高い技術の習得は難
しい状況でした。したがって、基礎トレーニングで
ある安定したスライディングや正確な方向にデリバ
リーできるフォームのチェックをするとともにウエ
イト（投げる強さ）の出し方を中心に多くの練習時
間を割いてきて最低限、ショット成功率60％を目
標に置いて指導してまいりました。大会地では試合

前と試合後のビデオを見ながらのミーティングも欠
かさず行い、日本チームの強い点と弱い点について
選手に意識させてきました。現実にはショット率
が50％を下回る試合が数多くあり作戦を立てても
ショットが不正確なために思うように試合の組み立
てが出来ず集中力に欠けた点が多々ありました。参
考までに５位となりメダルに手が届かなかった韓国
男子チームと比較するならば、彼らはデフリンピッ
クのために６ヶ月間毎日練習したとコーチが話して
いました。

さらに、男女優勝した中国、準優勝したロシアは
次元の違う正確なショットができておりカーリング
の練習に時間を割けるプレーヤーでチームを構成し
勝つために十分なオンアイストレーニングを積んで
きたことが強さに繋がっておりました。強さは練習
量に比率しており今後の課題となります。

２．今後の課題
日本におけるろう者のカーリングプレーヤーは少

なくデフリンピックの代表決定戦を計画しましたが
１チームのみのエントリーで競争原理が働かない状
況にあります。課題としてはろう者のカーリング人
口が極端に少ないことにあります。カーリングを普
及しプレーヤーを増加させることができればナショ
ナルチームの選考も可能になります。

そのためにはカーリング施設のある下記の都市
にプレーヤーやチームが存在しなければオンアイ
ス（氷上）トレーニングがままならず現在の状況と
変わらないことになります。世界大会でメダルを獲
得するためには常時練習の出来る環境にいるプレー
ヤーが覚悟を持って目標に向かう姿勢が必要です。

私達は将来のことを考え青森県聾学校の生徒に興
味をもってもらうために学校に出向きカーリング体
験の企画を提案し実行してきました。今後も地道に
活動を続けて行く必要があると感じております。全
国にカーリング専用施設のある都市は非常に少なく
札幌・名寄・稚内・妹背牛・帯広・青森・盛岡・新
潟・軽井沢・上尾・宇治などの地域にしかありませ
ん。室内スケート場や屋外仮設リンクで行っている
都市もありますがカーリングは凹凸がなくフラット
なアイス面が必要ですので楽しむカーリングだけで
あればそれでも良いのですが、競技としてのカーリ
ングをするためには向いていません。各地域にろう
者のカーリングチームが数多く出来て全国大会を開
催し切磋琢磨できる機運が生まれることを期待して
おります。

今回カーリング種目に男子１チームでも参加でき
て世界のカーラー（カーリングする人）と交流し友
情が育まれたことに感謝し報告といたします。
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メディカル（トレーナー）　手話通訳（日本・国際）
宮原 麻衣子

１．自己の役割とその評価
① 主に、選手のコンディショニングを管理。毎朝

の体重と体温、脈拍をチェック。毎食の栄養素
と摂取量をチェック、試合中は、休憩中の捕食
を準備し必要な選手に摂取させるなど。 毎日
の体重変化と運動量から、必要な栄養摂取を日
本にいる管理栄養士と連絡を取りながら選手に
アドバイスを行なった。朝食では脂質が多いメ
ニューだったため、ホテル側にお願いをし夕食
に残った野菜やゆで卵をプラスしてもらうなど
した。また試合中の補食については、主にフルー
ツやチョコレートを食べることが多かったが、
今回のカーリング場は室温がかなり低かったこ
ともあり、暖かいものも準備した。連日の試合
で、選手の疲労が朝の脈拍数に表れたため、休
憩の時間を多く取ったり、鍼治療を実施するな
どの配慮をしたが、スケジュールそのものがか
なりタイトだったため、疲労が蓄積された状態
で次の試合に挑まなければならないこともあっ
た。

　 特に大きな怪我もなく、体調不良の選手も出ず、
無事に試合に臨めたが、勝ちが先行しないため
に、メンタル的に普段の力が発揮できない状況
が続いた。今後、メンタルの強化が課題の１つ
であることを改めて感じた。

② 主に、コーチと選手間の通訳、TD会議や審判
長とのやりとりの通訳を担当した。試合後の振
り返り（ビデオ撮影した試合の様子をチェック
し戦術やコミュニケーションなどをチェックす
る）では、次回の試合の修正点をコーチから指
導されるので、選手１人１人に確認をしながら
進めた。ただカーリング競技は試合そのものが
長く、また試合数も多いため、かなりの時間を
要した。また、TD会議では競技ルール等の重
要事項が話されるため、同席した国際手話通訳
と確認を取りながらコーチへ伝えた。また試合
中は、コーチ席に入ることができたのは私１名
だったので、審判や審判長との通訳は私が担当
した。試合中のタイムアウトでは、選手とコー
チ間で話ができるのはたった１分しかないの
で、的確かつスムーズに伝わるよう努めた。

２．今後の課題
① 上述したが、「勝ち星」が選手の試合のテンポ

を作る何よりも効果的な薬である。今大会は前
大会と違い、負けが先行したため、なかなか自

分たちのペースで試合運びができず負けてし
まったため、今後は、追い込まれた状況におい
ても、慌てず、 自分たちのカーリングができる
ようなメンタル強化をトレーニングにこれまで
以上に組み込んでいきたい。カーリングは試合
数も時間も長く、また氷上のチェスと言われて
いるように頭も使う競技であるため、疲労をど
のように減らすかが重要である。ホテルの環境
を整ええたり、食事に変化を与えたりはもちろ
んのこと、移動にかかるストレスも軽減できれ
ば良いと思った。

② 本部の手話通訳が担う範囲と、チーム付きの手
話通訳が担う範囲が少し曖昧だったように思
う。本部とチームのより細かな打ち合わせが必
要であると感じた。 

 

国際手話通訳　砂田 武志

１．自己の役割とその評価 
今回は国際手話通訳者として派遣されました。

2009年夏季デフリンピックに初めて派遣され、そ
れ以降10年間で８回にわたり、スポーツ国際手話
通訳を務めていました。今回は、初めて日本選手団
のスタッフの一員としての派遣でした。

スポーツ国際手話通訳の役割は、コーチや選手等
の間において、通訳を行うことでした。

また、試合中だけでなく、オフタイム時のコミュ
ニケーション通訳を行うことも役割のうちです。ま
た、国際通訳手話を行う場面は、練習や試合以外に
もインタビューやTD会議、各国交流等であり、幅
広いのが特徴です。例えば、次の対戦に関する打ち
合わせや、過去の試合を振り返るときなど、コーチ
や選手が意見を交わすことがあります。そういう場
面でも、国際手話通訳を行います。その際は、話者
の意図を理解した上で訳出を行うよう心掛け、選手
やコーチ陣に伝えるようにしました。 

一方、選手から依頼があり、プライベートな場面
で通訳をするときもあります。 

選手が慣れない土地でも最高のパフォーマンスを
発揮できるように、生活全般をサポートすることも、
スポーツ国際手話通訳者の役目であり、それを果た
すよう努めました。 

ただ、プライベートな場面では、国際手話力（公
式単語）があっても、他国の方々の国際手話を理解
するとは困難であることがわかりました。なぜなら、
プライベート場面及び地元で話されている国際手話
は、非公式国際手話単語だからです。当然のことな
がら、自分が理解できていないことを日本選手団に
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伝えることはできませんでした。 
そして、カーリング競技のルールを熟知している

ことは当然ですが、まだまだ完全に覚えていなかっ
たため、焦ることもありました。 

結団から解散まで２週間という長期間でありまし
たが、始まってしまえば、あっという間に終わって
しまった印象です。 

なによりも、無事に終わったので、ほっとしてい
ます。 

 
２．今後の課題 

スポーツ国際手話通訳は、一般国際手話通訳とは
異なり、言葉だけでなく、話し手の感情や思想まで
を伝える能力が必要です。また、勝った場面と負け
た場面では、通訳の表現方法が異なります。自身は、
この表現能力が欠けており、真剣に伝えても、選手
には冗談のように受け止められ、上手く伝わらない
ことがありました。 

また、カーリング日本選手団とともに過ごす時間
を大切しなければならないと気付きました。 

そして、フリーランスと違って、時には選手たち
の信頼を得るためにはチームの一員として振る舞
い、コーチ陣の信頼を得るためはやはり一員として
行動しなくてはならないとわかりました。 

このように、通訳技術よりもまず信頼してもらえ
ること、そしてチームプレーヤーであることが求め
られます。これらは、クリアしなければならないと
いう今後の課題です。その課題解決のためにも、自
分もカーリング競技を体験してみたいと思います。
今後、またスポーツ手話通訳を活動する中で、実績
を重ね、信頼されるスポーツ国際手話通訳者を目指
したいと思います。 

最後にカーリング選手、コーチ陣の皆様、本部の
皆様、今回は、いい機会を与えていただき誠にあり
がとうございました。 

チーム代表　荒谷 淳一

１．当初の目標（自己目標）
メダルを獲得することが目標。
４年前のデフリンピックでは５位、２年前の世界

選手権では４位のため、今回のデフリンピックこそ
はメダル獲得したい。

２．結果に対する評価
デフリンピックの出場チームが２年前の世界選手

権よりも全体的にレベルが上がっており、日本チー
ムのレベルは下がってしまった。

日本では標高が低く、デフリンピック会場は標高
1,500mという日本とは異なる環境で思い通りにや
れなかった原因もある。

それも海外での合宿が行われなかったからでもあ
りえると思う。

３．今後の課題
年齢のことも足のこともあるため、選手継続する

かどうかは未定だが、チームメンバーの年齢的には
高齢なので、新しい若い方を育成を努めたい。

　
セカンド（中盤頃からサード・フォース）　荒谷 飛翔

１．当初の目標（自己目標）
我がチームのメダル獲得を目標とし、コミュニ

ケーション力とスィープの役割をしっかり自覚し
ながら、作戦を図ること。個人でショット成功率
50%以上を必ず出すようにデフリンピック大会で
今までの合宿の練習通りに意識しながら挑む。

２．結果に対する評価
12チーム中10位でメダル獲得を逃した。初めか

ら私がセカンド担当としてチーム貢献に努めたが４
人のショット成功率と比較すると、私の方が判断力
とショット率が良いので中盤頃からサード担当とバ
イス担当にされた。最後にフォース担当にされたの
で、責任が重く、覚悟が必要だった。バイス担当で
は判断力遅れでストーンがぶつかることがよくあ
り、対戦に勝てなかったのは私の責任だった。突然
サード・フォース担当とバイス担当を務め、緊張感
やプレッシャー感があったが、勝ちたい気持ちを込
めて頑張ったのが良かったです。

３．今後の課題
前回デフリンピックの５位から10位に下がった

ことで、チームの体力、戦術、コミュニケーション
力の不足または合宿の数とチームのモチベーション
が足りない等、様々な課題があると思う。各国チー
ムを見るといつものメンバーだけなく、若い世代が
増え、より選抜してベストなチーム作りをされる形
に見られる。日本では、国内でチームが１つしかな
い為に、さらに多数のチームを作り上げないといけ
ないのが私の課題。今は２年後の世界選手権大会、
４年後のデフリンピックでメダル獲得を目指すこと
しか考えられない。そして自分の体力をさらに高め
るにはトレーニングを定期的に実践し、戦術面を
しっかりと理解することを努めていく。
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選手（サード、リード）　米田 義光

１．当初の目標（自己目標）
メダルを目標はメダル獲得すること。
チームとコミュニケーションをしっかり取り、作

戦も含め、自分もメンタルに負けずに、今までの練
習通りでベストを尽くすことでした。

２．結果に対する評価
参加12か国中10位という結果でメダルを逃がし

てしまいました。カーリング場は寒く慣れない環境
であり、スケジュールもハードでした。チームの
ショット率を考えると、モチベーションが上がらな
いのか、いつもよりは低く、私個人もメンバーの中
で最悪であり、サードからリードに変更になった。
急な変更でメンバーは戸惑ってしまい、大変申し訳
ないと思いました。試合は僅差ばかりでしたが最後
まで諦めないのが良かったと思います。

３．今後の課題
今後に向けて、若いメンバーの育成が必要と感じ

ました。しかし、全国に１チームしかない為、増や
すことが必要と感じます。チームも早目に戦略面を
もう一度勉強し、試合中も悪い癖を無くしてショッ
ト率を上げ、コミュニケーションもしっかりと投順
も固定が必要と感じました。

選手　中村 鉄哉

１．当初の目標（自己目標）
一番の目標は、試合に出場して、チームの目標の

金メダル獲得に貢献することでした。私は、デフリ
ンピックは２回目の参加でしたが、４年前は補欠と
してサポートする役割で終わり、試合には出場出来
なかったからです。その悔しさをバネにこの４年間、
練習を重ね努力を積み上げてきました。

また、試合に出場し、狙ったところにストーンを
投げ、チームのためにベストを尽くすことでした。
そのために、自分の体調、メンタルをいい状態に維
持することを目標としていました。

２．結果に対する評価
参加12チーム中10位という結果に終わりました。

予選リーグで７連敗し、決勝に進むことが出来ず、
メダル獲得も消えた時は残念で悔しい思いでいっぱ
いでした。その後、スイス、イタリア戦に参加し勝
利することが出来たのは良かったと思います。

チーム全体の実力は、他の国に負けているとは

思っていません。小さなミスが続いたのは何が足り
ないのか、実力が出せる環境作りを考えることが大
切だと思います。

３．今後の課題
正確なショットを目指して練習をすること、お互

いに皆の意見をよく聞くことが大切だと思います。
友人の紹介でカーリングを始め、冬季デフリン

ピックの存在を知りました。耳のきこえない自分達
でも（デフ＋オリンピック）に出場し、外国の選手
達と戦うことができる、そんな機会があると知り、
わくわくして練習に参加してきました。今回は残念
な結果となりましたが、今までの努力の日々は、大
きな意味のあるものだったと強く感じています。次
の世代のきこえない子供達へ、デフリンピックの存
在をもっと知ってもらうように、青森県ろうあ協会
や学校等に呼びかけて選手層が厚くなるようにして
いきたいと思います。

セカンド（リード）　松橋 要

１．当初の目標（自己目標）
初デフリンピックでしたが、私以外のメンバーは

過去の大会で上位の成果を残したので、今回のデフ
リンピックはメダルを取ることが目標でした。デフ
リンピックの知名度を日本中に広めるために、良い
結果を残すこと。また、日本の皆さまに微力ながら
夢や希望、そして勇気を少しでも与えれる意志を
持っていきたいと強く思っていました。

２．結果に対する評価
標高（環境も含む）の高いところでカーリング試

合は初めての経験でした。不慣れもあり、スケジュー
ル的にハードだったと思う。海外での強化合宿はあ
まりなかったので、実績が乏しいこともあり、最終
的な結果に繋がったのではないかと思う。記憶から
取り除くことができない大会でした。しかし、大き
な糧を得た大会でもありました。
・2013年と2017年の世界選手権大会、2015年の
ロシアデフリンピックに１度も勝てなかったスイス
チームに打ち勝ったこと。
・連続１位中国、２位ロシア、そして３位フィンラ
ンドにコンシードせず、最後まで僅差で闘ったこと。
・スイスチームのコーチ、マリアンヌ・フロトロン
さん（現役時代に世界大会などで多くの成績を残し
た凄い選手だった）から評価をいただいたこと。
　今回、悔しい思いを経験に活かして、今後のデフ
リンピック競技大会、デフカーリング世界選手権大
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会に向けて糧の基盤を作れたと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　

３．今後の課題
４年に向けて強いチームへと新たに団結しなけれ

ばならないと思う。また、物理学も含めて、勝てる
戦略を一から学ばなければならない。海外への強化
合宿や練習試合などで百戦錬磨して、４年後のデフ
リンピックでのメダル獲得へ貪欲に挑みたい。

06_報告大会結果9.5.indd   5306_報告大会結果9.5.indd   53 2020/05/15   17:52:092020/05/15   17:52:09



- 54 -

●今大会における受傷、またその対応について
　・受傷者：スノーボードフリースタイル選手（女子）
　・受傷競技：スノーボードフリースタイル　スロープスタイル（12 月 18 日）
　・傷病名：第二腰椎の破裂骨折　

【今回の課題】
　・受傷時、本部が分かれたことによる情報共有体制・現場責任者不在の問題
　・家族との対応の問題（緊急時対応）・非常時の家族の付き添いの重要性
　・競技団体内（チーム内）での危機体制についての認識および協議不足、本部との連携不足

【今後の改善点】
　・緊急時の本部の指揮系統のマニュアル化（現地及び日本での「責任者、連絡体制」の決定）
　・メディカル体制の見直しについて（競技団体からの「チームドクター」の派遣）
　・�受傷への対応とともに選手のメンタル面へのケア及び日本代表選手へのメンタルトレーニングのサポー
ト向上

　・競技団体との関係、受傷時の対応について（書面での覚書等の作成）
　・緊急連絡先の把握と日本との連携（後方支援体制）の確認
　・提出書類等の見直し（緊急連絡先の記載方法、家族や職場への連絡について）

（現地時間）
12 月 18 日 競技中に転倒。ソンダロの病院にヘリコプターにて搬送され、現地時間夕方６時頃緊急手

術。帯同ドクターが病院に付添。手術は成功。
12 月 19 日 入院開始。神経等に損傷はないが、下手に動かすと下半身麻痺になる可能性があるため、

長期の入院見込み。当初帰国日（23日）の帰国は不可能となる。日本から在ミラノ総領事館・
スポーツ庁・ＪＰＣに受傷報告。

12 月 20 日 ドクター付添。連盟より本人の職場に第一報の連絡。付添として連盟職員を残すことを決
定。日本から連盟職員２名（ろう者・聞こえる人、ともに女性）の派遣を決定。現地では
ドクターが引き続き付添。旅行会社より保険会社に連絡を入れ、現地通訳・滞在場所の手
配を行う。

12 月 22 日 付添職員・現地語通訳が付添開始。この頃から本人のリハビリ開始。
12 月 24 日 日本からの職員が現地到着し引継ぎ。帰国に向けての段取りを整理。
12 月 25 日 付添職員帰国。
12 月 26 日 帰国方法・空港からの搬送方法、帰国後の入院・自宅搬送とするか等を調整。日本ろう者

スキー協会と情報共有開始。
12 月 27 日〜 30 日 本人が個室から大部屋に移動。12 月 28 日に抜糸。帰国便は現地 12 月 31 日発、日本１

月１日着で進める。帰国後日本の手話通訳の調整。
12 月 31 日 本人・帯同職員２名帰国。病院⇒空港は救急車。日本の空港からも救急車で自宅に搬送。

本人の精神状態を勘案し、空港での出迎えはなし。
（以下、日本時間）
１月９日 地元の病院を受診（初診）。
１月 14 日 地元の病院を受診（再診）。担当医より安静のため入院を指示される。
１月 17 日 地元の病院に入院。主に安静と経過観察。
２月 16 日 退院。今後、６ヶ月に１度　通院予定。

06_報告大会結果9.5.indd   5406_報告大会結果9.5.indd   54 2020/05/13   16:22:012020/05/13   16:22:01



資　料

07_資料1.indd   107_資料1.indd   1 2020/04/23   16:18:492020/04/23   16:18:49



- 55 -

07_資料1.indd   207_資料1.indd   2 2020/04/23   16:18:492020/04/23   16:18:49



第第 1199 回回冬冬季季デデフフリリンンピピッックク  日日本本選選手手団団編編成成ににかかかかるる指指針針  

((全全日日本本ろろううああ連連盟盟デデフフリリンンピピッックク派派遣遣委委員員会会  22001199 年年３３月月 1100 日日策策定定))  

 

第 19 回冬季デフリンピック大会に 

(1)高水準の競技に適切な準備ができている競技者を派遣し、 

(2)競技者が持てる能力を出し切れる環境を整えて｢ロシア 2015｣以上の好成績を修める

ために、 

全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委員会は日本選手団編成にかかる指針をここに策

定し、全日本ろうあ連盟 2018 年度第４回理事会承認後の 2019 年３月 10 日をもって発表さ

れるほか、文科省および厚労省、日本パラリンピック委員会にあらためて報告されるほか、

国民広く公開されるものである。 

各競技団体はこの指針をもとに冬季デフリンピックでメダルを競えるための選手強化及

びチーム編成準備を行う。 

 

★代表選手推薦の手順（予定） 

・2019 年４月  競技団体より推薦選手リスト提出 

・2019 年７月  全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委員会にて代表候補選手団員内定 

・2019 年９月  全日本ろうあ連盟デフリンピック派遣委員会（臨時）にて代表選手団員 

決定 

・2019 年 10 月  最終エントリー 

 

★代表選手推薦基準について 

高水準の競技に対応する準備ができていて、メダルの可能性がある競技者のみを｢冬季デ

フリンピック 2019｣に日本代表として派遣するために、各競技団体は次に示す推薦基準に

基づいて選手の推薦を行う。スタッフについては基準を特に設けないが、各々の役割にお

いて専門性を有していることが求められる。 

各競技団体は推薦する選手・スタッフがデフリンピックの精神を認識し、かつデフリン

ピック大会規則及び該当競技規則と世界アンチ・ドーピング規定について理解しており、

日本選手団員として責任ある行動をとることを保証しなければならない。 

 

◎ICSD 規約によりデフリンピックに参加する聴覚障害を持つ選手団員は ICSD の会員でな

ければならない。新しく参加する選手は 2018・2019 年度において全日本ろうあ連盟会員

でなければならない。 

前大会（ロシア 2015）出場選手は、2016・2017・2018・2019 年度において会員でなけ

ればならない。 

（尚、推薦基準をクリアした選手の年齢が高校生でも会員登録は必須とする） 

 

◎全日本ろうあ連盟が主催するろうあ者冬季体育大会への出場を原則として義務とする。 

 

①日本選手団編成にかかる指針
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《推薦基準》 

※アルペンスキー競技 

（１）2017 年開催の世界選手権大会でベスト８の成績をおさめること 

（２）FIS・SAJ 公認等の公認大会、ジャパンパラリンピック等の公認大会で好成績をおさ

めること 

●上記のいずれかを満たすこと 

(上記公認大会に強化選手が複数出場して各選手の成績を比較できるようにする) 

 

※アルペンスノーボード競技 

（１）2017 年開催の世界選手権大会でベスト８の成績をおさめること 

（２）FIS・SAJ 公認等の公認大会で好成績をおさめること 

●上記のいずれかを満たすこと 

(上記公認大会に強化選手が複数出場して各選手の成績を比較できるようにする) 

 

※ハーフパイプ競技 

 開催国の事情により開催無し。 

 

※スノーボードクロス競技 

（１）SAJ 公認等の公認大会で好成績をおさめること 

(上記公認大会に強化選手が複数出場して各選手の成績を比較できるようにする) 

 

※クロスカントリースキー競技 

 今回は派遣なし。 

 

※カーリング競技 

（１）2018 年度中に国内で大会もしくは競技会を実施すること。チーム総数は原則４チー

ム以上が望ましい。 

（２）2017 年の世界選手権大会でベスト８の成績をおさめること 

（３）JSA(社団法人日本カーリング協会)等の公認大会で好成績をおさめること 

●上記のいずれかを満たすこと 

 

※スロープスタイル競技 

（１）JSBA(日本スノーボード協会)等の公認大会で好成績をおさめること 

(上記公認大会に強化選手が複数出場して各選手の成績を比較できるようにする) 

 

※アイスホッケー競技 

 今回は派遣なし。 
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②派遣スケジュール
年 月　日 内　容

2018 2 月 10 日 -12 日 第 43 回全国ろうあ者冬季体育大会 於岩手・雫石スキー場
7 月 5 日 イタリア政府の承認が得られ、9 月に提

携するとの連絡あり
7 月 15 日 -16 日 2018 年度第 1 回理事会・第 1 回デフリ

ンピック派遣委員会
今後のスケジュール確認

9 月 ICSD ウェブサイトにて大会日程・開催
地が公開される

10 月 旅行会社・ユニフォーム会社へ見積依頼 
在イタリア大使館担当紹介依頼

10 月 31 日 オンラインエントリー／アクセス担当
者の連絡

11 月 10 日 2018 年度第 2 回理事会・第 2 回デフリ
ンピック派遣委員会

今後のスケジュール確認 
下見・本番の旅行会社からの見積内容確認

11 月下旬 旅行会社、ユニフォーム会社の決定
12 月 5 日 ICSD から各国へ Official Invitation 

Letter が配信される
12 月 16 日 JPC 競技別指導者講習会助成事業 次回デフリンピックに向けての研修会②

2019 1 月 25 日 予備エントリー提出
2 月 5 日 -9 日 事前視察 競技会場、治安等の確認

2 月 22 日 競技団体へ推薦資料提出依頼 推薦調書、ユニフォームサイズ表、健康診断書、
薬物調書、聴力検査表、連盟会員確認書

3 月 10 日 2018 年度第 3 回連盟理事会・デフリン
ピック派遣委員会

日本選手団の編成にかかる指針の最終確認・発
表

4 月 加盟団体へ会員確認協力依頼
4 月下旬 選手団ユニフォームの発注

5 月 聴力検査表の提出依頼（新規選手のみ）
6 月 29 日 -30 日 2019 年度第１回スポーツ委員会 推薦調書の確認、派遣日程、交通費支給規定、 

スローガン等の検討
5 月 実行委員会へ宿泊申し込み

7 月 13 日 -14 日 第 2 回理事会・第 2 回デフリンピック
派遣委員会

選手団員内定、スローガンの決定

8 月 選手団主将・旗手の選定
10 月 6 日 -11 日 直前下見 競技会場、治安等の確認

10 月 8 日 2019年度デフリンピック派遣委員会（書
面）

選手団員決定

11 月 12 日 ICSD へオンラインファイナルエント
リー提出

11 月 13 日 ICSD へフライトインフォメーション提出
11 月 22 日 第 3 回デフリンピック臨時派遣委員会 視察報告、今後のスケジュールの確認
11 月 22 日 秋篠宮皇嗣同妃両殿下　ご接見
11 月 22 日 壮行会 於都市センターホテル
11 月 23 日 オリエンテーション
12 月 8 日 日本選手団　出発

12 月 12 日 開会式
12 月 21 日 閉会式
12 月 23 日 日本選手団　帰国

2020 2 月 6 日 秋篠宮皇嗣同妃両殿下　ご接見
2 月 17 日 入賞者等に係る文部科学大臣表彰式お

よび天皇・皇后両陛下拝謁
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様式2（団体） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦選選手手候候補補一一覧覧表表

様式２（団体） 第19回冬季デフリンピック　　日本代表推薦選手候補一覧表

競技名

選手候補が各競技における推薦基準をクリアしているかどうか、及び選手候補推薦をどのようにして行ったか等を記入ください。

候補順位 氏名

年齢
2018/
5/1現

在

所属ろうあ協会名
（中学生・高校生の場合は学校

名および学年も記載願いま
す。）

競技種目

【例】 新宿　三郎 15
●●県聴覚障害者協会
（●●県立●●聾学校
　　高等部１年生）

シングルス戦

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

印

（記入日２０１８年　　　　月　　　　日）

競技団体名

代表者名

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

推薦の理由
（指針にある条件を満たしているかどうか、

また、メダル・入賞の可能性を具体的に記入すること）

2015年世界デフ●●選手権（於●●）、シングルス戦にて銀メダル。
2016年世界デフ●●選手権（於●●）にも出場予定。日頃の練習への取
り組む姿勢や努力の成果が発揮され、これからの大会でもメダル獲得は間
違いないと考える。また、若手を引っ張りムードメーカーでもある彼は
チーム全体にとっても欠かせない存在である。

様式１（団体） 第19回冬季デフリンピック
競競技技団団体体調調査査書書

第19回冬季デフリンピック大会
様式１（団体） 競技団体調査書

氏名

役職

〒

FAX E-MAIL

はい いいえ

選手・スタッフ推薦の根拠とした資料（当該国際スポーツ組織の参加制限＜出場
枠など＞、公式ランキング、公式記録など）があり、提出できる

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には
使用いたしません。

電話をした時に、内容をつないでくれる人がいる場合は、電話番号記入→

第19回冬季デフリンピック大会　推薦選手数

推薦選手選考基準または方針、推薦選手選考の日程を公表している。

要請があれば、上記内容を「全日本ろうあ連盟　デフリンピック専用ホームペー
ジ」へ掲載できる。

（記入日２０１９年　　　　月　　　　日）

事務局長名

※デフリン
ピック
担当者

住所

※第19回冬季デフリンピックに関する事務連絡や通知文書の発送先とさせていただきます。
確実に連絡が取れ、なおかつ、競技団体内の調整も行える方をご記載くださいますようお願いいたします。

以下、回答いたします。

質問内容

公表可能な推薦選手選考規定を作成している。

＜日本代表選手候補等選考基準について＞

推薦人数 選手　　　　 名 スタッフ　　　　名

当協会で定める選考基準は、以下のとおりです。

推薦選手選考委員会名簿がある。

競技団体名

責任者（役職・氏名・押
印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

様式3（選手） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦選選手手候候補補調調査査書書

ICSDのID なし ・

氏　名

ふりがな

漢　字

ローマ字

出生地
都道
府県

市
郡

生年月日 （西暦） 年 月 日 歳

名前
ローマ字

年 月 日

旅券番号

等級

装具の使用

身長 ㎝ 体重 ㎏ ㎝

ふりがな

自宅最寄駅 線 駅

FAX

E-MAIL
（携帯）
E-MAIL
（PC）

〒

名称

〒

所属部署
（学年）

TEL

所属長名

会社名

送付先

TEL

緊急連絡先 連絡者氏名
連絡
先

性 名
性別

足のサイズ

あり（NO.　　　　　　）

男

女

競技名／種目

（記入日２０１9年　　　　月　　　　日）

区
町村

（2019年４月15日現在）

国籍

補聴器使用　　　　　　　　　　人工内耳使用　　　　　　　　どちらも使用していない

障害者手帳情報 県名 手帳No.

パスポート

有　・　無

有効
期限

自宅へ電話したら、自分へ電話内容をつな
いでくれる人がいる場合↓

　　JR　　　　私鉄

住民票のある住所
＊現住所と異なる場合は
必ず記入して下さい。

現住所

住所

※資料は原則選手本人宛に郵送します。選手が自分で会社に持っていき、説明してください。

５段階評価（５が最良）

5　　　４　　　３　　　２　　　１

〒

役職

該当の番号に○印

勤務先
（在籍学校

名）

所在地

役職

都道府県　　　　　　　　　　　　市区町村

　　　良い　　　　　　普通　　　　　できない

Reading & Writing（読み書き）

（本人との関係：　　　　）

出生地もしくは出身地
※主に育った地域を記入ください。

FAX

該当の番号に○印

語学力
（英語）

TEL･携帯･FAX･E-Mail（携帯）･E-Mail
（PC）

語学力
（手話）

日本の手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１

国際手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１

自宅電話

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目
的には使用いたしません。

派遣依頼
（必要な場

合
記入）

事務担当者名

５段階評価（５が最良）

様式４（選手） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦選選手手候候補補　　ププロロフフィィーールル①①

ふりがな

選手氏名

開催年 競技 種目 記録 順位 参加者数

開催年 競技 種目 記録（決勝） 順位 参加者数

　　その他、特記事項を記入

大会名

大会名

予    想

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には
使用いたしません。

　　　国国内内大大会会成成績績・・記記録録

　　　メメダダルル獲獲得得予予想想

種　目

　　　　国国際際大大会会成成績績・・記記録録
　　　デフリンピックの成績は全て記入してください。

（記入日　2019年　　　月　　　日）

競技名

③候補選手推薦用紙
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様式５（選手） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦選選手手候候補補　　ププロロフフィィーールル②②

競技名

氏　名

①始めたきっ
かけは？

②主な活動場
所は？

①ライバル
は？

（国名や名
前）

②目標は？

③あなたに
とってデフリ
ンピックとは
なんですか？

デフリンピックについて

（記入日　2019年　　月　　　日）

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以
外の目的には使用いたしません。

競技について

様式６（団体） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦ススタタッッフフ一一覧覧表表

競技名

スタッフ候補が推薦基準をクリアしているかどうか、及びスタッフ候補推薦をどのようにして行ったか等を記入ください。

※年齢は2019年4月15日現在

役職 氏名 性別
年齢
※

健聴
・

ろう

ろうの場合
所属協会名

【例】 ○○　○○

監督

コーチ

トレーナー
※理由のほか

に、有資格を必
ず記入

通訳
※理由のほか

に、何の通訳か
必ず記入

スタッフ

スタッフ

※私費によるスタッフを派遣したい場合、以下にご記入（役職含む）ください。

役職 氏名 性別
年齢
※

健聴
・

ろう

ろうの場合
所属協会名

印

（　日本手話　・　国際手話　・　音声言語　）通訳

推薦の理由

2015年の第18回冬季デフリンピック（ロシア）でスタッフとして
参加。デフスポーツに対する幅広い見識を備え、選手への指導力も
充分にあり、監督に適任である。

有資格：

推薦の理由

代表者名　

　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません

（記入日2019年　　　　月　　　　日）

競技団体名

④候補スタッフ推薦用紙

様式７（スタッフ） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦ススタタッッフフ調調査査書書

氏　名

ふりがな

漢　字

ローマ字

出生地
都道
府県

市
郡

生年月日 (西暦） 年 月 日 歳

名前
ローマ字

年 月 日

旅券番号

身長 ㎝ 体重 ㎏ ㎝

ふりがな

〒

TEL 番号

FAX ｱﾄﾞﾚｽ

E-Mail
（ＰＣ）

〒

等級

名称

〒

所属部署
（学年）

TEL

所属長名

会社名

送付先

TEL

緊急連絡先 連絡者氏名

派遣依頼
（必要な場

合
記入）

県名

Reading & Writing 5　　　４　　　３　　　２　　　１ ５段階評価（５が最良）

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的には使用いたしません。

語学力
（手話）

日本の手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１ ５段階評価（５が最良）

国際手話 5　　　４　　　３　　　２　　　１ 該当の番号に○印

語学力
（英語）

　　　　良い　　　　　　普通　　　　　　できない

Listening & Speaking 5　　　４　　　３　　　２　　　１ 該当の番号に○印

※資料は原則スタッフ本人宛に郵送します。スタッフが自分で会社に持っていき、説
明してください。

（本人との関係：　　　　）
連絡先

TEL･携帯･FAX･E-Mail（携帯）･E-Mail
（PC）

事務担当者名

役職

FAX

役職

障害者手帳情報 手帳No.

勤務先
（在籍学校

名）

所在地

住民票のある住所
＊現住所と異なる場合は

記入して下さい。

現住所

住所

パスポート

有　・　無

有効
期限

国籍

区
町村

（2019年4月15日現在）

男

女

出生地もしくは出身地
※主に育った地域を記入ください。

都道府県　　　　　　　　　　　　市区町村

競技名／役職

（記入日2019年　　　　月　　　　日）

性 名
性別

足のサイズ

携
帯
電
話

様式８（スタッフ） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦ススタタッッフフ　　ププロロフフィィーールル①①

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

指導歴 年

　その他特記事項を記入

スタッフ氏名

（記入日　2019年　　　月　　　日）

競技名ふりがな

競技団体内での役職

国際大会等の参加歴

役職・役割等開催地

資格の内容

大会名参加年

取得年

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外
の目的には使用いたしません。

備考

指導者・競技役員等
の資格
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様式９（スタッフ） 第19回冬季デフリンピック
日日本本代代表表推推薦薦ススタタッッフフププロロフフィィーールル②②

競技名

氏　名

①主な活動場所
は？

①ライバルは？
（国名や名前）

②目標は？

③あなたにとっ
てデフリンピッ
クとはなんです

か？

＊　当用紙に記載された内容は、第19回冬季デフリンピック日本選手団派遣業務のみに使用し、それ以外の目的に
は使用いたしません。

（記入日　2019年　　月　　日）

デフリンピックについて

競技について

第 18 回冬季デフリンピック参加者用（継続） 

第第 1199 回回冬冬季季デデフフリリンンピピッックク（（於於イイタタリリアア））  

会会員員確確認認書書  

 

                       ２０１９年   月   日 

 

 一般財団法人全日本ろうあ連盟 

スポーツ委員会 

委員長 小椋武夫 行き 

 

            所属の都道府県協会名              

 

      

                 代 表 者            印 

 

 

体育部長名            印 

 

  

以下の者について、（一財）全日本ろうあ連盟加盟団体の登録会員であること

を確認致しました。 

 

＜選手候補・スタッフ候補＞ 

 

 

 競技                氏名                

 

＜会員登録年度（会員年度に○を付けてください。）＞ 

 

２０１６年度 ・ ２０１７年度 ・ ２０１８年度 ・ ２０１９年度   

 

以  上 

【注】 

●協会名は「都道府県協会」の印をお願いいたします。 

●代表者名の部分は「理事長(会長)」もしくは「事務局長」どちらかでお願い

いたします。 

●複数名の選手候補、スタッフ候補がいる場合は、１人１枚ずつ「会員確認書」

を作成くださいますよう、お願いいたします。 

 

⑤会員確認書

 

一一般般財財団団法法人人全全日日本本ろろううああ連連盟盟  デデフフリリンンピピッックク派派遣遣委委員員会会  

誓誓約約書書  

私私はは、、第第 1199 回回冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会のの日日本本選選手手団団員員ととししてて、、一一般般財財

団団法法人人全全日日本本ろろううああ連連盟盟デデフフリリンンピピッックク派派遣遣委委員員会会のの意意向向にに従従いい、、以以下下のの

事事項項ににつついいてて誓誓約約いいたたししまますす。。  

１， 第 19 回冬季デフリンピック競技大会の日本代表としての名誉を保ち、国際ろう者スポ

ーツ委員会の規則を遵守して競技・行動すること。 

２， 出発前までに配布する選手団必携を熟読し、派遣期間中は団長の指示・決定に 

従 い、規 律 を守 り集 団 行 動 に努 めること。 

３， 任命から大会期間中、以下に掲げる理由等によりデフリンピック派遣委員会が代表

団員に相応しくないと判断し、任命取消の決定がされた場合受け入れること。 

（医学的な見地から派遣することに問題がある、規律を守らない、団長の指示・決定

に従わない場合） 

４， 国 際 アンチ・ドーピング機 構 規 程 および関 連 ドーピング規定 を遵 守 すること。 

５， 派遣期間中、組織委員会の許可した報道機関および日本選手団事務局の撮影・ 

録音・インタビュー等には極力応じること。 

また、以下に揚げる場合の写真や動画の使用については承諾するとともに、その都度

の連絡を求めないこと。 

（当会が作成するデフスポーツの周知・広報を目的としたパンフレットや PR 動画への掲

載、または、当会が許可した印刷物や映像作品等への使用の場合） 

６， 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会、一般財団法人全日本ろうあ連盟の主

催および許可した行事への参加要請に応じること。 

７， 公式ユニフォームの支給を受けた団員は、ユニフォームを他人に譲ったり売買しないこ

と。 

以 上 
一般財団法人全日本ろうあ連盟 
デフリンピック派遣委員会 委員長 石野 富志三郎  殿 

2019 年    月    日 

競      技： 

自 筆 署 名：                      印 

保護者署名：                      印 

※未成年の場合は保護者のサインを添えて提出 

  
  

第第 1199 回回冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会（（於於イイタタリリアア））・・日日本本選選手手団団員員  

承諾書 

 

 

 私は、下記の派遣条件を前提に、第 19 回冬季デフリンピック競技大会（於イタリア）

日本選手団員の任命を受諾いたします。 
 
＊派遣条件 

 ①「第 19 回冬季デフリンピック日本選手団の編成にかかる指針」に基づき、各競技団体は選手団事

務局の指示に従い、登録手続き等を行うこと。 
②選手及び聴覚障害者スタッフは「候補」の段階から、全日ろう連加盟団体の会員資格を有すること。

また、地元協会の理解と協力を得られること。 
③参加に必要な経費（航空費、ユニフォーム代、宿泊費等）のうち、自己負担が生じる場合応じるこ

とができること。 
④職場の理解と協力が得られ、派遣期間中の休暇が可能であること。 
⑤派遣期間中の行動は、団長の指示・決定に従い、規律を守り集団行動に努めること。 
⑥任命から大会期間中、諸手続きや身体面などの都合により代表団員に相応しくないとデフリンピッ

ク派遣委員会で判断した場合、任命取消の決定がなされても受け入れること。 
 
 

2019 年  月  日 
 
 
 

競技                 
 
 
      氏名               印 
 
 
      氏名               印 

※ 未成年の場合は保護者のサインを添えてご提出くださいますようお願いいたします。 

⑥誓約書 ⑦承諾書
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ALPINE SKI HOUSE 

大会概要 
開催期間：2019年12月12日～12月21日 

渡航日程：2019年12月8日～12月23日 
 
開催国・都市：イタリア・ヴァルテッリーナ 
       ヴァルキアヴェンナ地方 
 
運営主体：国際ろう者スポーツ委員会 
     第19回冬季デフリンピック競技 
     大会組織委員会 
 
実施競技：アルペンスキー、クロスカント 
     リースキー、スノーボード、カー 
     リング、アイスホッケー、チェス 
※赤文字は日本選手が参加予定の競技 
 
参加国・人数：28ヶ国、1,009名（視察時点） 
 

ALPINE SKI HOUSE 

 
オリエンテーション 

日本選手団総務 倉野直紀 

⑧オリエンテーション
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ALPINE SKI HOUSE ALPINE SKI HOUSE 

 CHIAVENNNA 
キアベンナ 

 
アクレ・聴力検査・閉会式 

・ミラノ空港に着いた後、まずキアベンナに 
 向かい、アクレ手続きや求められれば聴力 
 検査を受けることになる 
・長時間待機になるため、施設脇にテントを 
 設営し、休めるようにするとのこと  
・アイスホッケー決勝が終われば、そのまま 
 閉会式を行う（フェアウェルパーティー会 
 場も近く） 
・空港からキアベンナ、各競技会場までシャ 
 トルバスがある 
 キアベンナで日本選手団は分かれてそれぞ 
 れの会場に向かう 
・ICSDオフィス、聴力検査施設あり 

4 

ALPINE SKI HOUSE 3 

• ミラノ → サンタカテリーナ（ステルヴィオ国立
公園） 約3時間30分 

• サンタカテリーナ → ソンドリオ 約2時間 
• サンタカテリーナ → キアベンナ 約2時間40分 
• ソンドリオ → キアベンナ 約1時間 
• キアベンナ → マデージモ 約40分 
• 積雪状況、休憩また交通の流れの事情により、 
 +20分の誤差はあるかもしれない 

各会場間の交通時間 

サンタカテリーナ（スキー競技、スノボ競技、クロス 
         カントリー競技） 
ソンドリオ（開会式会場） 
キアベンナ（閉会式会場、チェス競技・アイスホッケー競技） 
マデージモ（カーリング競技） 
※チェス競技はキアベンナから車で数分のホテル 
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ALPINE SKI HOUSE 

MADESIMO 
マデージモ 

 
カーリング 

6 

・カーリング競技施設は新設 
 観客席、更衣室、シャワー室など完備  
・レーンは5レーンになる 
・施設横や近くに飲食店がいくつかある 
・ホテルと施設は徒歩5分程度 
・ICSDオフィスやドーピング検査施設は 
 施設から歩いて数分 
・マデージモへの道はかなり狭く、またつ 
 づら折りであるため、移動負担は大きい 
・キアベンナからマデージモまで車で40分 

ALPINE SKI HOUSE ALPINE SKI HOUSE 

 SANTA CATERINA 
サンタ・カテリーナ 

 
アルペンスキー・スノーボード 

・コースの最大高さは2600m台 
・リフトチケットはアクレに含まれる 
・山頂には食事等できるカフェ、中腹には 
 簡易診療所がある 
・スノーボード競技ではもし、雪が少なけれ 
 ば山頂から中腹、雪が多ければ中腹から麓  
 までのコースを考えているとの話 
・スキー競技では、コースの勾配がきついた 
 め安全面を考え、コース脇にネットを整備 
 スラローム競技はナイターで行う予定 
・ホテルとリフト乗り場までは車で5分程度 
・ICSDオフィス、ドーピング検査施設あり 

5 
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ALPINE SKI HOUSE 

日本選手団の誇りを持ち 
心を一つに！ 

アルペンスキーの競技スケジュール 
 12月13日  10:00 – 12:00 滑降 男子/女子 
 12月14日 10:00 – 12:00 アルペン複合 男子/女子 
 12月15日  10:00 – 12:00 スーパー大回転 男子/女子 
 12月17日  10:00 – 12:00 大回転 男子/女子 
 12月18日  10:00 – 12:00 回転 男子/女子 
 
スノーボードの競技スケジュール 
 12月13日  10:00 – 10:20 スロープスタイル 女子 
 10:20 – 11:20 スロープスタイル 男子 
 12月14日 10:00 – 10:20 パラレル大回転 女子 
      10:20 – 11:20 パラレル大回転 男子 
 12月16日  10:00 – 10:20 スノーボードクロス 女子 
      10:20 – 11:20 スノーボードクロス 男子 
 12月18日  10:00 – 10:20 パラレル回転 女子 
  10:20 – 11:20 パラレル回転 男子 
 12月19日 12:00 – 12:20 ビッグエア 女子 
      12:20 – 13:20 ビッグエア 男子 

カーリングの競技スケジュール 
12月11日 09:00 – 11:00 Draw 1 男子 
 14:00 – 16:00 Draw 1 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 2 男子 
12月12日 09:00 – 11:00 Draw 3 男子 
12月13日 14:00 – 16:00 Draw 2 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 4 男子 
12月14日 09:00 – 11:00 Draw 5 男子 
 14:00 – 16:00 Draw 3 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 6 男子 
12月15日 09:00 – 11:00 Draw 7 男子 
 14:00 – 16:00 Draw 4 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 8 男子 
12月16日 09:00 – 11:00 Draw 9 男子 
 14:00 – 16:00 Draw 5 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 10 男子 
12月17日 09:00 – 11:00 Draw 11 男子 
 14:00 – 16:00 Draw 6 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 12 男子 
12月18日 09:00 – 11:00 Draw 13 男子 
 14:00 – 16:00 Draw 7 女子 
 19:00 – 21:00 Draw 14 男子 
12月19日 09:00 – 11:00 準決勝 女子: 1 v 4 and 2 v 3 
 14:00 – 16:00 準決勝 男子: 1 v 4 and 2 v 3 
 19:00 – 21:00 3位決定戦 女子 
12月20日 09:00 – 11:00 3位決定戦 男子 
 14:00 – 16:00 決勝 女子 
 19:00 – 21:00 決勝 男子 

ALPINE SKI HOUSE 

SONDRIO 
ソンドリオ 

 
開会式 

7 

・ソンドリオ市の中心にあるガルバリディ 
 広場で開会式を行う 
・広場であるため、誰でも自由に見られる 
・各競技会場からシャトルバスが出され、 
 広場近くの大通りで待機、そこから広場 
 に向けてパレード行進 
・開会式は夕方から始まるため、開会式を 
 終えてホテルに戻ったときは何時になる 
 かは分からない。防寒対策を！ 
  
  

p00-00 資料2.indd   64 2020/03/31   16:07:27



  

出出  発発  当当  日日  のの  ごご  案案  内内  
  

  

１１．．出出発発日日            ①①  アアルルペペンンススノノーーボボーードド  

1111 月月 2288 日日（（木木））33 名名  

                                        ②②  アアルルペペンンススキキーー  

1122 月月 55 日日（（木木））  66 名名  
                                        ③③  カカーーリリンンググ（（99 名名））、、アアルルペペンンススノノーーボボーードド（（22 名名））  

ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル（（99 名名））、、本本部部（（先先発発 77 名名））  

                        1122 月月 88 日日（（日日））2277 名名  

                                        ④④  本本部部（（後後発発 1100 名名））  

                        1122 月月 99 日日（（月月））  
    

２２．．集集合合日日・・時時間間：：    ①①  前前日日（（1111 月月 2277 日日・・水水））  ２２３３：：００００  

                                            ②②  前前日日（（1122 月月 44 日日・・水水））２２２２：：００００  

                      ③③  1122 月月 88 日日（（日日））００９９：：４４５５  

                                            ④④  1122 月月 99 日日（（月月））００９９：：４４５５  

  

３３．．出出発発時時間間    ：：    ①①  ００１１：：５５５５  

                                            ②②  ００００：：５５００  

                      ③③  １１２２：：４４５５  

                                            ④④  １１２２：：４４５５  

  

４４．．集集合合場場所所      ：：    羽羽田田空空港港国国際際線線タターーミミナナルル  出出発発階階               

                      ①①  全全日日空空カカウウンンタターー前前  

                                            ②②  全全日日空空カカウウンンタターー前前  

                      ③③  ルルフフトトハハンンザザ航航空空カカウウンンタターー前前  

                                            ④④  ルルフフトトハハンンザザ航航空空カカウウンンタターー前前  

 

  
  

 

  
 

           

  
 

                                        

  

  

  
  

<<出出  発発  案案  内内>>  
  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22001199  デデフフリリンンピピッックク冬冬季季大大会会  
 

SSaannttaa  CCaatteerriinnaa  ddii  VVaallffuurrvvaa  &&  MMaaddeessiimmoo  
 

22001199 年年 1122 月月 88 日日――1122 月月 2233 日日  
 

 

11.. 搭搭乗乗手手続続ににつついいてて  

  
・チェックインカウンターにてパスポートを提示し荷物を預けます。 

・チェックインは個人チェックインとなります。 

  

２２．．おお預預けけににななるるおお荷荷物物ににつついいてて    
無料でお預け頂けるお荷物（スーツケース等）は お一人様 2233kkgg  xx  22 個個 までとなります。 

※1個あたりは３辺（縦・横・高さ）の和が 115588ccmm 以内のもの。 

安全上の理由から 1個あたりの荷物が 3322 ㎏㎏を超えるお荷物に関してはお預けいただけません。貨物の取り

扱いとなり、別途手続きや高額な料金が必要となりますので、1個当たりの重量は 32 ㎏を超えないようご

注意ください。 

 

【注意①】可燃性・引火性のスプレー（コールドスプレー等）は機内への持ち込みも預け入れ荷物にもで

きませんのでご注意ください。もし見つかった場合、没収される場合もあります。 

【注意②】飛行機に預ける荷物の中にはパスポート、現金、機内で必要なものは入れないでください。 

  

３３．．機機内内持持込込みみ手手荷荷物物ににつついいてて    

  

1 )制限について 
お一人様１個 ８kg・3 辺（55 x 40 x 23cm）以内 

 

２)機内に持ち込み頂くもの 
・日本出国時に必要な物   ： パスポート、搭乗券 

・手荷物にした方がよい物  ： 現金、貴重品、壊れやすい物、機内で使用するもの 

・他、機内にあれば便利な物 ： スリッパ、ガイドブック、メモ帳、ボールペン、ノートパソコン、

携帯電話、ムービーカメラ、カメラ、MP3 などの高価なパーソナルデジタル製品、貴重品は受託手

荷物に入れず、直接機内にお持ち込み下さい。 

航空会社では貴重品の紛失または破損の損害に対していかなる責任も負いません。 

 

3 )機内に持ち込めないもの 
・危険物 ： あらゆる種類のはさみ、刃物など先の尖った鋭利なものなど危険物になり得るもの。 

・液体物 ： あらゆる液体物（ジェル状、ペースト状のものも含む） 

液体物を機内に持ち込む際には各液体物を 100mℓ以下の容器に移し、これらの容器を 1ℓ以下の透明

なジップロック式の袋＜最大 16cm×22cm＞入れ、空港の保安検査の際に別途検査を受ける必要があ

ります。なお、機内に持ち込めるのは一袋までです。 

 

  

出出  発発  前前  のの  準準  備備  
  

11.. 外外貨貨のの準準備備  

  

1) お小遣いを現金で持っていくのは危険？ 
多額の現金を持ち歩くのは、非常に危険です。万一、盗難にあったり、紛失したりしてもまったく補償

がありません。現金は必要最低限をご準備ください。 

 

2) 現金の準備 
日本出発前に 5,000 円〜1万円分程度の現金をユーロに両替しておくと便利です。 

※キャッシュレート 2019 年 11 月 14 日現在 1EUR=120 円 

出発当日に成田空港の銀行にて両替できます。当日空港にて両替をされる方は、チェックイン前に両

替を済ませてください。なお、日本に戻った際に余った外貨を日本円に再両替できますが、両替でき

るのは紙幣だけになります。硬貨はどれだけ集めても両替ができませんのでご注意ください。 

 

 

22．． 持持ちち物物 

 

1) 気候・服装 
サンタカテリーナおよびマデージモは、イタリア北部のアルプス山脈に囲まれた高山地にあります。気

温も低いのでしっかりと防寒具を用意してください。（日中最高気温は－10℃程度） 

 

2)いつも使い慣れたものが“必需品” 
寝間着、洗面用具、バス用品(シャンプー等)、タオルなどは、日本のホテルとは異なり、必ずしも備え

付けられているとは限りません。必要最低限は使い慣れたものをご準備ください。 

また、外国では医師の処方箋がないとほとんどの薬は買えません。自分で必要と思われるものについて

は、各自ご用意下さい。 

 

3) 電圧とプラグ 
イタリアのプラグは CC タタイイププが使用されています。 

電圧は 220V で周波数は 50Hz。ごくまれに 125V もあります。日本国内用の電化製品はそのままでは使

えないので、変圧器が必要になります。ただし、パソコンや携帯、デジタルカメラの充電器は 240V ま

で対応しているものが殆どなので変圧器は必要ありません。 

                              
4) 時差 

イタリアと日本の時差は−８時間となります。日本のほうが８時間進んでいます。 
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出出  発発  のの  流流  れれ  
 

 
羽田空港到着       国際線ターミナルの各航空会社チェックインカウンターへお越しくさい。 

 

 

搭乗手続き      チェックインは個人チェックインとなります。パパススポポーートトをご用意ください。 

 

こちらで搭乗券と、荷物預り証をお受け取り頂きます。 

スーツケース（預け荷物）はここで預けます。 

※クレームタグは荷物紛失の際に必要となりますのでスーツケースを受け取る

までは大切に保管してください。 

 

 

セキュリティチェック  カメラやパソコンはバックから出し、ポケットは空にしてください。 

          

※金属類のベルトや靴は脱いでください。 

※液体物をお持ちの場合、こちらで没収されます。 

 

 

出国手続き 出国審査を受ける際にパパススポポーートト、搭搭乗乗券券が必要になります。 

 

 

 

搭乗 出発時刻の 30～40 分前までに搭乗ゲートにお集まりください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出発日別参加者名簿 
①①   1111 月月 2288 日日（（木木））33 名名  

  
  

②②   1122 月月 55 日日（（木木））  66 名名  

  
  

③③ 1122 月月 88 日日（（日日））2277 名名  

  
  

  

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 KK AA SS AA II AA KK IIKK OO FF アアルルペペンンススノノボボ 監監督督

22 NN OO FFUU JJII YY UU KK II MM アアルルペペンンススノノボボ ココーーチチ

33 OO KK AA MM UU RR AA TT AA KK AA AA KK II MM アアルルペペンンススノノボボ 選選手手

OO SS 88556644  2288NN OO VV 1199((木木))  羽羽田田//ウウイイーーンン　　  0011::5555  0066::0000  （（全全日日空空運運航航・・オオーースストトリリアア航航空空共共同同運運航航便便））

OO SS 550077  2288NN OO VV 1199((木木))  ウウイイーーンン//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  0088::4455  1100::1100  　　オオーースストトリリアア航航空空

LLHH 11885577  2200DD EE CC 1199((金金))  ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））//ミミュュンンヘヘンン  1133::1100  1144::2200  　　ルルフフトトハハンンザザ

LLHH 771144  2200DD EE CC 1199((金金))　　ミミュュンンヘヘンン  //羽羽田田  1155::3355  1100::5555（（2211  DD EE CC ))

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 KK IITT AA JJOO DD AA IICC HH II MM アアルルペペンン 選選手手

22 NN AA KK AA MM UU RR AA KK OO DD AA II MM アアルルペペンン 選選手手

33 YY OO SS HH IIDD AA AA YY AA NN EE FF アアルルペペンン 選選手手

44 TT AA NN AA KK AA TT EE RR UU YY AA MM アアルルペペンン 監監督督

55 KK AA WW AA SS AA KK II JJUU NN MM アアルルペペンン トトレレーーナナーー

66 UU EENN OO HH IIDD EETT AA KK AA MM アアルルペペンン ココーーチチ

NN HH 220033    0055DD EE CC 1199((木木))  羽羽田田//フフラランンkkフフルルトト  0000::5500  0055::2200　　全全日日空空

LLHH 224488  0055DD EE CC 1199((木木))  フフラランンククフフルルトト//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  0077::3300  0088::4400　　ルルフフトトハハンンザザ

LLHH 11885577  2200DD EE CC 1199((金金))  ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））//ミミュュンンヘヘンン  1133::1100  1144::2200  　　

LLHH 771144  2200DD EE CC 1199((金金))　　ミミュュンンヘヘンン  //羽羽田田  1155::3355  1100::5555（（2211  DD EE CC ))

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 TT SS UU GG AA YY UU KK II MM アアルルペペンンススノノーーボボーードド トトレレーーナナーー

LLHH 771155    0088DD EE CC 1199((日日))  羽羽田田//ミミュュンンヘヘンン  1122::4455  1166::4455　　ルルフフトトハハンンザザ

LLHH 11886622  0088DD EE CC 1199((日日))  ミミュュンンヘヘンン//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  1188::3355  1199::4400

LLHH 11886611  1188DD EE CC 1199((水水))  ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  1177::0055  1188::1155

LLHH 44992244  1188DD EE CC 1199((水水))  ミミュュンンヘヘンン//羽羽田田　　  2200::0000  1155::4400++ 11  

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 AA WW AA NN OO TT AA TT SS UU HH IITT OO MM 本本部部 総総監監督督

LLHH 771155    0088DD EE CC 1199((日日))  羽羽田田//ミミュュンンヘヘンン  1122::4455  1166::4455　　ルルフフトトハハンンザザ

LLHH 11886622  0088DD EE CC 1199((日日))  ミミュュンンヘヘンン//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  1188::3355  1199::4400

LLHH 11885577  2200DD EE CC 1199((金金))  ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））//ミミュュンンヘヘンン  1133::1100  1144::2200  　　

LLHH 771144  2200DD EE CC 1199((金金))　　ミミュュンンヘヘンン  //羽羽田田  1155::3355  1100::5555（（2211  DD EE CC ))

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④   1122 月月 99 日日（（月月））  1100 名名  

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 TT AA KK AA GG IIRR II TT AA KK EESS HH II MM AA PPススノノボボーー 手手話話通通訳訳

22 KK OO JJIIMM AA TT AA KK AA OO MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル ココーーチチ

33 NN AA GG UU MM OO TT OO SS HH IIHH IITT OO MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル ココーーチチ

44 OO HH AA SS HH II KK AA ZZUU MM AA MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル ススタタッッフフ

55 OO KK UU DD AA KK AA ZZUU OO MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル 監監督督兼兼選選手手

66 HH AA NN AA SS HH IIMM AA DD AA IISS UU KK EE MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル 選選手手

77 OO NN OO DD AA EEIIJJII MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル 選選手手

88 OO KK AA MM OO TT OO NN OO BB UU HH IIKK OO MM ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル 選選手手

99 HH AA NN AA SS HH IIMM AA RR YY OO KK OO FF ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル 選選手手

1100 OO KK UU DD AA EERR IIKK OO FF ススノノーーボボーードドフフリリーーススタタイイルル 選選手手

1111 TT AA KK EEKK AA WW AA SS UU MM IIKK OO FF カカーーリリンンググ ススタタッッフフ

1122 IISS HH IIDD AA JJUU NN IICC HH II MM カカーーリリンンググ ススタタッッフフ

1133 YY AA MM AA MM OO TT OO MM AA IIKK OO FF カカーーリリンンググ ススタタッッフフ

1144 SS UU NN AA DD AA TT AA KK EESS HH II MM カカーーリリンンググ ススタタッッフフ

1155 AA RR AA YY AA JJUU NN IICC HH II MM カカーーリリンンググ 選選手手

1166 AA RR AA YY AA HH IISS HH OO MM カカーーリリンンググ 選選手手

1177 YY OO NN EETT AA YY OO SS HH IIMM IITT SS UU MM カカーーリリンンググ 選選手手

1188 NN AA KK AA MM UU RR AA TT EETT SS UU YY AA MM カカーーリリンンググ 選選手手

1199 MM AA TT SS UU HH AA SS KK AA NN AA MM UU MM カカーーリリンンググ 選選手手

2200 KK UU RR AA NN OO NN AA OO KK II MM 本本部部 ススタタッッフフ

2211 KK UU RR OO IISS HH II EERR IIKK OO FF 本本部部 ススタタッッフフ

2222 TT AA KK EEKK OO SS HH II YY UU KK AA RR II FF 本本部部 ススタタッッフフ

2233 UU MM EEZZAA WW AA HH IITT OO SS HH II MM 本本部部 ススタタッッフフ

2244 KK AA MM OO SS HH IITT AA KK AA ZZUU KK OO FF 本本部部 ススタタッッフフ

2255 HH AA YY AA SS HH II TT AA KK AA OO MM 本本部部 ススタタッッフフ

LLHH 771155  0088DD EECC   羽羽田田//ミミュュンンヘヘンン  11224455//11664455

LLHH 11886622  0088DD EECC   ミミュュンンヘヘンン//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  11883355//11994400

LLXX 11661133  2222DD EECC   ミミュュンンヘヘンン（（ママルルペペンンササ））  11000000//1111::0055

LLXX 116600  2222DD EECC   チチュューーリリヒヒ//成成田田  11330000//00885555（（2233DD EECC ))

  
  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

現現  地地  連連  絡絡  先先  
  

  

滞滞在在先先：：  

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 OO GG UU RR AA TT AA KK EEOO MM 本本部部 団団長長

22 KK AA SS EE DD AA IISS UU KK EE MM 本本部部 広広報報

33 SS HH IIMM IIZZUU MM AA SS AA KK II MM 本本部部 医医師師

44 KK UU SS UU MM EE SS HH IINN ZZOO MM 本本部部 医医師師

LLHH 771155  0099DD EECC   羽羽田田//ミミュュンンヘヘンン  11224455//11664455

LLHH 11886622  0099DD EECC   ミミュュンンヘヘンン//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  11883355//11994400

LLXX 11661133  2222DD EECC   ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））//チチュューーリリヒヒ　　11000000//1111::0055

LLXX 116600  2222DD EECC   チチュューーリリヒヒ//成成田田  11330000//00885555((2233DD EECC ))

SS uurrnnaamm ee FFiirrsstt  nnaamm ee GG eennddeerr 種種目目 役役務務

11 KK AA RR IINN OO IISS AA OO MM 本本部部 広広報報

22 SS UU NN AA GG AA WW AA AA YY UU MM II FF 本本部部 AATT

33 UU CC HH IIDD AA MM IIHH AA RR UU FF 本本部部 輸輸送送

44 MM OO RR IIMM OO TT OO YY UU KK IIOO MM 本本部部 手手話話通通訳訳

55 NN AA KK AA NN IISS HH II JJUU NN MM 本本部部 総総務務

66 SS HH IINN OO ZZAA KK II NN AA HH OO KK OO FF 本本部部 看看護護師師

LLHH 11885577  2200DD EE CC 1199((金金))  ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））//ミミュュンンヘヘンン  1133::1100  1144::2200  　　

LLHH 771144  2200DD EE CC 1199((金金))　　ミミュュンンヘヘンン  //羽羽田田  1155::3355  1100::5555（（2211  DD EE CC ))

LLHH 771155    0099DD EE CC 1199((月月))  羽羽田田//ミミュュンンヘヘンン  1122::4455  1166::4455　　ルルフフトトハハンンザザ

LLHH 11886622    0099DD EE CC 1199((日日))  ミミュュンンヘヘンン//ミミララノノ（（ママルルペペンンササ））  1188::3355  1199::4400
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住所：  

TEL：  

URL：  

 

 

 

 

 

 

国国  内内  連連  絡絡  先先  

 
手手配配旅旅行行会会社社： 株株式式会会社社ググロロリリアアツツアアーーズズ  

  
住所：     〒107-0062 東京都港区南青山 5丁目 4-30 CNAC2F 

TEL/FAX：   03-6826-3434／03-6826-5535 

営業時間：   9:45-18:15（月〜金） 土日祭日休み 

緊急連絡先：  090-4725-8457 

  

担担当当：：林林孝孝雄雄  
e-mail：     takao_hayashi@gloriatours.onmicrosoft.com 

携帯：    090-1434-0848 
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第 19回冬季デフリンピック 
              （於イタリア）  

  

日本選手団  
必携マニュアル 

 

 
 
 

大会期間：2019年 12月 12日（木）～12月 21日（土） 
派遣期間：2019年 12月  ８日（日）~12月 23日（月） 

 
一般財団法人 全日本ろうあ連盟 

デフリンピック派遣委員会 

【大会期間中の注意事項】 
１ はじめに 
大会へ出場するにあたって、自分の技術の程度や海外遠征など、不安な状態にあると思われます。参
加決定後、選手団本部、競技団体やコ－チからいろいろと注意、指示があると思われますが、項目が
多すぎたり、メモに書き落したりということがあっては、折角のチャンスを十分に生かせない結果になること
も予想されます。ここでは、心構え、準備から帰国後までの内容を記しておきます。 
 
２ 心構え 
  ★ 日本代表選手は「公人」であり、自分の行動や発言（SNS 等の発信含む）はすべての人か

ら常にどこかで見られていることを忘れず、日本代表選手としての自覚を持って行動する。 
  ★ 自分が今まで積み重ねた練習やトレーニングに自身を持ち、代表選手また日本選手団として

心を一つに（チームジャパン）として悔いのないようにベストを尽くして戦う。 
  ★ 大会参加の経験を生かし、後輩のために役立てる。 
  
３ 大会参加まで 
 １）選手団本部やコーチからの連絡事項 
  ① 身体に関すること 
   ・ 健康状態の確認 
   ・ 常備薬、排便などの生活習慣チェック 
  ② 競技に関すること 
   ・ エントリ－種目の決定 

・ 競技規則の熟知 
 ２）生活態度に関して 
  ① 本部からの指示事項は必ず守る。 
  ② 集団生活のマナ－（ル－ル）を守る。 
   ・ 時間の厳守 
   ・ 私物の管理（持ち物に名前を付ける） 
   ・ あいさつの習慣 

・ 喫煙場所の厳守 
  ③ 生活習慣を合わせること 
   ・ 食事、シャワー浴、ベッド（メイキングも含む） 
   ・ バランスのよい食事に気をつけること。 
   ・ 貴重品は各自で管理すること。 

・ 時間的、場所的にも制約を受けることが多くあるが、お互いのぺ－スを尊重しながら、睡眠、
食事、トレ－ニング、競技、応援、ミ－ティング、洗濯、排せつ等の生活リズムを自分でコントロ
ールし、規則正しい生活に心がける。 

 ３）所属するろう協会、居住する都道府県障害福祉課への連絡について。 
  ① 所属ろう協会や都道府県・指定都市の障害福祉課等と十分連絡を取り、挨拶などを欠かさ
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ないこと。 
 ４）その他 
  ① 国際手話に慣れておき、簡単な会話も学習しておくこと。 
 
４ 大会前までの練習について 
 １）大会に合わせた練習計画を立て、質の高い練習をすること。  
２）初めての国際大会では、雰囲気に慣れなかったり、あがったりするので、各自で競技に集中する

方法を持っておく。 
 ３）選手１人になっても競技に参加できるように、競技会の仕組について理解しておくこと。 
 ４）コ－チの指示をメモし、頭にいれておくこと。 
 ５）大会参加までの練習で、困ったこと、わからないことがあれば、選手団本部や競技チームに連絡、

相談すること。 
 ６）練習終了時に身体のチェックを行なうこと。 
 
５ ユニフォ－ムの着用について 
日本選手団として参加する者は、その自覚と誇りを持って選手団公式ユニフォーム（以下「公式ユニ
フォーム」）を着用しなければならない。 
日本選手団より支給された公式ユニフォームは以下の通りである。 
１）共通ユニフォーム（スキーウェア、ウォーマーウェア） 
２）共通ユニフォームの着用について 
結団式、開会式、閉会式及び表彰式、解団式は共通ウェアを着用すること。 
※この共通ユニフォームは他人に譲ったり交換することはできません。 
※靴は黒やダークな色とすること。 

３）バッジ 
選手団員にはバッジを１個配布するので胸もしくは襟元に付けること。 

 
６ 大会会場で 
 １）競技場、食堂、宿舎、その他の関係施設の位置を確認すること。 
 ２）大会では、雰囲気に慣れなかったり、あがったりするので、各自で競技に集中する方法を持って

おくこと。 
 ３）なるべく多くの参加者と親交を深めるように努力し、またそれぞれが、日本チームの一員として責

任を持った行動をすること。 
 ４）自分の競技が終了しても、日本チ－ムの他の人でまだ競技を控えている人もいるので、他の人

への心づかいを忘れないこと。 
 ５）無断に宿舎、競技場を離れないこと、また、単独行動はとらないこと。 
 ６）部屋をきれいに使うこと。 
 ７）パスポ－ト、現金、貴重品の管理をしっかりすること。 
 ８）生水は飲まないこと。 
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【【内内　　　　　　容容】】 PPAAGGEE

1

4

5

7

10

ドドーーピピンンググ検検査査をを受受けけたたらら 14

15

18

19

20

27

52

大大会会期期間間中中のの注注意意事事項項

大大会会一一般般規規則則
  ((原原文文UURRLL：：  hhttttpp::////wwwwww..ddeeaaffllyymmppiiccss..ccoomm//iiccssdd//ggeenneerraall--tteecchhnniiccaall--rruulleess--ddeeaaffllyymmppiiccss//wwiinntteerr  ））

ドドーーピピンンググ検検査査のの手手順順①①

日日本本選選手手団団現現地地体体制制図図

　　〃〃                    名名簿簿

ドドーーピピンンググ検検査査のの手手順順②②

競競技技中中ににおおけけるる抗抗議議（（ププロロテテスストト））ににつついいてて

報報告告書書作作成成ににつついいてて

聴聴力力検検査査規規則則
（（原原文文UURRLL：：  hhttttpp::////wwwwww..ddeeaaffllyymmppiiccss..ccoomm//ppddff//AAuuddiiooggrraammRReegguullaattiioonnss..ppddff  ））

危危機機管管理理体体制制

デデフフリリンンピピッックク規規則則
（（原原文文UURRLL：：  hhttttpp::////wwwwww..ddeeaaffllyymmppiiccss..ccoomm//iiccssdd//ddeeaaffllyymmppiiccss--rreegguullaattiioonnss  ））
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７ 毎日の報告について【重要事項】  
１）毎日の健康チェックについて 
① 各チームとも、毎朝出発前までにチーム全員（選手・スタッフ）の健康状態を指定の用紙
（別紙参照）に記入し、メディカルルーム前のボックスに入れること。 
② 体調のすぐれないメンバーがいた場合、速やかにメディカルスタッフと相談すること。 

２）毎日の試合結果について 
①各チーム監督は毎日のチームの行動日程及びリザルトを宿舎に戻り次第、選手団本部に提出
すること。 

②公式記録の発表は、選手団本部においてもインターネットで確認する予定。 
 ２）ドーピング等に関して 
 ① サプリメントや薬を服用する場合は必ずドクターに相談してから服用すること。 
 ② ドーピング検査や聴力検査は、いつでも実施される可能性があることを認識し、居場所情報の

提出を怠らないこと（特に外出時）。 
 
８ 危機管理【重要事項】  
 ・自分の安全を守るのは結局は「自分自身」であることを自覚すること。 
 ・安全対策のため、できる限り不要不急の場には近づかない、立ち入らないこと。 
 
 
 

これらの条件遵守期間は競技種目に関わらず全員 
2019年 12月７日~12月 23日までとする。 
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通し No 競技
スタッフ

選手
肩書き及び

出場希望競技種目
名前 ふりがな 性別 年齢 住所 所属団体 勤務先

1 1 アルペンスキー スタッフ 監督 田中 照也 たなか てるや 男 46 東京都江戸川区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

ネオアクシス株式会社

2 2 アルペンスキー スタッフ コーチ 上野 英孝 うえの ひでたか 男 41 北海道上磯郡 知内町教育委員会

3 3 アルペンスキー スタッフ トレーナー 川﨑　純 かわさき じゅん 男 48 大阪府茨木市 四條畷学園大学

4 4 アルペンスキー 選手

滑降
スーパー大回転
スーパーコンビ

大回転
回転

中村 晃大 なかむら こうだい 男 28 長野県北安曇郡 社会福祉法人長野県聴覚障害者協会 松川村役場

5 5 アルペンスキー 選手

スーパー大回転
スーパーコンビ

大回転
回転

北城 大地 きたじょう だいち 男 26 青森県弘前市 一般社団法人青森県ろうあ協会 弘前航空電子株式会社

6 6 アルペンスキー 選手
大回転
回転

吉田 絢音 よしだ あやね 女 25
神奈川県横浜市南
区

一般社団法人神奈川県聴覚障害者連盟 横浜市役所

7 1
アルペン
スノーボード

スタッフ 監督 笠井 彰子 かさい あきこ 女 44 愛知県豊川市 一般社団法人愛知県聴覚障害者協会 笑おう舎

8 2
アルペン
スノーボード

スタッフ コーチ 野藤 優貴 のふじ ゆうき 男 32 神奈川県鎌倉市 有限会社パイオニアモス

9 3
アルペン
スノーボード

スタッフ AT 津賀 裕喜 つが ゆうき 男 30 千葉県佐倉市 帝京平成大学

10 4
アルペン
スノーボード

スタッフ 手話通訳 高桐 尊史 たかぎり たけし 男 60 東京都世田谷区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

11 5
アルペン
スノーボード

選手
パラレル大回転
パラレル回転

岡村 大晃 おかむら たかあき 男 18 東京都八王子市
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟
東京都立中央ろう学校　高等部３年生

12 1
スノーボード
フリースタイル

スタッフ コーチ 小島 敬雄 こじま たかお 男 40 神奈川県平塚市 株式会社アオ

13 2
スノーボード
フリースタイル

スタッフ コーチ 南雲 利仁 なぐも　としひと 男 44 新潟県南魚沼郡

14 3
スノーボード
フリースタイル

スタッフ トレーナー 大橋 一麻 おおはし　かずま 男 29 長野県下高井郡 全日本ウィンタースポーツ専門学校

15 4
スノーボード
フリースタイル

スタッフ
兼

選手

監督
クロス

スロープスタイル
ビッグエア

奥田 和夫 おくだ かずお 男 50 山梨県中巨摩郡 一般社団法人山梨県聴覚障害者協会 パナソニック株式会社

16 5
スノーボード
フリースタイル

選手
クロス

スロープスタイル
ビッグエア

花島 大輔 はなしま だいすけ 男 44
神奈川県横浜市中
区

一般社団法人神奈川県聴覚障害者連盟 キヤノン株式会社

17 6
スノーボード
フリースタイル

選手
クロス

スロープスタイル
ビッグエア

小野田 瑛次 おのだ えいじ 男 30 大阪府茨木市 公益社団法人大阪聴力障害者協会 株式会社ダイキンサンライズ摂津

18 7
スノーボード
フリースタイル

選手 クロス 岡本 信彦 おかもと のぶひこ 男 41 東京都杉並区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社LAVA Internadtional

19 8
スノーボード
フリースタイル

選手
クロス

スロープスタイル
ビッグエア

花島 良子 はなしま りょうこ 女 40
神奈川県横浜市中
区

一般社団法人神奈川県聴覚障害者連盟 株式会社オー・エル・エム

20 9
スノーボード
フリースタイル

選手
クロス

スロープスタイル
ビッグエア

奥田 恵理子 おくだ えりこ 女 44 山梨県中巨摩郡 一般社団法人山梨県聴覚障害者協会 キャノンファインテックニスカ株式会社

※年齢－2019年12月12日現在
※所属団体－選手・聴覚障害者スタッフが所属している全日本ろうあ連盟加盟団体
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通し No 競技
スタッフ

選手
肩書き及び

出場希望競技種目
名前 ふりがな 性別 年齢 住所 所属団体 勤務先

※年齢－2019年12月12日現在
※所属団体－選手・聴覚障害者スタッフが所属している全日本ろうあ連盟加盟団体

21 1 カーリング スタッフ 監督 竹川 寿美子 たけかわ すみこ 女 49 東京都千代田区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院分
院

22 2 カーリング スタッフ コーチ 石田 順一 いしだ じゅんいち 男 67 青森県青森市 株式会社イシダスポーツ

23 3 カーリング スタッフ トレーナー 宮原 麻衣子 みやはら まいこ 女 50 東京都豊島区 埼玉医科大学病院

24 4 カーリング スタッフ 手話通訳 砂田 武志 すなだ たけし 男 58 東京都大田区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

25 5 カーリング 選手 男子団体戦 荒谷 淳一 あらや じゅんいち 男 64 青森県上北郡 一般社団法人青森県ろうあ協会 有限会社乙供塗装店

26 6 カーリング 選手 男子団体戦 荒谷 飛翔 あらや ひしょう 男 27 愛知県西尾市 一般社団法人愛知県聴覚障害者協会 株式会社デンソー西尾製作所

27 7 カーリング 選手 男子団体戦 米田 義光 よねた よしみつ 男 52 青森県青森市 一般社団法人青森県ろうあ協会 社会福祉法人青森市社会福祉協議会

28 8 カーリング 選手 男子団体戦 中村 鉄哉 なかむら てつや 男 61 青森県八戸市 一般社団法人青森県ろうあ協会 アンデス電気株式会社

29 9 カーリング 選手 男子団体戦 松橋 要 まつはし かなむ 男 35 東京都練馬区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

株式会社日立ソリューションズ・クリエイ
ト

30 1 本部 スタッフ 団長 小椋 武夫 おぐら たけお 男 67 山梨県西八千代郡 一般社団法人山梨県聴覚障害者協会

31 2 本部 スタッフ 総監督 粟野 達人 あわの たつひと 男 63 東京都渋谷区
公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東
京都聴覚障害者連盟

32 3 本部 スタッフ 総務 倉野 直紀 くらの なおき 男 46 三重県多気郡 一般社団法人三重県聴覚障害者協会 三重県聴覚障害者支援センター

33 4 本部 スタッフ 総務 中西 潤 なかにし じゅん 男 39 埼玉県熊谷市 一般社団法人埼玉県聴覚障害者協会

34 5 本部 スタッフ 手話通訳 森本 行雄 もりもと　ゆきお 男 64 東京都足立区 社会福祉法人東京愛育苑　金町学園

35 6 本部 スタッフ 手話通訳 黒石 恵理子 くろいし えりこ 女 41
静岡県静岡市駿河
区

駿河区役所　駿河福祉事務所

36 7 本部 スタッフ 手話通訳 竹腰 由香里 たけこし ゆかり 女 39 大阪府池田市 株式会社エルアイ武田

37 8 本部 スタッフ 広報 狩野 功 かりの いさお 男 50 埼玉県新座市 一般社団法人埼玉県聴覚障害者協会 株式会社本田技術研究所

38 9 本部 スタッフ 広報 加瀬 大介 かせ だいすけ 男 43 東京都板橋区 キャピタル・パートナーズ証券株式会社

39 10 本部 スタッフ 事務局 梅澤 仁士 うめざわ ひとし 男 40 埼玉県和光市 一般財団法人全日本ろうあ連盟 一般財団法人全日本ろうあ連盟

40 11 本部 スタッフ 事務局 加茂下 和子 かもした かずこ 女 48 東京都西東京市 一般財団法人全日本ろうあ連盟 一般財団法人全日本ろうあ連盟

41 12 本部 スタッフ 医師 清水 雅樹 しみず まさき 男 43 群馬県前橋市
あさくらスポーツリハビリテーションクリ
ニック

42 13 本部 スタッフ 医師 楠目 信三 くすめ しんぞう 男 63 東京都江戸川区 箱根リハビリテーション病院

43 14 本部 スタッフ 看護師 篠崎 菜穂子 しのざき なほこ 女 56 埼玉県所沢市
国立障害者リハビリテーションセンター病
院

44 15 本部 スタッフ ＡＴ 砂川 あゆ未 すながわ あゆみ 女 30
神奈川県川崎市幸
区

アリエス接骨院　恵比寿

45 16 本部 スタッフ 輸送 林 孝雄 はやし たかお 男 70
神奈川県横浜市栄
区

株式会社グロリアツアーズ

46 17 本部 スタッフ 輸送 内田 美春 うちだ みはる 女 54 東京都荒川区
公益財団法人東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会組織委員会

47 18 本部 スタッフ 輸送 佐藤 順 さとう のぶ 女 45 フランス 株式会社グロリアツアーズ
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団長 ：小椋 武夫 総務 ：倉野 直紀
総監督 ：粟野 達人 手話通訳 ：竹腰 由香里
総務 ：中西 潤 広報 ：加瀬　大介
手話通訳 ：森本行雄 事務局 ：梅澤　仁士
手話通訳 ：黒石 恵理子 医師 ：楠目　信三
広報 ：狩野 功 輸送 ：佐藤 順
事務局 ：加茂下 和子
医師 ：清水 雅樹
看護師            　　：篠崎 菜穂子
アスレティックトレーナー：砂川　あゆ未
輸送 ：林 孝雄
輸送 ：内田　美春

竹川 寿美子

奥田 和夫

各チーム窓口（１チーム）
カーリング

サンタカテリーナ マデージモ

スノーボードフリースタイル

団長：小椋武夫

総監督：粟野達人

総務：倉野直紀

【　日本選手団組織図　】

各チーム窓口（3チーム）
アルペンスキー　 田中 照也
アルペンスノーボード 笠井 彰子
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【ドーピング検査の手順】 
１．全体的な考え方 
ドーピング検査の対象競技者は、競技順位やくじで決定されます（従って、予告なしに通告されます）。 
 
（1）行動の監視 
ドーピング・コントロール・オフィサー（DCO）からドーピング検査対象となったと通告を受けた時点から検査終了
まで、選手の全行動は DCO から監視を受けることになります。 
 
(2) 検査の種類 
尿検査と血液検査の２種類となります。 
選手が検査の種類を選択することはできません。注意してください。  
 
（3）検査途中での異物混入を防ぐために 
検査中は外部から検体（尿・血液）への異物混入を防ぐために、容器の選択、ボトルへの分注、ボトルの密
封まで、選手本人と DCO 双方が確認した上で各操作が実施されます。検体は、密封された状態で検査機関
に搬送され、成分が分析されます。 
 
（4）コーチ等の同伴 
選手にはコーチやチームドクターなどの同伴者を１名帯同することが認められています。特に視覚障害のある選
手や上肢機能に障害のある選手については、採尿も同伴者が手伝うこともできます。未成年の選手には、検査
が正しく行われたかを確認するためにコーチを同伴することが強く勧められていますが、どうしても難しい場合には、
DCO によりシャペロンを１名配置するなど、DCO と選手が二人きりで検査を行わないように配慮されています。
なお、通訳は上記同伴者の人数に含まず帯同することができます。 
 
２．検査手順 
以下は検査手順ですが、検査の際にはドーピング・コントロール・オフィサー（DCO）が丁寧に一つずつ手順を説
明してくれますので、その指示に従って検査を受けてください。また、(公財)日本アンチ・ドーピング機構（ＪＡＤ
Ａ）のサイト上（ドーピング検査の流れ）に、手順が紹介されているので、必ず大会前に見ておくようにしてくださ
い。 
アスリートサイト http://www.realchampion.jp/ 
アスリートに求められる世界基準の手続き http://www.realchampion.jp/process 
尿検査  http://www.realchampion.jp/process/examine_urinalysis 
血液検査 http://www.realchampion.jp/process/examine_blood 
 
 
 

１． ドーピング・コントロール・オフィサーから、検査対象者になったことを通告されたら、検査への同意を確認するための通告書類に署名する（検査を拒否することは規則違反となる。） 
＊DCO から検査対象になった旨を伝えられます。通告後は、速やかにドーピング・コントロール・ステーションに出
頭してください。表彰式や別種目へ出場する、メディアに対応する、ウォームダウンを行う、必要な医療処置を受
ける、同伴者または通訳を探す、写真付きの身分証明書を探すなどの行動は、DCO にその旨を伝え、許可を
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合には JPC および選手へは連絡は入りません。陽性の反応が検出された場合にのみ、JADA より選手へ直接通
知されます。JPC にも連絡が入りますので、選手の所属競技団体にその旨を伝えます。その後、聴聞会を経て選
手の処分（罰則）が決定されます。 
 

 
 

※「血液検査」については次頁を参照してください。 
 
 
 
【注意】 
①現在使用している‘くすり’は、使用目的ごとに、名前、メーカー、薬品名、番号などを
英語でリストにし、常に所持して下さい。（検査で必要となります。） 
 
②ドーピング検査を受けたら、必ず「ドーピング検査報告書」を本部メディカルに提出し
てください。 
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受けてください。DCO あるいはシャペロン（検査対象者への通知およびドーピング・コントロール・ステーションまで
の付き添いと監視を行う検査係員）の同伴があればこれらを行うことは可能です。検査には1名の同伴者（コ
ーチなど）を連れて行くことができます。検査を拒否することは規則違反とみなされます。 

 
 
 

（ここからは尿検査の場合を説明します。基本的な流れは血液検査も一緒です。） 
 
２． 尿意をもよおすまでウェイティングルームで待機する。 
＊検査室には安全なミネラルウォーターなどが用意されていますので、飲みながら尿意を催すまで待ちます。採
取した尿量が 90ml以下の場合は、再度の採尿が必要です。 
 

＊ドーピング検査の際は対象選手だけではなく同伴者（スタッフ，通訳など）もきちんと手を洗ってから検査キット
などにさわるように注意書きを加えてください。体につけている化粧品や日焼け止めからグリセリンなどの禁止物質が
混入することを防ぐためです。 
 
３． 待機中に、いくつかの採取カップの中から、使用するカップを自ら選ぶ。 

  ＊必ず複数のカップの中から自分で選択します。破損や汚れがないか、気をつけて確認しましょう。 
 
４． 採尿する。 
＊同性のオフィサーが一緒にトイレに入り、選手が正しく採尿しているかどうかを目で見て確認します。 

 
５． 採取した尿を保管するためにいくつかの密封されたサンプルキットの中から、使用するものを自ら選ぶ 
＊サンプルキットには外箱に確認用のシールが貼ってあります。また中にボトル 2本が入って 
います。あらかじめサンプルキットが密封されているか、また容器に破損がないか確認します。 

 
６． 2本のボトルに、指示された量の尿を分注し、しっかりふたをする。 

  ＊指示に従い、自分で行います。 
 
７． 残った尿で、比重が測定される 
＊DCO が、カップに残った尿に尿スティックを浸して測定するか、または屈折計を用いて比重を測定します。 

 
８． 検査 7日以内に使用した薬物・サプリメントについて申告する。 
＊大会前 7 日以内に使用した処方箋や処方箋のない薬および栄養補助食品類（サプリメント）を記載して
下さい。吸入喘息治療薬（例えば吸入ベータ 2 作用薬、糖質コルチコイド吸入薬）を使用した場合、あるい
は糖質コルチコイドの局所注射（関節内、関節周囲、腱周囲、硬膜外、皮内）をした場合は、診断名、使
用した薬品名、および処方した医師の氏名や病院名などを記載して下さい（常時、薬名、サプリメント名とそ
の成分がわかるものをリスト（日本語と英語）にして所持すること） 

 
９． ドーピング検査公式記録書にすべての関係者が署名した後、控えを受け取る 
＊選手と同伴者も記録書の内容が間違いないか確認し、署名をします。 

 
10． その後の措置 
＊結果は 2週間程度で、公式検査機関を通して実施団体及び JADAに報告されます。結果が陰性であった場
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大会期間中にドーピング検査を受けた場合 

①必ず、本部メディカルに行き、報告書の提出をお願いいたします。 

②書式は本部メディカルで準備をしています。 

③複数回受けた場合、その都度報告書の提出が必要です。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

２０１９年１２月  日 

ドーピング検査報告書 

ドーピング検査を受けたら本部メディカルチームまで報告してください。 

 

 

  

ドーピング検査を行っ

た 

日 時 

２０１９年１２月   日 午前・午後    時ごろ 

競 技  

種 目  

ドーピング検査を受け

た 

選手名・年齢 

                    

（     歳） 

ドーピング検査を受け

た 

会 場 

 

メダルの有無 

 金 ・  銀  ・  銅   

 

〔ﾒﾀﾞﾙ以外／（例）入賞 5位：              〕 

ドーピング検査の種

類 
尿検査  ・  血液検査 

同伴者 

どちらかに〇をつけてくださ

い 

・あり 

⇒〔氏名：      〕〔役職：         〕 

・なし 

特記事項 

ドーピング検査時に 

気になったことなどを 

お書きください。 
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【競技中における抗議について】 
◼ 抗議する場合には、必ず事前に総監督に相談をすること。 

◼ 下記を熟読し、手順の流れについてつかむこと。 

◼ 抗議する際の申し立て金については競技団体負担とする。 

◼ 抗議の委託金はUS＄100 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

大会技術規則（General Technical Regulations–）より 
 
1111..    権権限限・・判判定定権権  

1111..11 ICSD理事会は、組織委員会及び大会参加国連盟より提訴された冬季

大会や試合に関するあらゆる訴訟問題に対して、最終決定を下すことがで

きる最高権力を有する。  

   

1111..22 各競技において試合の審判員（ground judges）に対する抗議は、ICSD

が定める冬季デフリンピック抗議用紙に英語で記入して提出しない限り、

審判員によって判定される。この抗議用紙は各競技ごとに定められた時間

内に提出されなければならない。（各競技の技術規程参照）  

  

1111..33 競技役員(official)の判断に対する抗議は、該当する競技の抗議委

員会(Protest Committee)の各委員に対して申し立てることが可能である

が、その際には 100ドルの保証金を納める。  

 

1111..44抗議委員会は抗議を受けてから競技ごとに定められた時間内に判定

-15-

11.4. The Protest Committee must decide on the protest within the time limits set 

forth for each sport, and the federation in question must be informed about the 

decision immediately. 

11.5. An appeal against the decision of Protest Committee can be addressed by an 

official of the protesting federation to the Jury of Appeal of the Winter Deaflympics 

within four hours after the decision of the first Protest Committee has been declared. 

11.6. If a protest is accepted, the deposit is to be returned to the protesting 

federation. 

11.7. Appeals regarding hearing ability, doping tests and nationality of an athlete are 

solely the jurisdiction of the Executive Board of ICSD. 
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【報告書作成について】 
大会終了後、日本選手団員は「全員」報告書の作成が義務付けられております。 

 
【手順】 
日本選手団員は報告書を作成→競技団体で取りまとめ→派遣委員会事務局へ提出。 
 
 
【事務局への提出〆切】 
２０２０年１月 17日（金）厳守 
※事務局提出〆切りを勘案し各競技団体内での〆切を決められますよう、お願い致します。 
※こちらの報告書は助成金を受けた結果を報告するためのものです。 

 
 
■３つのパターンでフォーマットを作成しましたので、添付のワード書式を利用して、下記の内容で報告
書の作成をお願いいたします。 
 
 
●団長・競技監督（競技チーム全体のトップ） 
①選手・役員の選考基準と方法 
②総評 
 
●競技スタッフ 
①自己の役割とその評価 
②今後の課題 
 
●選手 
①当初の目標（自己目標） 
②結果に対する評価 
③今後の課題 
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を下し、抗議を提出した連盟に対してすぐに判定の結果を通達しなければ

ならない。  

  

1111..55抗議委員会の下した判定に対して抗議する場合、その判定が下され

てから４時間内に、抗議をする連盟の役員から審査員団に提訴しなければ

ならない。  

  

1111..66提訴が受理された場合、その提訴を起こした連盟へ 50ドルの保証金

が返却される。  

  

1111..77聴力、ドーピング検査、選手の国籍問題に関する訴えは ICSD理事会

の単独判定とする。  

 

11. AUTHORITY AND JURISDICTION 

11.1. The Executive Board of ICSD constitutes the supreme authority which will 

decide, as the last resort, all disputes relating to the Winter Deaflympics, on appeal by 

the Organizing Committee or the participating National Deaf Sports Federations. 

11.2. Protests made to ground judges, in matters of competition, are judged by them 

and are without appeal unless a protest has been made in writing (in English) on the 

official Winter Deaflympics protest form. The protest must be delivered within a 

fixed time for each sport (see the technical regulations for each sport). 

11.3. Protests against a decision of an official can be made to any member of the 

Protest Committee of the sport in question and must be accompanied by a deposit of 

US $100.00. 
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（倉野）

報告・指示

デフリンピック派遣委員会（責任者：石野）

グロリアツアーズ

情報収集（日本）

（連盟・グロリアツアーズ）

報告・情報共有

指示

指示管理

【危機管理ネットワーク】

現地

（粟野・中西・梅澤・加茂下・林）対応・支援

関係機関

現地情報の収集

状況報告・連絡等

（久松）

派遣国ろうスポーツ協会

外務省関係

領事館

派遣者

現地責任者

（小椋）

報告・情報共有・指示

指示管理

グ
ロ
リ
ア
ツ
ア
ー
ズ
→
選
手
な
ど
の
家

連
盟
→
各
競
技
団
体
窓
口
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１．ろう者であること：この場合は両耳のうち、聴力が優れた方の耳の聴

力レベルが最低でも 55デシベル以上の者を指す（1964 年に定めた ISO基

準：500、1000、2000 ヘルツの３つの振動数平均を基準とする） 

 

2.（ICSD）加盟国連盟の会員であること。 

  

33..44 規則として、年齢に制限を設けない競技種目がある。一方、各々の規程に

より年齢制限を設けている種目もある。 

 

33..55      登録用紙に参加規程項を明記して以下の同意文を載せるが、各国連盟の役

員２名（通常は会長と事務局長）が代表し、これに同意してサインしなけ

ればならない： 

 

「「我我々々署署名名者者はは冬冬季季デデフフリリンンピピッッククのの参参加加規規程程をを読読みみ、、我我々々及及びび選選手手ははそそ

のの条条件件にに従従ううここととをを誓誓いいまますす。。我我々々はは国国際際ろろうう者者ススポポーーツツ委委員員会会にによよっってて

認認可可さされれたた条条件件とと目目的的ににおおいいてて、、冬冬季季デデフフリリンンピピッックク期期間間中中、、テテレレビビ撮撮影影

及及びび写写真真撮撮影影ななどどをを受受けけ入入れれるるここととにに同同意意ししまますす。。」」  

  

33..66 上記規則が守られない場合は、いかなる登録も無効とする。  

  

33..77 参加者は自分が所属している連盟の国籍を有していなければならない。疑

わしいとされた場合､関係する連盟は該当する参加者のパスポートのコピ

ーを提出し、国籍を証明しなければならない。  

 

  

44..     取取締締りり・・罰罰則則  

  

44..11 それぞれの連盟には､以前オージオグラムを提出した選手のリストが配布

される。このリストに名前のある選手は、新たに聴力検査表（オージオグ

ラム）を提出する必要はない。 

その他の（リストに名前のない）選手は全員、大会参加前に ICSD 事務局

に聴力検査表を提出しなければならない。その際、聴力検査表のフォーマ

ットは ICSD のホームページに掲載するものを使用することとする。  

  

44..22 冬季デフリンピック期間中、選手に対して新たに聴力検査を実施する場合

がある。  

 

44..33 選手に対してドーピング検査を課す場合がある。  
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44..44 これらの検査で不適格の結果が出た選手は、直ちにその競技から退場しな

ければならない。この選手が同一種目の別な競技にも出場する場合､不適

格と判定された競技のみにおいて失格となる。  

 

44..55 もし、チームの一員に検査で不適格の結果が出た場合、該当する選手は直

ちに競技から退場しなくてはならない。その選手は、その競技の残りの部

分､及び次の競技について失格となる。別の選手がその選手の代わりに出

場することはできる。  

 

44..66 なんらかの不正行為があった場合、その選手が属する連盟は ICSD 理事会

が定めた手続き料と罰金を支払う義務が課せられる。  

 

44..77 冬季デフリンピック期間中の検査に係る諸経費は組織委員会が負担する。  

 

44..88  (アレルギー、喘息、てんかん､等の）慢性疾患のために､薬物もしくは禁

止されている物質の使用が必要な選手は､TUE申請をしなくてはならない。

詳細は、ICSD アンチドーピング規則 ICSD Anti-Doping Rules をご覧ください。 

  

  

55..     選選手手団団役役員員  

  

55..11 ICSD 加盟国連盟のみが冬季デフリンピック大会に参加する選手を登録す

る権利を有する。 

  

55..22 それぞれの競技種目に参加できる選手団役員の上限人数は各競技の特別

規則及びそれぞれの競技規程に明記されている。 

  

55..33 自国のろうスポーツ連盟より１競技につき選手団役員を１名、加えて選手

３名につき役員を１名派遣することができる。（ICSD評議員会に出席する

代表者はこの規程から除く） 

  

55..44 冬季デフリンピックの登録用紙は事務局が準備･提供する。  

 

 

66.. 団団体体競競技技  

  

66..11 団体競技への登録の最終締め切りは 22001188年年 1122 月月 1122 日日とする。 
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大大会会一一般般規規則則--デデフフリリンンピピッックク  

ヴヴァァルルテテッッリリーーナナ--ヴヴァァルルチチアアベベンンナナ 22001199  

11..  期期間間  

    冬季デフリンピックをイタリアのヴァルテッリーナ－ヴァルチアベンナにおいて、

22001199 年年 1122 月月 1122 日日かからら 1122 月月 2211日日ままでで開催する。 

 

 

22..  競競技技  

冬季デフリンピックでは以下の競技を行う。 

22..11..    個個人人競競技技:: アルペンスキー、チェス、クロス・カントリー・スキー、ス

ノーボード 

22..22..    団団体体競競技技::  カーリング 、アイスホッケー 

22..33..  各個人競技の種目内容は各競技の特別規則及びそれぞれの競技規程によ 

   り定められる。 

22..44..  予備/最終登録で男性、女性それぞれに最低２つの地域から合わせて５か 

国以上の参加登録があった競技及び種目のみを行う。 

  

22..55..    デデフフリリンンピピッックク競競技技規規則則 DDGG77  55 に従い競技又は種目を中止する場合は、

予備登録の締め切り日から 14 日以降に、必要があれば最終登録締め切り

後直ちに、国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）事務局から関係各国連盟に

通知する。 

 

  

33..    参参加加資資格格  

  

33..11 冬季デフリンピックは公平無私な競技を行う目的のもとに、（ICSD）加盟

国連盟全てのろうスポーツマンが集い団結する場である。 

  

33..22 人種、宗教及び政治問題など、いかなる理由においても団体及び個人を差

別する行為を禁ずる。 

  

33..33 冬季デフリンピックに参加する選手は以下の条件に適う者でなければな

らない： 
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66..22..    団体競技の参加表明の〆切は 22001188 年年 1122 月月 1122日日である。 

66..33    団体競技の最終エントリーの〆切は 22001199年年 1111 月月 1122 日日である。 

66..44   ICSD 事務局宛に、各選手名、登録種目および背番号を明記した最終登録

用紙を 22001199年年 1111月月 1122日日以前に提出しなくてはならない。この手続きは、

ICSD の定めたオンライン登録にて行う。 

66..55    22001199 年年 1111 月月 1122 日日以降は、一切の追加登録も受け付けない。 

 

66..66 出場登録をしたチームが、22001188年年 1100月月 1122 日日かからら 22001188 年年 1122 月月 1122日日の間 

に登録取消しをする場合は､取消し後直ちに UUSSDD＄＄22,,550000の罰金を支払わなけ 

ばならない。 

 

66..77 22001199 年年 1111 月月 1122 日日以降に出場取消をする場合は、取消後直ちに UUSS$$55,,000000

の罰金を支払わなければならない。  

 

  

77..        個個人人競競技技  

  

77..11 22001188 年年 1122 月月 1122 日日までに ICSD事務局宛に、各競技種目に出場可能な選手

の人数を想定して報告する、予備登録を済ませなければならない。  

  

77..22 22001199 年年 1111 月月 1122 日日までに ICSD事務局宛に、出場する競技種目に選手名を

記入して最終登録用紙を提出しなければならない。この最終登録の手続き

は、ICSD の定めたオンライン登録にて行う。  

 

77..33      22001199 年年 1111 月月 1122 日日以降は、一切の追加登録も受け付けない。 

 

77..44      登録済みの選手が当日競技に出場しなかった場合は罰金 US$100 が課せら

れる。ただし、医者からドクターストップがかかり、その旨の診断書が提

出された場合を除く。 

 

  

88..      財財政政規規程程  

  

88..11 各国選手団は自身の旅費、食費、宿泊費など派遣に係る諸経費を負担しな

ければならない。  
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1111..    権権限限・・判判定定権権  

  

1111..11 ICSD 理事会は、組織委員会及び大会参加国連盟より提訴された冬季大会

や試合に関するあらゆる訴訟問題に対して、最終決定を下すことができる

最高権力を有する。  

   

1111..22各競技において試合の審判員（ground judges）に対する抗議は、ICSDが

定める冬季デフリンピック抗議用紙に英語で記入して提出しない限り、審

判員によって判定される。この抗議用紙は各競技ごとに定められた時間内

に提出されなければならない。（各競技の技術規程参照）  

  

1111..33競技役員(official)の判断に対する抗議は、該当する競技の抗議委員会

(Protest Committee)の各委員に対して申し立てることが可能であるが、

その際には 100 ドルの保証金を納める。  

 

1111..44抗議委員会は抗議を受けてから競技ごとに定められた時間内に判定を下

し、抗議を提出した連盟に対してすぐに判定の結果を通達しなければな

らない。  

  

1111..55抗議委員会の下した判定に対して抗議する場合、その判定が下されてから

４時間内に、抗議をする連盟の役員から審査員団に提訴しなければなら

ない。  

  

1111..66提訴が受理された場合、その提訴を起こした連盟へ 50 ドルの保証金が返

却される。  

  

1111..77聴力、ドーピング検査、選手の国籍問題に関する訴えは ICSD 理事会の単

独判定とする。  

 

  

1122.. 身身分分証証明明カカーードド（（IIDD カカーードド））  

選手及び役員は身分証明書カードが与えられ、競技会場に入場する際には必ず携帯し

なければならない。身分証明カードがない限り、入場及び出場が許されない。 

 

  

1133.. 宣宣伝伝活活動動  

  

1133..11      衣服や用具に小さなロゴマーク､その他の宣伝をつける事は許される。

ただし､前面､背面などあらゆる個所に付されているマーク等の合計表
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面積が 400cm2を越えてはならない。この規程は､そのマーク等が伝統的､

特徴的なデザインである場合も､伝統的デザインとは関係なく､個別の

ものである場合も適用される。(デフリンピック技術規則 DDGG1155  22を参照) 

 

1133..22    冬季デフリンピック区域内外ではあらゆる政治的、宗教的、民族的な宣

伝活動を禁ずる。（参照 ＩＯＣ憲章、第 50条-2015 年 8月版） 

  

1144．．冬季デフリンピック競技中、一切の補聴器または人工内耳の外部機器の使用を固く 

禁ずる。 

  

  

1155..  そそのの他他  

現在のデフリンピック規則及び規程や ICSD 憲章で定めた範囲外において予想外の問

題が起こった場合、IOC（国際オリンピック委員会）や国際的な団体によって定めら

れた規則及び規程に従って処理する。これらの規則に抗議することはできず、開催国

のろうスポーツ連盟の有する規則及び規程より優先してこれに従う。 

 

訳訳注注：： 

 

用語は以下のように翻訳： 

Protest Committee = 抗議委員会 

Jury of Appeal = 審査員団 

Official = 競技役員 

(ground) judges = 審判員 

Technical Meeting ＝ チーム代表者・技術委員打ち合わせ会議 

                 いわゆる「TD会議」のこと 

 

（原文）

http://www.deaflympics.com/icsd/general-technical-rules-deaflympics/winter 
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88..22 各参加選手及び選手団役員（連盟代表者を含む）は、それぞれ冬季デフリ

ンピック開会前に参加費の US$40 を支払わなければならない。  

 

88..33 ICSD に支払われるべき全ての納入金は、冬季大会が始まる前に支払わな

ければならない。冬季大会が始まるまでに支払いが済んでいない連盟の選

手団は、全員出場資格を失う。 

 

  

99..     メメダダルルとと賞賞状状  

  

99..11      全競技種目において、第１位には金メダルと賞状を、第２位に銀メダル

と賞状、第３位には銅メダルと賞状が授与される。  

  

99..22 全ての団体競技及び“人工的な性質”を除いた（（99..33..参参照照））その他の競

技種目における団体戦の場合、第１位となったチームのメンバーのうち､

冬季デフリンピック開催期間中に少なくとも 1 試合もしくは１競技以上

に出場した全ての選手に第１位のメダルと賞状が授与される。第２位､

第３位のチームのメンバーにも同様に、少なくとも 1 試合もしくは 1 競

技以上に出場した全ての選手に､それぞれ 2 位､または 3 位の賞状とメダ

ルが授与される(99..11 参照)。これらのチームのその他のメンバーには､メ

ダルはないが、賞状が授与される。  

 

99..33 個人競技の場合、４～８位までの選手には賞状が授与される。  

  

  

1100..    チチーームム代代表表者者・・技技術術委委員員打打ちち合合わわせせ会会議議※、、抽抽選選会会  

  

1100..11 各競技のチーム代表者・技術委員打ち合わせ会議は各競技の最初の試合  

 が始まる前に最低１回は行われる。日時、場所は発表される。  

  

1100..22 この会議には競技委員会、審査員、ICSD技術委員、各参加国連盟の代  

  表者２名（２名のうち１名はろう者でなければならない）が出席する。

この会議に出席するろうの代表者にきこえる人が同行した場合、通訳

の使用を認める。 

    1100..33 団体競技の抽選は、団体競技を登録した国々に後後日日発発表表すするる。 

 

    1100..44 ノックアウト方式の試合の抽選はそれらのチーム代表者打合せ会議が 

始まる前にヴァルテッリーナ－ヴァルチアベンナで行われる。シードは抽 

選がおこなれる前に公開される。 
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デデフフリリンンピピッックク  ――  規規約約  

  

DDGG11..  基基本本原原則則  

 

デフリンピックの目的には以下を含む： 

• ろうのスポーツ選手の肉体的・精神的幸福。 

• ろう者が高レベルのスポーツ競技に参加する機会の提供。 

• ４年に一度のスポーツ競技会への世界中の選手の集結。 

• 国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）の原則の世界への推進と、それによるろ

うコミュニティ中の国際親善の構築。 

 

DDGG22..  総総則則  

  

1. デフリンピックは４年に一度開催され、夏季デフリンピックと冬季デフリン

ピックが交互に２年ごとに開催される。これらのデフリンピックは IOC の公

式支援を受けている。 

2. デフリンピックは他の年に延期してはならず、また、オリンピックと同じ年

に開催してはならない。 

3. デフリンピックの開催地はあらかじめ決定されるのではなく、候補国の連盟

が ICSD 評議員会に提議する。 

4. 夏季デフリンピック及び冬季デフリンピックの期間は、大会前イベント及び

予選を除き、通常、夏季大会は 12 日間以内とし、冬季大会は８日間以内とす

る。 

5. デフリンピックは ICSD の独占財産である。ICSD は、とりわけ、デフリンピ

ックに関する使用権（ライセンス）を付与することができる 

6. ICSD 執行委員会は、開催国立候補募集にあたり、ICSD 執行委員会（EC）の

承認を得て、冬季デフリンピック 20,000 米ドル、夏季デフリンピック 35,000

米ドルの保証金など、使用権料の詳細を概説するものとする。開催権を得た

国は、公式発表から３か月以内に使用権料を支払わなければならない。 

7. デフリンピックは国家間の競争ではない。競技結果によって国家レベルを

格付けることはしない。 

8. デフリンピックへの参加は、以下の者に制限される。 

1．ろう者。良耳の聴力が 55dB 以上（500、1000、2000 各ヘルツの 3 周波の平

均､1969 年アメリカ国家規格（ANSI）基準による）の聴力損失と定義され

る。 

2．ICSD 加盟国の国籍を有する者。 
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促される。しかし、その後も票数が同じとなった場合、２つの候補都市の名

を箱に入れ、ICSD 会長がそのうちの１つを引いて、その市をデフリンピック

開催都市として発表することとする。 

 

DDGG44..  組組織織委委員員会会  

  

1. デフリンピック開催権を得た都市は、開催権を得た後６か月以内に組織委員

会(OC)を任命し、デフリンピック運営の責任をこれに委任するものとする。 

2. 組織委員会は運営経験のある者（ろう者及び聞こえる人）によって構成され

るものとする。組織委員会は電子通信機器を使用して ICSD 事務局と直接連絡

をとる。 

3. 組織委員会は電話、ファックス、電子通信機器を備える集中的な事務局を置

くことができる。これらの通信機器の番号は、組織委員会のレターヘッド及

びウェブサイト（存在する場合）に掲載するものとする。 

4. 組織委員会はデフリンピックの運営に責任を持ち、組織委員会の業務に対す

る支援を得るために、国内オリンピック委員会と対話を開始しなければなら

ない。 

5. 組織委員会は、デフリンピックの競技プログラムを決定するにあたり、適切

な国内競技連盟と連絡をとり、その競技連盟の役員と協働するものとする。 

6. 組織委員会は、すべての選手団の交通及び宿泊のニーズのために、デフリン

ピック公式旅行代理店を指定することができる。旅行代理店は電子通信機器

を有するものとする。旅行代理店の指定は、デフリンピックの２年前に行う

ものとする。 

7. 選手団の団長、監督、リーダー（シェフ・デ・ミッション）は、大会開始１

年前にデフリンピック開催会場を訪問することができる。組織委員会は会場

訪問のスケジュールを決定するものとする。スケジュールで決められた時期

以外に訪問しても、組織委員会による支援はない。 

 

DDGG55..  報報告告  

  

1. 執行委員会の要求に応じ、デフリンピックの１年前まで、四半期ごとの進捗

報告書を事務局に提出するものとする。その後は毎月の報告書が必要とされ

る。 

2. 組織委員会の委員は、進捗報告書を報告するために、ICSD の執行委員会（EC）

への出席を求めることができる。 

3. デフリンピックの技術及び組織を詳細に説明する完全な報告書を、大会が開
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催前の遅くとも２年前及び４年前に、ICSD 評議員会に提出する。 

4. デフリンピックの完了に向けて、デフリンピック実施後 1年以内に、以下を

記載する最終報告書を事務局に提出するものとする。 

1．全競技種目の結果 

2．全競技の評価 

3．財政 

4．国別の競技者、役員及び観客の数、選手と観客の比率、性別比などの統計

情報 

 

DDGG66..  正正式式招招待待  

  

1. デフリンピックへの招待状は、遅くとも１年前までに、ICSD と組織委員会双

方から別々に送付するものとし、招待状にはデフリンピックプログラムの一

部となる公認競技リストを同封するものとする。 

2. バッジ及びメダルだけでなく、開催者が配布する印刷物である招待状、競技

リスト、登録カード、プログラム、ポスターなどのすべての文書にも、ICSD

のロゴと名前を入れなければならない。 

 

DDGG77..  ププロロググララムム  

  

1. 各競技の技術委員（TD）は、デフリンピック開催の６か月以上前に最終競技

スケジュールを承認する。夏季デフリンピック及び冬季デフリンピックのプ

ログラムに含まれる競技は、開催決定の際に評議員会が承認した競技とする。 

2. デフリンピックのプログラムに含まれる競技は、IOC で認められている競技

に限るものとする。 

3. 組織委員会はデフリンピックの日程案について、ICSD 執行委員会と協議する。

この協議では、ICSD が承認する他の競技種目と重なる可能性を排除すること

を基本としてデフリンピックの正式な日程が決定される。協議はデフリンピ

ックの 4年前までに最終決定されるものとする。 

4. 執行委員会は、デフリンピックの夏季大会及び冬季大会の 18 か月前までに

各競技で実施する種目について承認する。執行委員会は、評議員会の事前の

決定、技術委員（TD）の提出物及び国際競技連盟の規則を考慮に入れる。 

5. 公式プログラムには、２つ以上の地域の５つ以上の国で予備登録された競技

及び種目についてのみ含めるものとする。競技又は種目の参加者が５人未満

又は参加地域が２地域未満である場合、その競技又は種目は中止する。この

規則により個別の種目が中止される場合、事務局は影響を受ける連盟に対し、
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3．デフリンピック競技中は、補聴器又は体外人工内耳を使用しない。  

  

DDGG33..  招招致致手手続続  

  

1. 夏季デフリンピック又は冬季デフリンピックを招致しようとする国内連盟

又は団体は、実際にデフリンピックが開催される９年前に、開催予定の都市

及び日程を含む申請書類を事務局に提出しなければならない。 

2. 加盟国の都市（商工会議所、観光局など）による夏季デフリンピック又は冬

季デフリンピックの招致も受け入れることができる。 

3. デフリンピックの開催申請書には以下の組織の支持証明書を添付するもの

とする。 

1．政府（又は省） 

2．市長室 

3．国内オリンピック委員会 

4．該当する国内ろう者競技連盟 

4. 提出期限は執行委員会により決定され、提出期限の 12 か月以上前に公表さ

れる。 

5. 大会開催地は、該当デフリンピックの６年前に開かれる評議員会で正式に決

定される。 

6. 大会開催申請書には以下の内容を含めなければならない。 

1．デフリンピック開催に立候補する都市及び期間 

2．ホテル、食事、現地交通手段の現行価格一覧 

7. デフリンピック開催を申請する国内連盟は、現地視察の実施の前に、現行の

ICSD「デフリンピック規約」に従うことに同意する契約書に署名しなければ

ならない。 

8. デフリンピックを招致しようとする国内連盟は、ICSD 会長又はその代理人に

よる都市への現地視察を手配しなければならない。現地視察は、その国での

デフリンピックの開催が提案される月と同じ月に行われなければならない。 

9. 視察の前に事務局が DG３. の 3、6 及び 7 に挙げる文書を受けとっていない

場合、現地視察は行われないものとする。 

10. 評議員会に出席した適任の国内連盟により記録された投票の単純過半数を

もって、評議員会がデフリンピック開催地を宣言するものとする。 

11. 第１回の投票でどの候補地も投票数の過半数を得られなかった場合、1つの

候補地が過半数を得るまで、追加投票を行わなければならない。 

12.２つの都市が投票で同じ票数であった場合、最終投票が行われる前に、都市

の代表者それぞれが５分間のプレゼンテーションを行い、質問に答えるよう
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予備登録締め切りの 14 日以内に通知しなければならず、該当する場合には最

終登録締め切り直後に通知しなければならない。 

6.  ICSDは締め切り後14日以内に影響を受ける連盟及び組織委員会に通知しな

ければならない。 

 

DDGG88..  競競技技のの追追加加とと削削除除  

  

1. 新競技は、まず公開競技としてデフリンピックに導入することができる。

ICSD 執行委員会は、新競技を次回のデフリンピックの正式競技として ICSD 評

議員会に提案することができる。この提案を行うには、その競技が以下の条

件を満たしていなければならない。 

1．新競技の世界ろう者選手権が 1度以上開催されていなければならない。 

2．新競技が世界ろう者選手権で実施されたことがない場合、過去 3 年間に国

際競技大会で実施され、男女共最低８か国が出場していなければならない。 

3．導入される新競技の申請書は、評議員会に提出する４か月前に事務局に提

出されなければならない。技術委員会は新競技申請書を評価し、推薦状を提

出するものとする。 

2. 競技がデフリンピックのプログラムで３回連続して開催されない場合、その

競技はデフリンピックの夏季又は冬季競技プログラムから削除される。 

3. プログラムに含める競技は、２以上の地域連合の 12 以上の連盟（夏季デフ

リンピックの場合）又は６以上の連盟（冬季デフリンピックの場合）で実施

されているものとする。 

 

 

DDGG99..  参参加加規規約約  

  

1. デフリンピックは、すべてのろうのスポーツ選手を公正無私な試合に結集さ

せるものである。 

2. 人種、宗教、性別又は政治を理由として、連盟又は個人に対するいかなる差

別も認められない。 

3. 以前はある国の代表であった選手は、２年間の待機期間の後で一度だけ他の

国の代表となることができる。この間、元の国又は新しい国を代表して対戦

することはならない。 

4. 関係する国際競技連盟の規約に記載のある場合を除き、競技者に対する年齢

制限はない。 

5. 登録用紙には参加資格規定並びに競技連盟の会長及び事務局長の署名入り
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 国籍 

3. 身分証明カードは個人の以下の項目を含むものとする。 

 デフリンピックの名称、日程、開催地 

 姓 

 名 

 国籍（ICSD 執行役員、ICSD 技術委員を除く） 

 生年月日（競技者のみ） 

 競技（競技者及び特定の役員のみ） 

 役割（役員のみ。例：団長、トレーナー、通訳その他個人） 

4. 国内連盟は、身分証明カードに記載され組織委員会に提出された情報が正確

なものであることを確認するものとする。 

5. 組織委員会は、身元証明の目的で身分証明カードにアルファベット・コード

又はカラー・コードを使用することができる。組織委員会の許可なしに、身

分証明カードに記載の項目を変更してはならない。 

6. 身分証明カードは、選手が競技者として競技する試合会場への出入りの権限

を与える。身分証明カードを持たない競技者は、登録した競技種目へ参加す

ることは許されない。 

 

DDGG1111..  管管理理とと罰罰則則  

  

1. 本人のオーディオグラムが ICSD に承認されていない選手又は ICSD のオーデ

ィオロジストによる検査を受けたことのない選手は、夏季／冬季デフリンピ

ックの前３か月以内に、１年以内に測定したオーディオグラムを ICSD に提出

しなければならない。これは、予選又はデフリンピックに参加する前に行わ

なければならない。もし提出されていない場合には、出身国の連盟の経費負

担において、デフリンピック会場で、聴力検査が行われる。 

2. このためのオーディオグラム用紙は、ICSD の公式ホームページで提供される。 

3. ICSD は世界アンチドーピング規則を開発する世界アンチドーピング機構

（WADA）の業務を支持し、規則の最新版に従う。 

4. ICSD はこの規則に基づき、デフリンピックその他関連する国際競技会に適用

される ICSD アンチドーピング規則を策定した。 

5. デフリンピックに参加しているすべての選手は、デフリンピック期間中いつ

でもドーピング管理に従うよう求められることがある。 

6. アンチドーピング規則の違反があった場合は、ICSD は ICSD アンチドーピン

グ規則にのっとって制裁を課すことができる。 

7. 組織委員会は実施されるドーピング管理の費用をすべて負担する責任があ
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る。 

8. 組織委員会は、デフリンピックでドーピング管理プログラムが実施できるよ

う、インフラを整える（訓練を受けた検査者、サンプル収集のための適切な

設備、WADA 認定の分析機関へのアクセスを含む）責任を有する。 

9. 組織委員会はすべての会員国にサンプル収集の技術的なプロセスを説明し

たドーピング管理ガイドを配らなくてはならない。 

10. すべての会員国は、その国の選手に対し、ICSD アンチドーピング規則及び

その要件を確実に知らせる責任を有する。 

11. 検査を拒否した競技者はデフリンピックから除外される。 

12. これらの試験のいずれかに不合格となった選手は執行委員会の決定により、

定められた期間、あるいは永久的に ICSD の競技大会から追放されるものとす

る。追放選手の氏名はすべての文書から除かれ、デフリンピックで授与され

たいかなるメダルも没収されるものとする。 

13. 該当選手が団体競技のチームの一員であった場合、チーム全体が失格とな

り、その名前がすべての公式文書から除かれ、デフリンピックで授与された

いかなるメダルも没収されものとする。 

14. 競技者又はチームに不正行為があった場合、会員たる連盟は執行委員会に

よって課せられるすべての実費と罰金を支払わなければならない。 

15. デフリンピック期間中に行われた試験のすべての費用は組織委員会が負担

するものとする。 

 

DDGG1122..  団団体体競競技技  

  

1. 団体競技の予備登録は、夏季大会前の２年半前、冬季大会の１年半前に行わ

なければならない。 

2. １つの国内連盟からは１チームのみの参加が認められる。 

3. 決勝ラウンドのチーム数は原則として、各競技男女それぞれにつき最大 16

チームまでとする。その数は技術委員の勧告とその競技の性質に基づき、執

行委員会が決定する。 

4. DG12.3 に従い登録するチーム数が 16 チームに満たなかった場合、デフリン

ピック開会日の６か月前まで、認められる最大チーム数になるまで追加登録

が認められる。ICSD 事務局で申請を受領した日付が、団体競技登録の日とな

る。同じ日に ICSD 事務局が２チーム以上の申請を受領した場合、登録順序を

決めるためにくじ引きが行われる。 

5. デフリンピックへの出場資格は，地域連合が予選の実施を選択する場合を除

き、地域連合の選手権の結果に自動的に従う。 
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の下記の宣言を含まなければならない。「我々署名者はデフリンピックの参加

資格条件を読み、その条件に従うことを誓います。我々は ICSD によって認可

された目的のために、デフリンピックの期間中、映像撮影及び写真撮影に同

意します。」 

6. 上記規則が守られていない限り、いかなる登録も無効とする。 

7.  ICSD の正会員のみがデフリンピックの競技者として登録できる。 

8. 国内ろう者競技連盟を設立する力が見受けられない小国の選手は、その国の

国内オリンピック委員会又はスポーツ局からの認可を待つ間でも、夏季及び

冬季デフリンピックに出場できる。これらの選手はデフリンピック旗の下で

行進する。 

9. 国内連盟は選手３人につき選手団役員１名を、加えて国の選手団の各競技に

つき 1 名のリーダーを任命できる。これらの役員には評議員会に出席する３

名の代表を含まない。選手団は以下の役員を含むことができる。 

 団長、監督、選手団リーダー 

 副団長、監督補助、副選手団リーダー 

 副小団長、副競技団長、副競技団リーダー 

 コーチ 

 副コーチ 

 マッサージ師・トレーナー 

 医療スタッフ・医師・救急士 

 理学療法士・看護師 

 行政補佐官・行政官 

 通訳者 

選手団に認められた人数以上の役員がいる場合は、その超過分の役員には執行

委員会が決定する超過料金が課される。 

10. デフリンピックの登録用紙は ICSD が提供する。 

 

DDGG1100..  IIDD カカーードド  

  

1. デフリンピックの組織委員会は各参加者及び役員に身分証明カードを提供

しなければならない。 

2. 組織委員会は、適切な文書（旅券又は政府発行の身分証明カード）を調べて

選手の市民権を確認し、以下のすべてが身分証明カードを発行する前の選手

のプロファイルと合致することを確かめる。 

 姓名 

 生年月日 
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6. 該当競技の直近の世界選手権で優勝したチームは、DG12.1 の要件を満たせば、

自動的に参加資格を与えられ、１位にシードされる。世界選手権優勝チーム

が参加しない場合であっても、世界選手権２位のチームがシードされること

はない。関連する国際競技連盟の規則に従い、公正なくじ引きが適用される。

最後のデフリンピック以来該当競技で世界選手権が開催されなかった場合、

前回のデフリンピック優勝チームが自動的に１位にシードされる。 

7. 予選同様、決勝ラウンドを出場辞退したチームには罰金が科される。罰金の

額はデフリンピックの４年前に開かれる評議員会で決定される。 

8. 登録したチームが最終登録締切日より以前に予選への参加を必要としない

場合、そのチームは ICSD の罰金なしで出場辞退できる。 

 

DDGG1133..  個個人人競競技技  

  

1. 個人選手が参加できる種目数に制限は設けない。 

2. 選手はデフリンピックに出場不許可という医師の診断書を提出した場合を

除き、出場辞退選手には罰金が科される。 

 

DDGG1144..  予予備備登登録録とと最最終終登登録録  

  

1. 各競技種目の出場選手数を記入した予備登録は、デフリンピックの１年以上

前に事務局宛てに提出されなければならない。 

2. 各選手名と各選手の出場競技種目を記入した最終登録リストは、デフリンピ

ック開幕の２週間以上前に事務局又は組織委員会に提出されなければならな

い。ファックス又は電子メールで提出することも可能である。ただし、正式

登録用紙の確認は速達便で送られなくてはならない。 

3. 予備登録及び最終登録の締め切り日は、事務局長が執行委員会と協議の上決

定し、決定後は直ちに組織委員会に連絡される。 

4. 締切後に最終登録が受領されることがあっても、受理されないものとする。 

 

DDGG1155..  広広告告  

  

デフリンピックの参加者は、商用宣伝広告のついた物の所持と着用に関し、ICSD

執行委員会のすべての指示に従わなければならない。 

1. ICSD はデフリンピックの期間中、宣伝広告のついた物の所持と着用を認める

ことができる。メーカーやスポンサーを特定できるものは、衣服又は用具１

点につき１つまでとする。 
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について責任を持つものとする。情報責任者は、ICSD 理事、各技術委員、組

織委員会役員及び参加競技チームのリーダーに配布するために、その日の結

果報告書を１セットずつ確保するものとする。これらの報告書は、主要場所

に置かれる保管ボックスを利用して配布する。 

9. 情報責任者は競技結果やその他競技に関係のある情報について、印刷物や電

子情報手段を通してできるだけ広範囲に、確実に広めるものとする。 

10. 宣伝広告及び後援 

デフリンピックの法人後援契約はすべて ICSD が当事者となる。組織委員会は

ICSD によりなされた契約に従うものとする。 

11. ICSD 旗・ロゴ・標語等 

公式 ICSD 旗、ロゴ、標語、音楽、「デフリンピック」の名称及び関連する ICSD

の商標は ICSD の占有財産である。ICSD は ICSD の財産の使用に関し、ライセ

ンス権を与えることができる。 

12. 宣伝及び広告 

1．デフリンピック期間中は、いかなる政治的、宗教的、民族的な宣伝活動も

許されない。 

2．競技場内での宣伝看板及び広告の掲示については ICSD の許可を得ることを

条件として認められる。 

3．ICSD 執行委員会は、どのような形態の公告を認めるかについての条件を決

定する。 

13.マスコット 

1. デフリンピックのために制作されたマスコットはすべてデフリンピックの

エンブレムであり、そのデザインは組織委員会から ICSD 執行委員会へ提出

され、承認されなければならない。ICSD 執行委員会から事前の文書による

承認がなければ、マスコットを営利目的に使用してはならない。 

2. 組織委員会は ICSD の利益のために、デフリンピックのマスコット及び関係

するデフリンピックの商標を確実に保護するものとする。デフリンピック開

催年の終了と同時に、デフリンピックのマスコット及び関連する商標の使用

も終了する。組織委員会及び／又は開催国のろう者スポーツ組織は、場合に

よって、また必要な範囲で、（ICSD の単独利益を守るために受認者の資格で）

デフリンピックのマスコット及び関係する商標の使用に関して、受託者の役

割を果たすものとする。 

3. 各国のろう者スポーツ組織は大会開催国外において、事前に ICSD の文書に

よる承認なしに、マスコットを営利目的で使用してはならない。この承認に

先立って ICSD は組織委員会と協議する。 
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2. 参加者はメーカー又はスポンサーの正統かつ特有のデザインの競技用衣服

及び靴を着用することが認められる。メーカー又はスポンサーの名前・ロゴ

は、正統かつ特有のデザインであれ、正統なデザインとは異なる模様であれ、

前面及び背面で合計 400cm2以下の大きさとする。 

 

DDGG1166..  報報道道規規制制及及びび諸諸項項目目  

  

1. 組織委員会による契約はすべて、ICSD 執行委員会の指示とデフリンピック規

約に従うものとする。これは、時間計測機器、スコアボード及び放送に関す

る契約を含むが、それらに限定されるものではない。 

2. デフリンピックの報道を最大にし、可能な限り最大の観客数を実現するため

に、すべての地域媒体及び国際媒体の部署に対し、デフリンピックの試合、

開会式及び閉会式の報道許可を求めるよう勧奨する。 

3. 許可を求める報道陣は、デフリンピックの３か月以上前に公式申請書を ICSD

に提出しなければならない。報道陣はその申請書において、報道陣は ICSD、

組織委員会又は任命された者のすべての指図に従うという合意を示すものと

する。取材陣は、関係するすべての経費（車のや備品の手配など）を支払う

責任及び ICSD に取材結果の原本のコピーを提出する責任を認める。取材結果

には印刷物の記事、録画したビデオ／フィルムなどが含まれる。 

4. 地元の報道陣がデフリンピックの報道の許可を得た場合、ICSD、組織委員会

及び任命された者は、その報道陣にデフリンピックへのアクセスを与えるよ

う努めるものとする。許可された報道陣は、取材に含まれるすべての経費を

支払う約束を含め、ICSD、組織委員会及び任命された者のすべての指示に従

う。 

5. ICSD 執行委員会は（組織委員会と協議の後）、あらゆる報道陣の申請につい

て許可を付与若しくは却下する権利、又は報道陣に既に認められた許可を撤

回する権利を保有する。ICSD は組織委員会との協議の上、各報道陣の人員制

限数を決定するものとする。 

6. 取材許可証を持つ報道陣のみが、写真及びフィルム撮影のために会場内の競

技施設への入場を許可される。観客は写真撮影の目的で、これらの競技施設

に入ることは許されないものとする。観客は、常に観客席にとどまらなくて

はならない。これは表彰式の場合でも同様である。 

7. 各種目の結果は都合がつく限り早く組織委員会の事務局に伝えられ、事務局

は毎日の結果報告に掲載しなければならず、同様に様々な主要場所で掲示し

なければならない。 

8. 組織委員会の情報責任者は全ての結果の情報を集め、毎日の結果報告の印刷
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DDGG1177..  財財政政規規約約  

  

1. 組織委員会（又は代理店）はデフリンピックに出場するすべての参加国連盟

に対して、宿泊施設、食事、地元の交通（公共交通機関、各競技場間の交通

等、その他交通に関する支援）を適切な価格で提供しなければならない。 

2. 各選手団は旅費、宿泊費、及び支援にかかる費用を負担する。 

3. 組織委員会は代理店を指定し、デフリンピック参加者のために交通、宿泊そ

の他支援の手配をすることができる。 

4. 組織委員会は下記を負担しなければならない。 

1. DG3. 8 に記載の内容 

2. デフリンピック開催の約１年前に行われる、会長又は指名を受けた者及び

技術委員によるデフリンピック会場視察 

3. デフリンピック開催期間に４日（大会前及び／又は後）を加えた期間にお

ける ICSD 会長、執行役員、通訳者１名、オーディオロジスト１名のすべて

の旅費及び宿泊費。執行委員、技術委員全員（夏季大会、冬季大会それぞれ

について）、追加のオーディオロジスト１～２名、ICSD 名誉会員全員、その

他 ICSD が招待した来賓についての宿泊費 （2011 年及び 2013 年のデフリン

ピックに適用される） 

4. デフリンピック開催期間に４日（大会前及び／又は後）を加えた期間にお

ける ICSD 会長、執行役員、通訳者１名、オーディオロジスト１名、技術委

員及び助手全員（夏季大会、冬季大会それぞれについて）のすべての旅費及

び宿泊費。執行委員、追加のオーディオロジスト１～２名、ICSD 名誉会員

全員、その他 ICSD が招待した来賓についての宿泊費 （2015 年冬季のデフ

リンピックに有効） 

5. デフリンピック開催により発生した収益はろう者スポーツ発展のため、以

下のように分配される。 

・ICSD に対して 50％ 

・開催国連盟に対して 50％  

6. デフリンピックにかかる費用が収益を越える場合は、開催国連盟（又はそ

の組織委員会）が損失補填の全責任を負うものとする。 

 

DDGG1188..  メメダダルル･･賞賞状状  

  

1. メダル及び賞状のデザインは、デフリンピック開催の 12 か月以上前に、承

認を得るために ICSD 執行委員会へ提出しなければならない。 

2. 全競技種目について、優勝者には金メダル及び賞状、準優勝には銀メダル及
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び賞状、第３位には銅メダル及び賞状を授与する。全メダルに該当する競技

及び種目名を彫るものとする。同位優勝はないものとし、同点決勝システム

を採用する。 

3. 個人競技については、４位～８位入賞者に賞状が授与される。 

4. 特殊な性質を持つもの（例えば、各競技で競技者の位置によって順位が決定

してしまうもの）を除き、団体競技種目の優勝チームの選手がデフリンピッ

ク中に開催された試合又は競技に少なくとも一度は参加していれば、各選手

に優勝が与えられる。準優勝チームの各選手には２位が、３位のチームの各

選手には３位が与えられる。上記チームの他の選手にも賞状が授与されるが、

メダルは授与されない。４位～８位入賞チームが存在する場合、その選手に

は賞状のみ授与される。 

5. 特殊な場合の団体種目では、チームに対し１つのメダルが授与され、選手に

は賞状のみ授与される。 

6. メダルの裏に ICSD のロゴを入れるものとする。 

7. 賞状には ICSD 及び組織委員会両方のロゴを入れ、ICSD 会長及び組織委員長

がサインをする。競技者名は印刷としなければならない。 

8. 組織委員会は各参加国の団長に銀メダルを提供する。 

9. デフリンピックでは上記以外の賞は与えられず、組織委員会はデフリンピッ

ク終了時に残ったメダルと賞状を ICSD に提出する。 

10. デフリンピック競技者が失格となった場合、メダル及び賞状を ICSD に返却

しなければならない。返却されない場合、該当する参加国連盟を活動停止に

処するものとする。 

11. 組織委員会は各メダルの見本を 2つずつ ICSD に提出する。 

12. 組織委員会は全てのメダルの鋳型を、デフリンピック後に ICSD に提出しな

ければならない。 

 

DDGG1199..  ポポススタターー  

  

1．ポスターのデザインは、組織委員会が任命されてから１年以内に ICSD 執行

委員会へ提出されなければならない。 

2．ポスターには、目立つ位置に ICSD のロゴが入っていなければならない。 

3．ポスターを配布できるのは、前回の夏季／冬季デフリンピックの閉会式時又

はその後である。 

 

DDGG2200..  出出版版物物  
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6.報告書 

1. デフリンピック後１年以内に、デフリンピック開催国の公用語で印刷され

た完全な最終報告書を ICSD 用に作成しなければならない。この報告書には

正式な英語の翻訳を含めなければならない。ICSD に 15 部提出するものとす

る。 

2. この報告書は各国ろう者スポーツ組織及び ICSD 執行委員会に無料配布さ

れる。 

3. 組織委員会がデフリンピックの組織として発行した全ての出版物を３部ず

つ、報告書の一部として ICSD に無料配布する。 

4. デフリンピック開催立候補中及びその後組織委員会として作成した、デフ

リンピックに直接関係する物品（メダル、ポスター、おみやげ品など）を２

つずつ、報告書の一部として ICSD に提出する。 

 

7. 公式フィルム 

1. 組織委員会は、40 分以上の”フィルム“、ビデオ又は DVD のようなよく普

及したメディアを制作し、それをデフリンピック終了後６ヶ月以内に ICSD

に提出することが強く求められる。作成にあたっては、以下の指示に従うこ

と： 

 この制作物はプロフェッショナルなドキュメンタリーであり、英語字幕

をつける。 

 この制作物には著作権者として ICSD のロゴと文字を、始めと終わりに

入れなければならない。 

 制作物は全競技施設の全競技種目を幅広く網羅していなければならな

い。 

 制作物は、国際色を打ち出し、各国の金メダル獲得数に比例して、その

国の選手をとりあげなければならない。 

 制作物は競技ごとに主要な種目を特集するものとする。 

 制作物のコピー２部（PAL１部、NTSC１部）は、後であらゆる言語で字

幕がつけられる「国際音声効果オーディオトラック」として、組織委員

会から ICSD に提出する。 

 英語で記録された解説字幕が入ったコンピュータ記録メディア２部を、

提出制作物の一部として提供する。     

 選手、ICSD 職員又は役員のインタビューの個所は、英語にするか、文字

又は音声の同時通訳を付けなければならない。 

 

ICSD は、上記について契約上厳しく遵守されていなければ、いかなる制作者候
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1. 開催国連盟（又はその組織委員会）は２か月以内に、デフリンピックの全競

技及び種目の結果の完全な写しを、ICSD に送るものとする。写しはその後、

公開される。 

 

2. ロゴ 

1. デフリンピックに関するすべての出版物、ビデオ、フィルム、公文書及び

報告書、又はデフリンピックに関連する便箋等のレターヘッド、アートワー

ク、メダル、その他デフリンピックの宣伝用販促物若しくは一般に販売する

ための商品を含むすべての財産について、ICSD のロゴを目立つ位置に載せ

なければならない。 

2. ICSD 会長のメッセージは、全出版物、公文書及び選手村ガイドを含むパン

フレット、最終報告書、公式"フィルム"及びその他すべてのコミュニケーシ

ョン手段に載せるものとする。 

 

3. パンフレット 

大会詳細パンフレットは、プログラム全般と大会期間中利用できる施設及び設

備、サービスについて記載し、英語とデフリンピック主開催国の言語で作成す

る。組織委員会はデフリンピック開会の２年前に、ICSD 及び全ての全国ろう者

スポーツ組織へパンフレットを配布することとする。 

 

4. 情報提供 

デフリンピック開催期間中、組織委員会は選手村滞在者、来賓、組織委員会の

人員及び一般向けに日刊情報紙を発行する。情報紙は以下を掲載しなければな

らない。 

 組織委員会の公用語による選手、競技状況の記事とその英訳文。 

 ICSD スポンサーのための宣伝、広告及び PR 記事。 

 前日競技結果ハイライト。 

 

5. 競技結果 

1. デフリンピックの完全版結果報告書は、デフリンピック終了後１ヶ月以内

に発行される。結果報告書は、デフリンピックの記録リストにあわせて競技

種目と分類レベルに整理した全予選及び決勝の結果を含むものとする。 

2. この出版物は、発行後すぐ、ICSD 本部に 15 部が無料配布される。 

3. この出版物は各国ろう者スポーツ組織、ICSD、執行委員会、及び技術委員

に無料配布される。 
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補との協議も開始しない。 

 

2. 公式フィルム（PALと NTSC１部ずつ）の試写版サブマスターフィルム２部を、

最終版の前に承認を受けるために、ICSD に提出しなければならない。どんな

ことがあってもICSDの書面での承認なしに制作物のマスター版を作成しては

ならない。 

3. 開催国放送局として活動する制作会社が制作物を制作することができる。開

催都市・組織委員会・ICSD の契約のもと、制作物の所有権は ICSD が有するた

め、制作物の使用、配布及び放映の調整（後の合意に従う）についてはデフ

リンピックの 12 か月以上前までに ICSD と交渉しなければならない。 

4. ICSD の書面での具体的な許可が与えられるまで、また与えられなければ、制

作者はどこの国であれ、制作物のいかなるテレビ放映の交渉を開始してはな

らない。 

5. 制作者は ICSD と開催国組織委員会との契約に従い、制作物の所有権が ICSD

にあることを理解しなければならない。 

 

DDGG2211..  競競技技式式典典  

  

1．組織委員会は開会式及び閉会式について本規則に従わなければならない。 

2．夏季デフリンピック及び冬季デフリンピックにおいて、象徴となる ICSD 旗

の引継ぎは必ず行われなければならない。 

3. 執行委員会はメダル授与のための公式式典の全責任を負う。技術委員がメダ

ル授与式を執り行うこともできる。 

 

DDGG2222..  技技術術会会議議  

  

1. ICSD 執行役員、技術委員、組織委員会の役員といった主な人員の役割と責任

を明確にするため、デフリンピックの前夜に上記すべての役員による会議を

行うものとする。 

2. 各競技の技術会議は、遅くとも第 1試合の 1日前に行う。 

3. 技術委員会、抗議委員会及び各参加国から最大 2名の代表者が、技術会議に

出席する。代表者のうち少なくとも 1名はろう者とする。 

4. トーナメント戦（テニス競技など）の抽選は、会議中に実施することができ

る。 

 

DDGG2233..  権権限限とと判判定定権権（（審審判判員員））  
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1. 執行委員会は、担当競技の監督責任をもつ技術委員（TD）とアシスタントを

指名するものとする。技術委員は担当競技の技術委員会と抗議委員会の兼任

委員となる。 

2. 技術委員会は５名の委員から成り立つ。１名は技術委員である。組織委員会

は他の４名を指名するものとする。 

3. 各競技の競技規則は国際連盟規則とし、規則の聴覚的な合図を視覚的な合図

に修正をする。 

4. 各審判員、スタート係及びその他競技役員は、国内で最も適した者の中から

組織委員会が選出する。 

5 .組織委員会は、全審判員の資格証明書を最初の技術会議の 14 日以上前に技

術委員に提出するものとする。 

6. デフリンピック期間中の審判員の責任は、審判員の持つ他の専門的責任と矛

盾しないものとする。 

7. 可能な限り、審判員の国籍は、競技に出場しているいずれかのチームと同じ

国籍ではないように計らう。 

8. 各国連盟は、デフリンピックでの職務に国際的な資格を有する審判員を推薦

することができる。その連盟は当該審判員にかかるすべての費用を負担しな

ければならないが、組織委員会と合意がある場合を除く。 

9. 各審判員の名前及びその担当スポーツは、デフリンピックの６か月以上前に

組織委員会に通知されなければならない。 

10. 組織委員会は、各審判員の任命に全決定権を有する。 

11. 組織委員会は、準会員が組織した審判認証コースに合格したろうの審判員

を承認し、職務にあたらせる。 

 

DDGG2244..  異異議議（（第第一一審審））とと控控訴訴（（第第二二審審））（（紛紛争争））  

  

1. ICSD 会長又は会長により指名された者は、開催国連盟（又は組織委員会）又

は大会参加国連盟により提出されたデフリンピック関係の紛争を判定する権

限を有する。 

2. 競技中に試合についてだされた異議は、担当の審判員によって判定が下され

る。これらの審判員の判断の対象となるのは、試合結果が決定してから２時

間以内に英語の書面で異議申立てがなされた場合に限られる。紛争に関して、

さらに明確にする必要があれば、該当する国際競技連盟規則を参考にしなけ

ればならない。 

3. 役員の決定に対する控訴は、抗議委員会に対して行うことができる。執行委
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 陸上－人口地面に 400ｍ／８レーンのトラック、国際基準の電子記録装

置、フィールド競技に適切な施設を備え、すべてのランニング競技及び

フィールド競技の地面は、国際競技用に認められていること。 

 バドミントン－国際競技用に認められたコートを４面以上備える会場。 

 バスケットボール－国際競技用に認められたバスケットボールコート

を２面以上とさらに練習用コートを備える。（必要ならば、コート２面

以上の会場２箇所を利用して、男女別にトーナメントを行う） 

 ビーチバレー－国際競技用に認められた２面以上の砂場。 

 ボウリング－会場は国際競技用に認められた 24 レーン以上を備えなけ

ればならない。 

 サイクリング－サイクリング・ロードは 5,000ｍ以上の 1 本の直線コー

ス及び国際競技用に認められた複数の長距離コースを備える。 

 サッカー－（メインスタジアムに加えて、）国際競技用に認められた正

確な寸法と質の良い芝生の表面を備える６以上のサッカーフィールド。 

 柔道－後日発表。 

 空手－後日発表。 

 オリエンテーリング – 認められた国際認定コース。 

 射撃－国際競技用に認められた射撃場（空気銃の設備も備えているこ

と）。 

 水泳―2～3 の室内及び／又は屋外スイミング・プール（50ｍプール及び

／又は水球競技場に加えて練習用プール）を備える。プールのゴール地

点に国際競技用に認められた電子記録装置、プール及び時間測定装置を

備え付けなければならない。 

 卓球－国際競技用に認められた卓球台が 24 台まで入るスペースを備え

る会場。 

 テコンドー－後日発表。 

 テニス―国際競技用に認められた８面以上のコート。 

 バレーボール－コート２面を備える１会場又はそれぞれコート１面を

備える２会場。すべてのコートは国際競技用に認められたものであるこ

と。 

 レスリング－国際競技用に認められたマットを２面以上備えることの

できる会場。 

 

すべての競技会場に電光得点掲示板(スコアボード)を備える。スコアボードは

競技場に固定されているものであっても、取り外し可能のものであってもよい。 
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員会で決められた額の預託金を同時に提出しなければならない。 

4. 抗議委員会の決定に対する控訴は、第一審における抗議委員会の決定後４時

間以内に、申立てを行う選手団の役員が、デフリンピックの控訴陪審員団に

対して行うことができる。 

5. 抗議委員会は５名からなり、１名は技術委員とする。他の４名は組織委員会

が指名する。 

6. 控訴陪審員団は５名で構成され、うち３名は ICSD 執行委員会が指名し、残

りの２名は組織委員会が指名する。 

7. 申立てが受け入れられた場合、預託金は申立てを申請した側に返却される。 

8. 聴力検査及び選手のドーピングに関する申立ては、（医療委員会、選手委員

会などの主要代表者と協議の上）、執行委員会が判定権をもつ。 

 

DDGG2255..  技技術術規規約約  

  

1. 執行委員会と技術委員は、各競技の技術規約を作成し、必要であればデフリ

ンピックのプログラム上の各種目についても技術規約を作成する。 

2. これらの技術規約は、オリンピック大会規則又はデフリンピックの少なくと

も 6か月前に有効な現行の国際連盟規則に合わせるものとする。 

3. これらの技術規約は電子的に公開され、デフリンピックの６か月前に関係す

る全国連盟に送られるものとする。 

4. デフリンピックのプログラムに含まれる全ての競技に対し、競技施設及び設

備を提供する。全ての施設は、ろう者にとってアクセスしやすいものでなけ

ればならない。またメインスタジアムや選手の滞在先から便利なところにな

ければならない。 

 

DDGG2266..  場場所所  

  

夏季デフリンピック施設： 

 

 メインスタジアムは 400ｍトラック、最低 8レーン、及びフィールド競技用

に十分な面積を人工地面で備えるものとする。国際基準の電子記録装置は全

トラック種目のゴール地点で利用できなければならない。できれば、メイン

スタジアムで開会式及び閉会式を行い、これらの前イベントとしてサッカー

競技の試合を行う。 

  

下記の競技施設は次の通りであること。 
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冬季デフリンピック施設： 

 

 アルペンスキー－回転、スーパー大回転、大回転、複合、滑降用の FIS（国

際スキー連盟）適合ピステ、加えて適切な維持管理を要する。 

 クロスカントリースキー－FIS 規則及び規約に適合した 5km、10km、15km、

及び 30km のコース。 

 カーリング－国際競技用に認められた４枚以上のシートを備える屋内スケ

ートリンク。 

 アイスホッケー－国際競技用に認められた室内スケートリンク（国際アイス

ホッケー連盟（IIHF）の要件に従う）。 

 スノーボード－国際スキー連盟規約に適合したハーフパイプ。大回転とパラ

レルスラロームには FIS ピステが必要。    

 

すべての競技会場に電光得点掲示板(スコアボード)を備える。スコアボードは

競技場に固定されているものであっても、取り外し可能のものであってもよい。 

 

デフリンピックパーク 

 

夏季及び冬季デフリンピックでは、表彰式、情報センター、集会の場所などに

使用されるデフリンピックパークを設けることを検討するものとする。このデ

フリンピックパークはシティ・スクエア（町の中心）又はデフリンピック選手

村から近い場所に設けられるべきである。 

 

DDGG2277..  交交通通機機関関  

  

1. 現地交通機関 

1．組織委員会は ICSD 全職員、役員及び競技者のために、宿泊先から競技場ま

での交通を確保するものとする。役員に対しては職務を行う施設、競技者に

対しては競技を行う施設への往復の交通のみを提供する。競技チームの役員、

ICSD 役員、組織委員会役員のみが交通サービスを利用できる。できれば全

競技の技術委員用に、すぐ移動したい時に使用できる個人用車を用意する。 

2. 登録していない競技種目を観戦するために交通サービスの利用を希望する

選手及び役員は、組織委員会の判断で、交通費を自費負担することがある。 

3. 交通サービスは開会式の２日前から閉会式後まで利用できるものとする。

組織委員会が希望する場合は、空港と選手団の宿泊施設との間の交通手段を

提供することができる。 
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2. ICSD 執行委員会  

1. 会長及び執行役員には常に個人専用乗用車を用意しなければならず、執行

委員会委員のために移動用乗用車（バン）１台が提供されるものとする。 

2. 組織委員会は、デフリンピック開会式及び閉会式に公式出席する ICSD 関係

者に交通手段を提供しなければならない。 

3. 輸送計画 

1. 組織委員会は ICSD 執行委員会への定期報告書に、選手及び役員が競技会場、

宿泊先、及びあらゆる関連施設間を移動できるすべての輸送手段の概要を載

せた、輸送計画に関しての情報を含めなければならない。 

2. ICSD 執行委員会は輸送計画に関する進捗状況の報告書作成のために、いつ

でも組織委員会と連絡をとることができる。 

 

DDGG2288..  医医療療とと救救急急措措置置  

  

1. 組織委員会はデフリンピック会期間中、適切な医療支援（医師、看護師、歯

科医その他あらゆる医療職員）を提供する責任を持つものとする。 

2. 各チームの医師、看護師及び選手団団長は、開催地に到着後可能な限り早く

すべての医療サービスのリソース、連絡先について情報提供を受けるものと

する。 

3. 救急処置本部は全競技場で利用できるものとすろ。緊急事態に備えて医療ス

タッフ、救急処置スタッフ及び救急車が適切に配備されていなければならな

い。 

4. 看護サービスは 24 時間体制とする。また、控えの医師が待機しており常に

呼び出せる体制とする。 

5. 病院施設は救急病室と重症患者のための病床を備え、24 時間無休で利用でき

るものとする。 

6. 理学療法士が競技者を治療するのに必要な設備を整えるものとする。この設

備は訪問療法士が自国選手団の治療をするために提供される。 

7. 自国選手団の競技負傷・医療診療所の設置を希望する国のために、当事国の

宿泊施設に適切な場所を確保しなければならない。 

 

DDGG2299..  宿宿泊泊施施設設及及びび詳詳細細  

  

1.デフリンピック選手村 

1. 組織委員会はできる限り、全競技者及び選手団役員が適切な価格で寝食と

もにできるように、適切で便利な立地の宿泊施設を提供するものとする。こ
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2. 客室は ICSD 執行委員会、ICSD スタッフ（オーディオロジスト、通訳者、

その他の ICSD スタッフなど）、ICSD の来賓にも上記と同様に全食事付きで

提供する。 

3. 組織委員会は無料で最大 25 人の会議を開催できる会議室とラウンジ・ス

ペースを提供する。これらの部屋には毎日、軽食、果物、特定の飲み物を備

えておく。 

4. 組織委員会は８名を収容できる事務局スペースを提供する。事務局スペー

スには以下のものを備える。 

 事務机６つ 

 作業机２つ 

 コピー機１台と白紙のコピー用紙 5000 枚 

 レーザープリンター２台と接続した Microsoft Office インストール済

みのノートパソコン４台 

 直接海外と通信できるファクシミリ機１台 

 電話2台及び執行委員と技術委員の全員にｅメールが出来る携帯電話１

台 

 

9. 宿泊施設（デフリンピック選手村がない場合） 

1. 組織委員会は全競技者及び役員が手頃な価格で宿泊・食事できる様に、全

参加国が同一施設を利用できない時はできる限り近くに、適切かつ便利な宿

泊施設を提供する。 

2. 宿泊施設は開会式の少なくとも６日前から閉会式の翌日まで、全競技チー

ムが利用できるものとする。 

3. 宿泊施設はメインスタジアム、練習場及び競技場のできる限り近くに設置

する。 

4. 組織委員会が任命した審判員、タイム・キーパー、その他役員の宿泊手配

も行うものとする。 

5. 組織委員会は ICSD 執行委員、技術委員、審判員及び ICSD が組織委員会と

協議の上決定したその他の人員の宿泊費を負担する。これらの人員は主要競

技会場に近い五つ星、又は四つ星の宿泊施設に滞在するものとする。 

6. 選手の宿泊施設は、競技者、役員並びに組織委員会の委員及びスタッフに

限り利用できる。応援団及び観客は、大会参加者とは別の宿泊施設に滞在す

るものとする。 

7. 参加国選手団は、団員の特別食の手配に責任を持つ。 

 

DDGG3300..  大大会会のの人人員員及及びび支支援援  
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れと異なる対応をする場合には ICSD の承認を必要とする。 

2. デフリンピック選手村はデフリンピック開会式の少なくとも１週間（７日）

前から閉会式の３日後まで開放されるものとする。 

3. 選手村はメインスタジアム、練習場その他の施設にできる限り近くに配置

し、ろう者が利用しやすいようにするものとする。 

4. 技術委員、役員、審判員、タイム･キーパー及び ICSD と組織委員会が任命

したその他役員の宿泊手配も行うものとする。 

2. 選手村居住者 

競技者及び公式職務担当者は選手村に滞在する。技術委員、役員、審判員、

陪審員はデフリンピック選手村に滞在するものとする。 

3. 住居 

1. 組織委員会は ICSD と協議の上、ろう選手に適したアクセシブルな居住環境

を提供する。ハウスキーパーは部屋が適切に利用できるよう維持管理し、住

居に関する諸問題の対応にあたる。 

2. 浴場及びトイレは毎日清掃する。寝室及び事務所は定期的（１日おき）に

清掃する。 

4. 食事 

組織委員会は大会参加国に対し、宗教上その他の理由により特別な食事が必要

か情報を求め、特定の競技者にそのような食事を提供できるようにする。 

5. 郵便物取り扱いセンター 

郵便物取り扱いセンターを選手村に設置する。このセンターは、選手村の居

住者宛てに届いた郵便物を仕分けし、配達する。センターは、競技会場、そ

の日に開催される会議、及びその日の結果に関する情報の普及並びに日刊紙

の配布に責任を負うものとする。 

6. 娯楽施設 

組織委員会は、選手その他参加者がレクリエーションプログラムを利用でき

るようにする。このプログラムには、開催都市のための社会的・文化的プロ

グラムに関する情報を含む。 

7. 洗濯 

組織委員会はデフリンピック参加者全員のために、洗濯施設を提供するもの

とする。 

8. 執行委員会の宿泊施設 

1. ICSD 執行委員会及び技術委員会の全委員は、執行委員会の経費負担により、

ICSD 本部の置かれるホテルに宿泊する。執行委員会は ICSD 本部に宿泊する

者のために食事とクリーニング･サービスを提供する。ICSD 本部となる施設

は、ICSD により承認されたホテルとする。 

-48-

  

1. 情報担当チーム 

組織委員会は情報担当チームに研修を行う。情報担当チームは本部ホテルや

主要競技場内の情報事務所を使用し、役員、競技者、観客に対してデフリン

ピック競技プログラムに関する情報を発信し、開催都市の文化施設及び歴史

的施設に関する詳細なソーシャルプログラムを担当する。 

 

2. 随行員 

1. ICSD の主賓及び公式の来賓のために、随行員グループが待機する。随行員

は、開会式・閉会式の補佐も務める。 

2. 組織委員会は随行員グループが選手団も支援できるよう研修を行う。随行

員の人数は、選手団の人数に比例して決定され、全員国際手話が堪能なもの

とする。随行員は選手団長と共に会議に出席し、選手団やスタッフを支援す

る。 

 

3. 各選手団会議の開催 

1. 組織委員会は適切な設備が整った部屋で毎日会議を開催し、会議では執行

委員会、技術委員、組織委員会が共にその日の活動について話し合い、翌日

のプログラムについて計画を立てるものとする。会議室は、夏季デフリンピ

ックは最大 30 人、冬季デフリンピックは最大 20 人収容可能な部屋とする。 

2. 会議室には、ノートパソコン、ＬＣＤプロジェクター、オーバーヘッドプ

ロジェクター及びスクリーンを設置する。組織委員会にあらかじめ予約すれ

ば、各国選手団もこの設備を利用できるものとする。 

 

4. 通訳者 

組織委員会は有資格通訳者が利用できるよう組織する。組織委員会は、各国選

手団が国際手話に堪能な通訳者を１名利用できるよう手配する。 

 

5. 警備 

1. 組織委員会は大会参加者及びすべての設備の安全に責任を持つ。組織委員

会は警備員と契約し、大使館及び警察と連携して特別警備体制を整えるもの

とする。 

2. 組織委員会は、デフリンピック期間中についてのみ大会参加者とすべての

設備の安全に責任を負い(DG2.を参照)、デフリンピック直前又は直後に発生

した出来事・任務への責任はないものとする。 
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6. ボランティア 

組織委員会は、現地の全会場及び競技プログラムに精通したボランティアを組

織するものとする。ボランティアは主要会場への行き方と案内についてすべて

の参加者を支援する。 

 

DDGG3311..  違違反反  

  

本規約の前述の条項に記載のない罰則手続が必要となった場合は、執行委員会

が該当するあらゆる人又は組織に罰金を科すこととなる。その際は ICSD 執行委

員会が最終決定する。 

 

DDGG3322..  そそのの他他  

  

本規約の条項に記載していない事柄については、ICSD 憲章及び付則を参照する

ものとし、場合により国際競技連盟規約及びオリンピック憲章に従うものとす

る。 

  

 

第 42 回 ICSD 会議で承認―2009 年 9 月、中華台北・台北 
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4.オージオグラム承認の提出手順 ---------------------------------------------------4 

5.デフリンピックおよびその他 ICSD 認定競技大会において ----------------------------5 
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8.違反と罰則 ---------------------------------------------------------------------7 

9.機密事項 ---------------------------------------------------------------------7 

10.オージオグラム・データベースで使用されている重要な記号 ------------------------8 

 

 

11..  前前文文 

スポーツ精神とは、人間の精神・肉体・心を祝し、以下の価値観によって特徴づけられるもので

ある： 

●倫理感、フェアプレイ、正直さ 

●健康 

●すぐれたパフォーマンス 

●人格と教育 

●楽しみと喜び 

●チームワーク 

●専心と献身 

●規則や規約の遵守 

●自身および他の参加者の尊重 

●勇気 

●コミュニティと連帯 

 

ICSD は、PPEERR  LLUUDDOOSS  AAEEQQUUAALLIITTAASS  「「ススポポーーツツにによよるる平平等等」」というオリジナルのモットーを掲げ、 

オリンピック精神の本質をろう者とわかちあう。 
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オオーージジオオググララムムにに関関すするる規規則則  
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夏季・冬季デフリンピックおよび世界選手権、地域選手権、その他 ICSD 認定競技大会には、ろ

うおよび難聴の選手だけが参加することができる。 

 

正会員、準会員、地域連盟および賛助会員は、地域別および国際スポーツイベントにおいて、以

下のオージオグラム規則を遵守する。 

 
 
22..  参参加加資資格格にに関関すするる規規則則  

夏季・冬季デフリンピック、世界選手権、地域選手権、その他 ICSD 認定競技大会は、加盟団体

である全国ろう者スポーツ協会のろうの選手が集結する場である。 

デフリンピックおよびその他の ICSD 認定競技大会の参加者は、以下のとおりでなければならない： 

・・良良耳耳のの平平均均聴聴力力レレベベルル（（PPTTAA））がが 5555ddBB 以以上上のの聴聴覚覚障障害害をを有有すするる（（550000,,  11000000,,  22000000 ヘヘルルツツのの三三

つつのの純純音音平平均均聴聴力力レレベベルル、、気気導導、、IISSOO11996699 基基準準））ろろうう者者ででああるるこことと。。  

・・加加盟盟団団体体ででああるる全国ろう者スポーツ協会のの会会員員でであありり、、そそのの国国のの国国民民ででああるるこことと。。  

選手は、禁止エリア内でのウォームアップおよび試合中には、いかなる補聴機器、増幅器および

人工内耳体外装置の装着も厳しく禁止されている。スポーツ競技において、音の増幅器の使用が、

使用していない者よりも有利に作用することは明白である。そのため、ウォームアップならびに

試合中は使用が禁止されている。「禁止エリア」は、各々の競技において定義されている。詳細

は、各競技の技術規則を参照のこと。 

 
 
33..  定定義義ととろろううででああるるここととのの証証明明  

33..11..  「ろう」とは、良耳の平均聴力レベルが 55dB 以上の聴力障害を有することと定義される

（500, 1000, 2000 ヘルツの三つの音の周波数平均、ISO1969 基準）が、55-65dB の境界域の  

聴力については、慎重に審査すること。 

 

33..22..  選手が片耳に人工内耳を装着している場合には、その耳については検査をする必要はない

が、オージオロジストは人工内耳が装着された耳がどちらであるかを明確にオージオグラ

ムシートに記載しなければならない。 

選手は人工内耳を装着していない耳については検査を受ける必要がある。。  

 

33..33..  各選手の聴力検査の確認とその個々のオージオグラムについての正確さと誠実性について

は、各国ろう者スポーツ協会が全責任を負う。 

 

33..44..  初参加の選手は、ICSD 公式オージオグラムの書式を用いなければならない。書書式式ははイインンタターー

ネネッットトからダウンロードできる。http://www.deaflympics.com/audiogramform.php  
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姓 名 生年月日 選手の ID 番号 

DOE John 31 Jan 1975 12345 

SMITH David  5 May 1978  

SHARP Alfred 10 Dec 1977 22678 

 

上の例では、 DDOOEE,,  JJoohhnn  と SSHHAARRPP,,  AAllffrreedd  は ICSD のデータベースにオージオグラムが登 

録されているが、SSMMIITTHH  DDaavviidd は登録されていないことを示している。 

 

44..22..33  オージオグラムのデータベース上、不十分であることを示す「INC」あるいは資格がない

ことを示す「DQ」が記載されている場合には、参加は許可されない。 

 

44..22..44  オージオグラムを提出していない者には参加資格が与えられない。 

 
 
55..      デデフフリリンンピピッッククおおよよびびそそのの他他 IICCSSDD 認認定定競競技技大大会会ににおおいいてて    

55..11..  オージオグラム・データベース上、その選手が各国のオージオロジストによって検査され

たことを示す「N」である場合、当該選手は夏季・冬季デフリンピック、世界選手権、地

域選手権、その他 ICSD 認定競技大会期間中に、ICSD のオージオロジストによって再検査

される場合がある。 

  

55..22..  新規登録選手（「N」ステータス）の予備的聴力検査が、ICSD 認定の全ての大会と予選、地

域大会および世界大会を問わずに行われる。ICSD は全ての大会に対し、ICSD 公認オージオ

ロジストを派遣できる。予備的聴力検査は選手が試合に来る前に行われなければならない。

ICSD は１人または２人の公認オージオロジストをデフリンピックおよびいくつかの地域・

世界選手権のために選任する。 

 

55..33..  非公認のオージオロジストが ICSD 認定の大会にいた場合、その検査は ICSD オージオグラ

ム検査規則に則って行う。そのオージオロジストは選手のオージオグラムステータスを

「N」から「C」に変更することはできない。その選手も検査機関に行き、最新の聴覚検

査技術（携帯検査機器）を使用した検査対象となる。ICSD 執行理事代表は、聴力レベル

の詐称の有無を検査するためにその場で新規登録選手（「N」ステータス）を選ぶことが

できる。万一、不正や疑惑が検査中に見つかった場合には、当該選手は病院の聴覚セン

ターで更なる検査を受け、その費用は選手が所属する全国ろう者スポーツ協会が負担す

る。 

  

55..44..  現場で検査を受けて「境界線上」と判定され、参加資格基準に適合しない選手は、PTA

（純音平均）が参加資格要件から５デシベル以内であることが明らかになっていれば、再

度検査を受けることができる。一度だけ ICSD オージオロジストにより資格認定以前の別

の日程で検査を受ける。 
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33..55  オージオグラム検査は、以下の 4 項目の全てがそそれれぞぞれれのの耳について完全に記載されなくて

はならない。 

 

11..気気導導  

250Hz –  8kHz 

22..骨骨導導  

500Hz, 1kHz, 2kHz, 4kHz 

33..テティィンンパパノノググララムム  ((テティィンンパパノノメメトトリリーー))  

音量 

圧 

コンプライアンス 

44..耳耳小小骨骨筋筋反反射射((リリフフレレククソソメメトトリリーー))  

同側 

反対側 

適適切切なな検検査査がが行行わわれれなないい場場合合ににはは、、承承認認がが遅遅れれるるここととににななるる。。  

 

33..66..    全てのオージオグラムは、正当と認められ、検査を受けた選手自身のものである。その有

効性については、各国ろう者スポーツ協会が保障しなければならない。 

 
 
44..      オオーージジオオググララムム承承認認のの提提出出手手順順  

44..11..  競競技技前前:: 

44..11..11  新しいオージオグラムを提出する前に ICSD 事務局(office@ciss.org)に連絡し、当該選

手 がすでに ICSD のオージオグラムデータベースの中に登録されているかどうか、自国

の最新リストを確認する。もしリストに選手名がない場合、ICSD 事務局はその選手のオ

ージオグラムデータを保有していないことを意味する。 

 

44..11..22  いかなる ICSD 認可の競技大会（夏季/冬季デフリンピック、世界選手権、地域選手権を

含む）においても、全ての新しいオージオグラムは大会の 33 ヶヶ月月前前までに提出されなけ

ればならず、かつ 11 年年以以内内のデータでなければならない。 

  

44..11..33  新規参加選手のオージオグラム提出遅滞の罰金は、書書式式受受領領日日をを基基準準にに１１書書式式・・選選手手ああ

たたりり４４００米米ドドルル（競技前３ヶ月未満）、また１１書書式式・・選選手手ああたたりり１１００００米米ドドルル（競技前

１ヶ月未満）となる。 

 

1 ＆ 2

3 

4
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55..55..  ICSD の公認オージオロジストによって検査・認証を受けた選手は「V」と表示される。 

 

55..66..  ICSD は、以前に承認を受けている選手であっても、いつでも検査、再検査を行う権利を有す

る。 

 

55..77..  選手の聴力の資格基準に疑義が持たれる場合、ICSD はまず選手のオージオグラム・データベ

ースを、下記の要領に従って調べる。 

 

55..77..11  当該選手が「V」で示されている場合は既に ICSD によって検査されているため、その場

のオージオロストがこれ以上の検査を行う必要はない。 

 

55..77..22    当該選手が「C」「N」もしくは「X」で示されている場合は、過去に ICSD による検査が

なされていないため、オージオロジストは必ずこの選手の検査を行う必要がある。 

 

55..88..  オージオグラム検査は、試合のスケジュールを邪魔したり、変更させたりしてはならない。 

 

55..99..  選手管理の下、検査時間の確保はチームリーダーの責任である。 

 

55..1100..  当該選手のチームリーダーは、検査を受ける選手とともに決められた時間に ICSD オージオ

ロジストと会う。その選手と同行者は各自のパスポートを持参しなければならない。 

   

55..1111..  予約を守らなかった場合、料金が課せられる。 

 

55..1122..  オージオグラム規則にしたがって検査を受けずに大会終了時に去った選手は、参加資格を

失う。 

 
 
66..      選選手手のの自自己己責責任任  

66..11..  ウォームアップ中ならびに試合中にいかなる補聴器/増幅器ないしは人工内耳体外装置も禁

止エリア内で装用しないようにすることは、各選手の完完全全ななるる自自己己責責任任ででああるる。 

 

66..22..  試合会場に入る際、全ての選手はいかなる補聴器/増幅器ないしは人工内耳体外装置の装着

を認められない。全ての選手は、試合前の最終練習の間に、補聴器/増幅器ないしは人工内

耳体外装置をはずさなければならない。 
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44..11..44  新規参加選手の競技初日にオージオグラムが未提出の場合には、試合参参加加はは認認めめらられれなな  

いい。 

 

44..11..55  すべての 新しいオージオグラムは、各各国国ののろろうう者者ススポポーーツツ協協会会にによよっっててののみみ、直接

ICSD 事務局に送付されなくてはならない。 

 

44..11..66  受領されたオージオグラムは ICSD のデータベースに入力され、「自国検査済み」である

ことを示す「N」(国内)と入力される。 

 

44..11..77  33..55 に規定されたとおりに全ての記入がされていない場合、完全な情報を記載して再提

出されるまで、そのオージオグラムは「INC」（不完全）と入力される。提出が３ヶ月未

満となった場合には、提出遅滞料金４４００ままたたはは１１００００米米ドドルルを支払うものとする。 

 

44..11..88  次に、オージオグラムは更なる確認のため ICSD オージオロジストへ送付される。 

 

44..11..99    ICSD オージオロジストは承認するものと危険/境界線上にあるものとを明示する。 

 

44..11..1100  承認されたオージオグラムは、ICSD オージオロジストによってのみ「N」から「C」

(CISS）に変更される。 

 

44..11..1111  「X」記号の「危険」な選手、または「N」記号の自国検査のみの選手は、ICSD オージ

オロジストによって夏季・冬季デフリンピック、世界選手権、地域選手権、その他

ICSD 認定競技大会期間中に再検査される。  

 

44..11..1122  平均聴力レベル 55dB 以上という資格要件に当てはまらない選手は「DQ」記号で参加資

格なしと判定され、書書式式受受領領日日から最低 22 年年間間はオージオグラムを再提出できない。  

 

44..22..    最最終終登登録録用用紙紙:: 

44..22..11  最終登録用紙には「選手の ID 番号」欄がある。 

 

44..22..22  オージオグラムが ICSD のデータベースに既に登録されている選手は、全国ろう者スポー

ツ協会が該当箇所に選手の ID 番号を入力する。これらの選手は、改めてオージオグラム

を提出する必要はない。以下の例参照。 
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非特定化され統計や概要データとしての目的以外では、受領者の書面での同意なしに開示されな

い。 

 
 
1100..      オオーージジオオググララムム・・デデーータタベベーーススでで使使用用さされれてていいるる重重要要なな記記号号  

PPTTAA  --  平均聴力レベル、純音平均 

ddBB  --  デシベル  

VV    -  ICSD のオージオロジストによって検査され、有効とされた選手 

CC    -  ICSD のオージオロジストによって確認され、承認されている申請書 

RR  -  地域のオージオロジストによって承認されている「地域検査済み」 

NN      –– 自国のオージオロジストによって審査、承認されている  

XX      –– 危険/境界線上  

DDQQ    –– 平均聴力 55 dB の基準を満たしておらず失格  

IINNCC  –– オージオグラムが不完全。詳細は 3.5 参照 

TTDD    --    技術役員 

IICCSSDD  --  国際ろう者スポーツ委員会 
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77..  発発覚覚  

77..11..  聴聴力力機機器器類類のの使使用用 

ウォームアップ中ならびに試合中に、禁止エリア内で選手が補聴器/増幅器ないしは人工内

耳体外装置を装用していることが発覚した場合、ただちに、当該競技の技術委員と異議申し

立て委員会にその旨を報告しなければならない。 

 
当該試合において承認を受けているリーダーおよびトレーナーだけが、補聴器/増幅器ない

しは人工内耳体外装置の装用について、公式な異議申し立て文書を提出することができる。 

 
異議申し立て文書と共に、日時が刻印されたビデオによる、追加の証拠を作成しなければ 

ならない。伝聞による証拠は作成できない。 

 

77..22..  参参加加資資格格認認定定期期間間中中のの聴聴力力検検査査 

選手が 55dB 以上の平均聴力レベルに適合しないことが、デフリンピックまたは地域・世界

選手権において ICSD オージオロジストによって判明した場合、またはその大会のために任

命されたオージオロジストにより判明した場合、当該選手は参加資格を得ることができない。

選手が役割を「役員」等に変更しても、いかなる形の参加資格をも与えられない。 

  

77..33..  異異議議申申しし立立ててももししくくはは IICCSSDD 役役員員のの選選出出にによよるる聴聴力力検検査査 

競技者が 55dB 以上の聴力障害を有していないことが、ICSD のオージオロジストによって判

明した場合、当該選手は参加資格を剥奪される。また、当該選手の出場したすべての競技に

おいて、失格とされる。当該選手が団体競技に出場していた場合、それまで出場していた試

合は没収試合とされ、そのスコアは国際スポーツ連盟（ISF）の規則に従って没収される。 

 
 
88..  違違反反とと罰罰則則  

88..11..  違違反反:: 

88..11..11  個人競技の選手が補聴器/増幅器ないしは人工内耳体外装置を装着している場合は、当該

選手は即時に競技から除外されなければならない。当該選手が同じ競技で他の種目や、別

の競技にも出場している場合には、違反が行われた種目についてのみ失格となる。 

 

例 A：陸上競技：選手が 100ｍ、200ｍ、400ｍに登録している。その選手は 200ｍのレース中

に補聴器/増幅器の装着が発覚した。この選手は 200ｍは失格となるが、100ｍと 400ｍ

レースには影響はない。リレーで違反が行われた場合には、チーム全員がそのレースを

失格となる。 

 

例 B：バドミントン：選手がシングル、ダブルス、ミックスダブルスに登録している。その選

手は、ダブルスでの補聴器/増幅器の装着が発覚した。当該選手はダブルスのみ失格とな
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Japan Deaf Sports Federation   

り、シングルスとミックスダブルスには影響しない。もし違反がチーム競技で行われた

場合には、チーム全員がその種別は失格となる。 

 

88..11..22  チーム競技の選手が競技中に補聴器/増幅器ないしは人工内耳体外装置を装用していた場

合、各競技の試合没収に関する規則に従い試合が没収され、チームは負けとなる。選手

は、次の試合には自由に出場することができる。しかし、試合の得点状況によっては、

負けることがかえってそのチームにとって有利になる場合がある。このことも考慮にい

れ、チームが没収試合の敗戦によって逆に有利になることが決してないようにしなけれ

ばならない。 

 

88..11..33  同じ選手が違反を繰り返した場合、当該選手とチームは、即座に試合から除外されると

同時に ICSD 事務総長に報告され、執行委員会が定める一定期間出場停止になる。 

 

88..22..    罰罰則則:: 

88..22..11 これらの規則に違反した場合、技術委員と ICSD 役員はすべての違反を ICSD 事務総長に

報告する。失格した選手と（あるいは）そのチームに授与されたすべての賞品、賞、メ

ダル、証書が取り消され返還される。更に ICSD 執行委員の決議に基づき、１０００米ド

ルの罰金が課される。 

  

88..22..22  いずれかの全国ろう者スポーツ協会が、２度以上、本規則 3.1、3.2、3.6 の規定違反を

した場合、ICSD 執行理事会は、当該全国ろう者スポーツ協会に対し認定競技大会への２

年間の出場停止を言い渡す場合がある。 

 

88..22..33  出場資格を失っている期間中は、その全国ろう者スポーツ協会とその国のチームは、

ICSD 認定の競技大会に出場することはできない。 

 
 
99..    機機密密事事項項  

データや選手個人情報は機密扱いにしなければならない。管理スタッフも同時に選手のデータの

機密性の維持において誠実に細心の注意を払うことを確実にするために注意深い管理が必要とな

る。参加者の機密性を保護し、尊重するために適切な予防措置というのは： 

・個人情報を公にすることのない漏洩発見リサーチ 

・リサーチ記録の確実な保存と権限保持者のみの限られたアクセス 

・個人情報の削除、隠秘、コード化 

 

ICSD 理事会、ICSD 事務局スタッフ、地域ろう者スポーツ連盟、各国ろう者スポーツ協会、国際

ろう者スポーツ連盟を含む ICSD 関係者全てが、選手の医学的記録の機密性を保持することを求

められる。各国ろう者スポーツ協会が受領している全ての選手の記録は機密扱いとされ、情報が
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ソーシャルメディアとは 

ブログ 

ソーシャルネットワークサービス 
（Facebook, Twitter, Instagramなど） 

LINEのタイムライン 

－ 1 － 

ソーシャルメディアとはユーザーにより作成された内容を創出、交換す
ることのできるインターネット・ベースのアプリケーション。 

一般的に誰もがアクセスできるウェブサイトの一つで、 
ジャーナルや日記の形で投稿、構成され、通常新しい順に 
表示されるもの。 

利用者各人を表現する（通常個人プロフィール）、 
または利用者所有のリンク先など多種多様な追加サービスを 
含むオンラインサービス、コンピューターシステムおよびサイトの 
ことである。 

LINEにはトークでメッセージを送るだけでなく、Twitterのように自
分のタイムラインに投稿をすることもできる。 LINEのタイムライン

は自分に起きた出来事を友だちに報告したり、友人の投稿にコメ
ントしたりすることができる機能である。 

YouTube、TikTok他… 

一一般般財財団団法法人人全全日日本本ろろううああ連連盟盟  

第第1199回回冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会  

ソソーーシシャャルルメメデディィアアガガイイドドラライインン  

デフリンピックロゴ 

大会ロゴ 

日本選手団ロゴ 

静止画 動画・音声 

－ 2 － 

資産の例 
許可無く、営利目的で使用することは固く
禁じられています。 

冬冬季季デデフフリリンンピピッッククをを特特定定すするる単単語語  

第第1199回回冬冬季季デデフフリリンンピピッッククをを想想起起
ささせせるる単単語語  

－ 3 － 

デフリンピック資産の例 

Winter Deaflympics 

冬季デフリンピック競技大会 

VALTELINA-VALCHIAVENNA2019 

ヴァルテッリーナ2019 

19th Winter Deaflympics 

標記大会を広く知っていただくためにも、規制はいたしません。

ただし、誤解を招くような使い方は控えて下さい。 

（例：「イタリアデフリンピック大会」という名前だけの単独

ブログを立ち上げる、など） 

イタリア2019 
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この競技大会で自分自身が経験し
たことについて個人的な感想を書
くこと 

思った以上にいいペースで 
滑ることができた ○○国の 

滑る技術は 
すごいと感じた 

MVPに 
選ばれて 
うれしい 

○ 

－ 4 － 

現地スタッフの 
人たちが 

とてもあたたかくて 
親切 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

ソソーーシシャャルルメメデディィアアへへのの文文字字投投稿稿  

■■投投稿稿ししてていいいい内内容容■■  

文章の一部に「冬季デフリンピック
競技大会」という言葉を使うこと 

イタリア2019大会は 
これまでで一番 

競技参加チームが多い 

－ 5 － 

冬季デフリンピック競技大会
（於イタリア）の 

開会式はすばらしかった 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

ソソーーシシャャルルメメデディィアアへへのの文文字字投投稿稿  

○ 
３回目の 

冬季デフリンピック競技大会 
がんばります！ 

 

■■投投稿稿ししてていいいい内内容容■■  

・企業・団体や商品のＰＲに 
 つながる記載 

○○（企業名）
のおかげで競技
に専念できた 

 
 

◯◯社の『商品名』
は私の必需品です！ 

○○（商品名）
のおかげで疲労

回復した 

－ 6 － 

ソソーーシシャャルルメメデディィアアへへのの文文字字投投稿稿  

・日本選手団オフィシャルパート 
 ナーやオフィシャルサプライヤ、 
 オフィシャルメイトの中傷また 
 批判につながる記載 

○○社が 
もっと良い商品
をくれれば… 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

× ■■投投稿稿ししててははいいけけなないい内内容容■■  

・他の参加者や組織の個人情報、 
 秘密事項 
・施設のセキュリティー 

○○選手は昨日 
足を痛めたので、 

マッサージを受けました 

明日の 
スタメンから 
はずされた 

◯◯ホテルの 
「部屋番号」に 

◯◯選手が泊まっている 

■■投投稿稿ししててははいいけけなないい内内容容■■  

ソソーーシシャャルルメメデディィアアへへのの文文字字投投稿稿  

－ 7 － 

◯△□会場の 
地下は誰もいない 

から自由に入れるよ 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

× 
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・大会にふさわしくないもの（他者 
 や他の組織の批判・誹謗・中傷） 

あの審判の 
ジャッジは 

納得できない 

○○選手の 
プレイは 
××だ 

○○コーチ 
の指示は 
おかしい 

■■投投稿稿ししててははいいけけなないい内内容容■■  

ソソーーシシャャルルメメデディィアアへへのの文文字字投投稿稿  

－ 8 － 

× 
・他者を不快にさせるもの（ヘイト 
 スピーチ、開催国への政治的批判） 

○○国は 
人柄が荒っぽい 

デモなんて 
やめたらいいのに 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

メメデディィアア行行為為はは禁禁止止 
大会期間中、メディアとして資格認定を受けた人以外
は、会場や宿泊場所などで、記者・レポーター・カメ
ラマンの他、いかなるメディアとしての活動をしては
いけません。 

他者へのインタビュー 

マスコミや企業・団体の広報媒体への
記事や写真、動画・音声の投稿 
 
大会や競技の様子を生、録画を問わず
放送すること 

ネット番組などのパーソナ
リティーやレポーターとし
て大会や選手の様子をレ
ポートすること 

－ 10 － 

× 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

スタンドからの撮影（競技、表彰） 

■■競競技技会会場場■■ 

スタンドからの撮影（日本選手を撮影） 

■■練練習習会会場場■■ 

－ 11 － 

○ 
～～撮撮影影ででききるる場場所所～～  

  ※※被被写写体体がが気気分分をを害害すするるよよううなな動動画画やや写写真真はは 
     絶絶対対にに撮撮影影ししなないいこことと 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

個人で撮影した動画を、本人の許可無く 
あらゆる媒体で公表することは禁止 

＜＜例例外外＞＞  

会場で自分自身を撮影したもの 

－ 9 － 

× 

会場・宿泊場所以外で撮影したもの 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  
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競技区域（field of play）からの撮影 

ウォームアップ区域（出入口、屋内） 

更衣室（出入口、屋内） 

招集所（出入口、屋内） 

■■競競技技会会場場■■ 

■■宿宿泊泊場場所所■■ 

本部（出入口、屋内） 

アスレチックストレーナー室（設備など） 

他国選手団の居住区 

－ 12 － 

× 
～～撮撮影影禁禁止止のの場場所所～～  

食堂（出入口、屋内） 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  

大会後の写真の取り扱い 
（日本選手団公式サイトに掲載した写真や動画） 

ケケーーススにによよりり 
取取りり扱扱いいがが異異ななりりまますす 

ままずずはは全全日日本本ろろううああ連連盟盟にに 
おお問問いい合合わわせせくくだだささいい 

－ 14 － 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 スポーツ委員会  

FAX: 03-3267-3445 TEL: 03-3268-8847 

E-Mail: jfd-sc@jfd.or.jp（受信専用） 

競技結果の情報発信について 

－ 13 － 

※ただし、公式結果と相違が出る場合がありますので、 
 各競技団体で責任を持ち、発信の際は十分にご注意く 
 ださい。 
 

※自分の競技以外の結果情報発信はしてはいけません。 

各各自自のの競競技技にに限限りり、、リリアアルルタタイイムムででのの 
結結果果情情報報発発信信ははししててもも構構いいまませせんん。。 

※※ネネッットトママナナーーはは必必ずず守守っってて下下ささいい。。  
【【投投稿稿ししててははいいけけなないい内内容容】】  
・・他他のの参参加加者者やや組組織織のの個個人人情情報報やや秘秘密密事事項項  
・・他他者者やや他他のの組組織織のの批批判判・・誹誹謗謗・・中中傷傷  

 全競技の結果は、大会組織委員会の公式結果報
告を受けたあと、「日本代表選手団公式サイト」
に毎回掲載します。 
 

 競技団体サイトやブログなどにも、 
「日本代表選手団公式サイト」のリンクを貼って
下さるようお願いします。 

冬冬季季デデフフリリンンピピッックク競競技技大大会会派派遣遣期期間間中中  
22001199//1122//88  ～～  22001199//1122//2233  
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